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- 規 格化と量 産 て 安 全・廉 価

安全・ 1空写1"" ・廉{ 踊をモ y トーに、つねに析

し い ア イ デ ア と 抜 術 を 追 求 、'i 社 u 坊で

のー｛Ｇｴ Ｇｕｲｲ システムによる ｾｦｬｍ 化に成功し

ました 製 品 の 規 俗 化 と J 十¥，1i 1' 1: J ' i ' 1は、コス

トと制 l支 の 安 定 に つ な が り 、 さ ら に 徹 氏 し

た 品 Tげで f'll に よ る レ ベ Jレア y プをお f句点し

ています。

. 豊 富 な 機種

川 ｩ 金、設 ［ｪＧＭＨｪｾｾ 所に合わせて Ｈ｜｜Ｑ｜ に ｩｬｬ んでい

ただけるよう、機干重は 227:1 に揃] っています

ド犯のリストのほか、ご i l : 文に応じて、ど

の よ う な 設 計 に も 合 わ せ ら れ ま す 材 質 ・

機能はもちろん、適川市 ￬ ｈｬｾの ｬ ぶさでも ｦ 創作

の 守可 ｾＧｉ ・ Ｗ ト に、ぜひごー鰍ください

. 1 0，000台 の実 積 で 業 界 の

信 煩 に 応 え て い ます

'冒可F・，ヲトは 、 業 界 初 の 介f'I1 化 '1ミni } j 式 に

より ill 築 業 界 関 係 の rll 広 い ご い 頼 を 得 、 す

で に こ 他 川 実 紛 は 10. ∞肘? を突彼しました，

なおも令同のあらゆる峨 ｪｾＩ で、行 ｊｊ 化の Ｑ ｜ＱＮ

い T' として嗣i進を続けています。

- 高 い技術と簡単 な施工

全 米 建 築 資 材j毘でも多般の注目を1 . k めた拠

品ノl叶，Ii は 既 に 同 際 級 後 J: 機、レ- ) レ・

ジョイント、 7' ラケット 、 写 t ' ! r! 出日には1虫

特の技術( ' ) 石川新宗及び岡山願 rlJ 多 数 ) が

駆 使 さ れ て お り 、 完 ぺ き な 施 て と 工 'FII 寺川

の ｊ ｉ ｾｕ ， ｩ ＨｬＧｾな短縮が定，ＱＧ Ｑ ｩ となっております。

小 型 昇 降 慢 の ご拠 択 は ゲ

吊t栴化と ¥，1厳で安くて安全な

守マ" ヲト

Ｈ ｾｕｍａ ｬ＠ ，..ー...-.L壷! t ー司f ---ー
｜ノ ー，電ｾ - .  .，----，，11¥ ＥＮ‘ ｾｉｉｾι＠

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 東 浪 路 町 2 丁 目 43暑 地

電 話 : 06 ( 322) 引 25- 6 ・5131 - 2 ・51削 番

東 京 事 務 所 東 京 都 台 東 区 東 上 野 6- 1- 4 イワツキピル

電 話 03( 844) 3030 

東京割 台実区東よ野 6- 1- 4 イワツキピル T E L :03( 843) 2141 ( 代表)

クマガイ工東東1 i ' 1棋 J 名古屋市 中区実鳩町7・2 TEL : 田2( 袋茸} 凪31

( 代表) クマガイ工員名古理、将/ 京副市上京区宮里光院通丸太町よル

TEL: 075( 即日 3388- 9 タマガイ工ゑ烹都杉) / 福岡市師向蕗原 2担 8

TEL : 四回41)4002( 代表 I ( 枯九州クマリ 7 ト/ 血児島市鴨志IT< aT

ｅｌ ・明 ＲＨＵＵＩＴＷＱＷ 榊Ｉ九州クマリフト ｾｬｕ ，出機所Ｏ広島市先・ ｔｬＭ
11- 24号埴ピル101 T E L 後世2( 61) 変幻3・(31) ' 1日クマリフト( 執) 広

島宮東市広島市広綱相T 7 書 14号 TEL : (世 2( 31) 1250(制 関 西 側 崎

置付社/ 高松市本太町字東原氏B- 30 T E L 国78(61)5131 ( 代袋} クマ

リフト{ 峠) 四国世東ffrll 静岡市曲企524- 1 T E L  :α ;42( 85) 7刷5クマリ

フト( 棉) 静岡甘草所/ 仙台市木町9. 15三協ピル内 TEL: 0222( 33) 6554

クマガイ工車東京ｻ肱Ｉ仙台支居Ｏ 新潟市東＾ｬＡ Ｎｔｾ 1丁目2田7 T E L  

0252( 2ヨ} 沼田タマガイ工業東京 L排] 制刈支居/ 長野市大字時・n盟 1 T  

E L  :0話2( 3幻 l由7タマガイ工東東京{ 崎) 畏野出損所/ 明市大主野 146・

12 T E L :O花 3( 7) 1担2 タマリフト ( 樟} 近儀南官軍所/ 出雲市今市町

l∞7- 4 T E L : 使153(21) 0163三和興策{ 軌} 川L曜南北一条寅 3 T E L  

0112( 2318611φ4樋揖{ 植 1/ 昔右槽成大置 1103宣 T EL : 2羽田1- 2  

(有 j 三川，射す/ 神戸市蔓告巨壇上過4 - } - 5磯上ビル T EL : O市 (25)

但 05クマリフト( 執) 神戸営業所

. カ タ ロ デ ご 希 望 の方 は ハ ガキ で 大 阪本 社 宛 ご 舗 求

くださ い
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田中寓ビル

大阪 ・京僑

設計コンコード建築設計事務所

施工大宝建設工業

敷地面積 332. 74 m'  

建築面積 285. 50 m'  

延 疏 償 1，393 .24 m'  

榊iiE税桜 R C ;;'i、 5 F 、 P H  2  

P C杭打、独立基礎

外 壁 仕 上 西 面 モルタル刷毛引 白地切仕上

向上 ポ ン タ イ ル 吹 付 張 。j 出

し部屋恨及び下部仕上向上

南面 モルタ ル刷毛引 目地切仕上

向上ポンタイル吹 付

北面 モルタル刷毛引白地切仕上向

上ヒスイエマノレジョンピルデ

イ y ク 一部ポンタイル吹付

束面 モルタル刷毛引目地切仕上向

上ヒスイエマルジョンピルデ

イック 一部ポンタイル吹付

建 兵 力 ー テ ン ウ オ ー ル 部 m量 形 鋼 ( L  

育長鋼、 T 形 鋼 、 平 鍋 ) 加工

サ，; ' . 1 O P  プレートワ

イヤー F 1  X  スチールサ ッ

ンュ O P  ラ7 ワイヤー

I 階菌、南面サ γ シュは、ステンレ

スサッシュ ブ ロンズベーン 8 mm 6  

血mFIX 一部 強 化 硝 子 ド ア ー

Y ヤ ッタ - 1 1 l 動シャッター O P  

屋 上 本 屋 屋 上 均 シ モ ル タ ル の 上 ア ス 7

アル ト防水 8 層 y ンダ

ーコンクリート打円上7

リンカータイル 180角 貼

空 調 設 備 正 栄 金 属 商 事

荒井製作所

給排水衛生設備 菊水工業

電気設備 宝 電 業

サッシュ 第 一 産 業

外装ボンタイル 共 栄 商 事



超高層ホヲレに生きる. ノ

現代の建物に要求され るもの一一〈不燃性 ・耐震性・遮音性・施工

合理化・経済性・部材の軽量性・現場管理容易 〉ーー を 満 た す 工 法 /

( 軽鉄間仕切壁工法)

仁京王プ ラザホテル・帝国ホテル新本館・ホテル1

いTシフ ィック東京 ・霞が 関ビル・世界貿易 セン1

1タービル・神戸商工貿易センターピル等に採用リ

ｚ ヨ］ー ⑧ コ疋告 Ｗｾｐ パーティション・システム

躍すι 宮 ヲイフ (乾式軽量遮 音間仕切壁)

E L D吋 ( 乾式軽量簡 易 間 仕 切)

EICfDJN) 'f - P  H  7  ( 湿式軽鉄耐火間仕切)

EICfDJNY  - M H 7  ( 湿式軽鉄遮音間仕切)

軽 鉄 天 井 下 地 ネールロックシ ステム (釘打方式)

モノレイングシス テム (落 し込み方式)

モノコンシールドシステム( 差、込み方式)
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製造・販売・責任施工マ注d予凶
株式会社

¥1 
大 阪 市 南 区 日 本 橋筋 3 - 2 電 話 (06) 632- 1151代

東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 - 3- 17 電 話 (03) 682- 3241 代

名 古 屋 市 中 川 区 百 船 町 1 - 3 - 4 電 話 ( 052) 353 - 3177代

福 岡 市 博 多 駅 東 1 - 1 2 - 2 6 岩 瀬 ビ ル 電 話 ¥u92) 43- 4356代

札 幌 市 北 三 条 東 5 - 5 岩 佐 ビ ル 電 話 ( ( 11) 261 - 3181代

( 〒 542)

(〒 136)

( 〒 454)

( 〒 81 2)

( 〒 060)

本 社

東 京 支 庖

名 古 屋 出 張 所

福 岡 出 張 所

札 幌 出 張 所



日 本 建 築 協 会 会 告 一 一一

号を記入の上 . 10月23臼( 土) までに事業課へ。

ただ し定員を超過した ときは拍せんにて決定し ，ご通知い

た します。

なお ， 参加決定者で欠席された方は会貨をど負担願いま

す。

‘ 121世紀関西グループ」による

く21世紀の日本未来像〉講演会一第 2 回

日本建築協会・大阪府建築士会

日本建築学会近畿支部

共催

去る 7 月 iζ 開催いたしました掲題講演会の第 2 回を下記により催しま

す。

多数お誘い合せの上 ど来糖、を期待しております。

10月16日 ( 土) 14.∞→17.∞ 

大阪科学技術センタ - 4 階 401号室

大阪市西区靭 1- 118  ( 靭公園前) 電話06- 443-5321

「国土構成の将来」

京 都 大 学 助 教 授 工 博

「京阪神都市地域の将来像」

京 都 大 学 助 教 授 工 博

無 料

200名

10月 14日 ( 木) まで1ζ 電話 !Cて事業課へ願います。

( 231- 9640) ただし定員に達 し次第締切ります。

. なお ，資料ど希望の方ICは f 21世紀にむかう国土と都市の将来像」使緩を l 節50円lこてお

頒けいたします。

ｾｐｌ 教団大平和祈念塔と錬成道場の見学
. 6.  

' : J X 

乙の塔は超宗派万菌戦争犠牲者慰霊大平和祈念塔と称し ，宗教法人P

L 教団の シンボル塔と して建設されたものであります。

乙の塔は大阪の南玄関である天王寺より南へ約2Okm. 近鉄南大阪線富

田林駅より 10分のと乙ろにあります。二上山 ・葛城山 ・金問IJ 山を望む海

抜 110mの山紫水明の地であって， 羽曳野ネオポリスと金剛団地を南側

にいだき ，羽曳野丘陵の同教団ぬO万坪の一角に銭え ，高さ 180m. 関西

随ーを誇るとの塔は ，彫刻の搭として世界IC類をみない ユニー クなもの

です。

今回 P L 教団のご厚意と設計を担当されました附日建設計のど案内に

より ，祈念塔をはじめ第一錬成道場をも見学する乙とにいたしました。

日 時 11月13日( 土) 13.30 ( 集合) →16. ∞ ( 解散)

集会場所 近鉄大阪線「富田林」訳前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃は各自負担… ・ーあべの橋より富田林まで

往復 240円)

12. 56 阿倍野橋発，河内長野行準急乗車→

13. 29 宮田林者，下車 ・ ( 集合の上徒歩約10分)

16.26 富田林発，阿倍野橋行乗車，途中準急 となり，

17. ∞ 阿倍野橋着

50名

往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限り とし，氏名

・勤務先名およひ所在地 ・役職名 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上10月30日( 土) までに事業課へ。た

だし定員を超過したときは拍せん l乙て決定し，ど通知いたし

ます。
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乙の見学会は10月に催しました建仁寺並びに西行庵の茶室見学に続い

て同じく本会の名誉会員で茶室の権威である岡田孝男先生にお願いし

て，そのど案内により催す乙とにいたしま した。

南禅寺には重文の金地院の八窓席のほかに 6 つの新席がありますが.

今回はそのうちの 4 つを見学し ，なお石川五右衛門の巣喰った山門や大

方丈の狩野元信や永徳父子の襖絵( 国宝) 124面を見る乙とにしました。

見 学 金地院の八窓席( 重文 3帖台目)

慈氏院の看妥席 ( 4 帖)

天 授 庵 の 松 関 ( 2 帖)

本 坊 の 不 識 庵 ( 4 帖半)

山 門 と 書 院

11月 6 日 ( 土) 14. 00 ( 集合) →17.00 ( 解散)

京都市左京区南郷寺福地町

南縛寺山門前 ・目標会旗

〔参考〕自由行動( 運賃各自負担)

12.40 京阪電車淀屋橋発特急、乗車。京都三条で京津線(C乗替

え「蹴上」下車，北東へ釦Om。

( 京阪淀屋橋→蹴上往復 400円)

また は京都市パス「南縛寺」下車，東へ100m。

帝塚山学 院 大 学 教 授 工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

30名

500円 ( 拝観料他) 当日受付でいただきます。

往復はがきに限ります。はがきは l 枚 lζ l 名限りとし氏名 ・

勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

往

復

員

込

定

申

(第 2 回)4 南禅寺の茶室その他見学の会

P L 数回敷地内

建設物の額要

所 在 地 大 阪 府 富 田 林 市 新 堂2172番砲の 1

1. 大平和祈念培

設計 ・監 理 株 式 会 社 日建設計

飽 工東急建設株式会社

床 廷 面 積 3. 060m'

構造 ・規模 S 造 低 層 都 神 殿 ( 2 F )  

中 層 部 展 望 台 ( 4 庖〉

高層部 "  ( 3届}

エレベーター 17人 乗 2 台

高 さ 180m

外 装 シ ョ ッ ト タ リ ー ト 仕 上げ

工 期 昭 和43年 6 月ー・昭和45年 5 月

2. 第一線成道場

綾計 ・施工清水建設妹式会社

建 築 面 積 2. 578. 00m'  

床 延 面 積 18.ω 7. 31m'

構造 ・規模 R C造一部 S造 ・抱下 2F' 地上 6F

軒 高 27.85m

外 装 P C版仕上げ

工 期 昭 和38年 1月『昭和38年 8 月

日 時

集会場所

師

員

由

貿

込

講

定

会

申

P  

5  



一一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

4 修学院離宮の拝観 (予定)

日 時 (A) ll 月24日( 水) 15. ∞( 集会〉→16 ∞( 解散)

(B) ll 月26日( 金) 11 ( f f ) → ρ (  f f  )  

集会場所 京都市左京区 ，修学院門前 ・目標会旗

定 員 A . B 各15名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 名 l 枚限りとし凶(B)の区

別 ・氏名 ・年令 ・勤務先名 ・役職 ・現住所 ・連絡包話番号 ・

返信用宛名 ・郵便番号を記入の上10月30日( 土) までに事業

課へ。ただし定員を超過したときは抽せんにて決定しお知ら

せいたします。

上記催しは先月号 ( 9 月) ICて会告いたしましたが，お申込については ，申込方

法の通り記入洩れのないように願います。

4 建築データシートの継続発行について

類審をみない画期的な出版として多大の評価を得ております標記シ ー

トは. No. 34 ( 総合目次 ・索引) をもって記念出版としての事業を一応終

了いたしま した。本年 4 月より新しく委員会を編成して ，シー トの継続

発行について検討を重ねてきましたが，本年12月号の建築と社会の附録

としてぬ35を発行する目途となりましたのでお知らせします。 ζ んどの

継続発行は ，既刊シ ー トの改訂と新シートを年数回 lζ 線めてお乙ないま

す。

4 日本学術会議第 9 期会員選挙推薦候補者

来る 11月25日を期限として行なわれる日本学術会議の第 9 期会員選挙

! とついて. 建築学部門の全国区ならびに地方区候補者として ，日本建築

協会より下記諸氏を推薦いたしました。有権者各位は棄権せぬようおね

がい します。

記

(全国区)

仲 威 雄氏( 東京大学名督教授 ・東京電機大学教授 ・工i事)

西 山 知 三 氏 ( 京 郡 大 学 教 授 ・エ博〉

(地方区)

北海道地区

大 野 和 男 氏 ( 北 海 道 大 学 教 援 ・工糟)

4 第12回関西都市・住宅会議開催

1. と き

2. と こ ろ

3. テ ー マ

昭和46年10月29日( 金) 13時- 16時30分

大阪商工会議所 401号会議室

「大阪都市留における交通問題」

主旨… … ここ 2. 3 年来，大阪における鉄道お よび道路網の整備は

めさましく ，交通事情はかなり好転したとはいうものの ，郊外から

の通勤事情は一向緩和されず，総合的政策にもとづく新市街地の開

発にあわせ，通勤交通路線の計画的整備を早急に行なう必要にせま

られている。

このような観点から ，主として通勤輸送を中心として「大阪都市圏

における交通問題」を取上げる。

4.  形式 ・内容

(1) 各講師の専門分野における「現状と問題点，その対策および未

来像」の講演

各パネラ - 20分 計2 時間

(2) パネルディスカッション( 上記講演から都市交通の未来像を描

いてもらう。〕

1時 間 半 合 計 3 時間30分

5. パネ ラーおよび専門分野 〈順不同〉

(1) 総合的地域計画担当者( 住宅立地計画を含む〉

大 阪 府 企 画 部 企 画 室 長 桝 居 孝氏

(2) 鉄道関係者

・国 鉄 大 阪 駐 在 理 事 室 次 長 梅 原 達 朗 氏

大 阪 市 交 通 局 早 木 保 員Ij氏

. 高 速 本 部 計 画 部 長

・私鉄関係者( 鉄道敷設およびデイベ ロッパーとして〉

関 西 鉄 道 協 会 八 木 久 郷 氏

( 京阪神急行電鉄企画室次長〕

13) 道路交通関係者

近 畿 地 方 建 設 局 企 画 部 長 飯 塚 敏 夫 氏

14) 学識経験者

京 都 大 学 教 授 天 野 光 三 氏

o. 参加ご希望の方は最寄の団体へ電話またはハガキlζ てお申込み下さ

い。但し満員になれば締切ります。

7. 共 催 団 体

大阪建設業協会 ・大阪市街地再開発促進協議会 ・大阪住宅建設促進

協議会 ・大阪府建築士会 ・日本建築協会 ・日本建築材料協会 ・日本

建築家協会関西支部 ・日本建築学会近畿支部

- 日本建築協会事務局職員

事務局長 : 福中定三郎

参 与 岩 崎 甚 太 郎

・事 業 課 231- 9，ω0 ・5936

山 田 唯 美 三 木 ち ゑ 子 芥 川 美 智 子 中 平 昌三

・庶 務 課 231- 9648 ・9649 ・9糾 0 ・5936

吉 田 悦 二 上 回 セ キ 子 加 藤 ミ ツ エ 小 石 原千代乃

・会 計 課 231- 9648 ・9649 ・9ω0 ・5936

佐 藤 寛 坂 東 三 喜 子 杉 谷 和 子

・編 集 課 231- 9648 ・9649 ・9640 ・5936

松 井 昭 光 吉 崎 裕 子 朽 木 克 己 梅 村 繁 人 佐々木千年世

広 告 担 当 : 東 出 清 彦 吉 田 晃 鹿 内 武 三 黒 田 顕 真

、



日 本 建 築 協 会 会 告 一一一一

第 5 回若い会員の集い

ふるいまちとあたらしいまちシリーズ ( 2 )

一一住宅団地の歩みを訪ねて一一

今回は乙 ζ 10数年間膨張し続けてきた ，大都市の現実 IC視点を移し ，

主として， 種々の開発主体によってなされてきた計画的住宅地を見学

し，最近とみに問題となっている自然破壊の問題，計画的開発の意義，

都市の巨大化lζ 伴う ，函一性，個性の喪失の問題，地域社会の形成，歴

史的連続，未来への展望，なと' ! C ついて考えてみたいと思います。

具体的には，①いわゆる団地計画の「全国的なはしり」と言われる・ ・

西宮北口団地 ( S23- 29) . ②六甲山系の山すそに点在する公団の小規

模開発…御影団地 ( S32- 33. 402戸) 逆瀬川団地 ( S 44. 520戸) . ③ 

電鉄会社経営の高級住宅・・逆瀬川高台分譲住宅 ( S32) . ④完成された

ものと してはわが国政大のー・千里ニュ ータウンにおいては，都市計画事

業としての住宅開発計画( 土地利用計画，交通計画，施設計画. . - ) 各種

の建設主体による住宅地形成，の計画か ら実現の足取り ( S 39- 45)

について，計画担当者，事業関係者の生の声をまじえてつぶさ に見学

する予定です。

日 時 11月13日( 土) 集会 9 時30分~解散 18時

集会場所 大阪 ・中之島 ・中央公会堂西裏，大阪観光パス ，目標 ・会旗

現地解 説 ( 予定) 者

山 地 英 雄 氏 ( 大 阪 府 建 築 部 住 宅 建 設 課 長 )

富 安 秀 雄 氏 ( 市 浦 都 市 開 発 建 築 コンサルタンツ

大阪出張所長)

工 博 多 胡 進氏( 大阪市立大学講師)

行 程 9，30出発( 貸切パス) →千里ニ ュー タウン見学( 昼食を含む

10.00- 12. 30) →逆 瀬川 団地 ・高級分譲住宅見学 ( 13. 10-

14. ∞〉→御影団地見学 (14.30- 15.30)→西宮北口団地見学

( 16.∞- 17. 20) →大阪駅前解散18.00の予定

会 費 勾O円( 貸切パス代の一部と昼食代〕

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚1 C 1名限りとし . (往〕

には「住宅団地の歩みを訪ねて」と氏名，勤務先名 ・所在地

・電話番号を明記し . (復) ICは宛名 ・郵便番号を記入して，

10月30日までに事業課へ願います。定員50名を超過した際は

抽せんで参加者を決めてお知らせします。

//4 
情

ノラ主¥t  

(ぞ:10 ¥i

御影団地

ず山司6

i-1 

r っ し J

】 .  司直 4昆

/

 

守

/や

西宮北 口団地

逆瀬川団地

/ (' 

J 、

干里ニュ ータウン
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技 術 の 目 立

見るからにスマートで、どんなビルにも-

虜 割 蝉 掃 鋪

郷 縦 割 鱒m

割 雌 輝 撤 回

踊 離 縁 麟 婦

掛 . . 輝 顕

獅 輝 樹 輝 掃

みごとにマッチ

工レベ、ータ・工スカレータには

それを利用する人々の生活を

快適にデザインするインテリア

エレメントとしての機能が強く

求 め ら れ て い る の で す 。

最高の性能が¥最高の美しさと

マッチして階上へ階下へと華麗

な流れをつくりた、します 。

ｾな与 静 特 訓 り.

.. 

日宜エレベ'.:-q• ｉｾ ｴＱｌＭＭ Ｍｱ＠
日 立 製 作 所 大 阪 営 業 所 大阪市東区北浜 4 - 6 (日生目立ビル) 〒541 電 話 (203) 5781大代



. ー

エルミン窓は

はめ殺し」窓に近い気・水密性能を持ってし、る施工環境

りレの高おこ応じてその威力は充分に発揮される

- 二重 ガラスの聞に内蔵 されたフラインド。

上げ下げ¥ 角度調節は室内の紐で。

- 枠本体も 断熱材によって内部 ・外部が 絶縁されている 。

- 二重ガラ ス内面の清掃も容易。

- 粋と 障子と一緒に取りつけられる 総合窓。

- 障子 を枠に 引きつける方式の特殊な ロ ック。

- このヒン ジにより窓は 180度完全に回転。

. P  C 工法に最適。

. u型に 曲け. られた障子。

特殊なベンデイング・マシンにより曲け.加工される 。

ブ ラ イ ン ド 内 蔵 ・ ア ル ミ 二重 ガ ラ ス 窓

工 ｪｾＺＺＩ 翠
戸外の騒音を防止します

180度横軸 回転機構により清掃管理が簡単です

大型窓の使用が 可能です

きわめて す ぐれた気 ・水密性 能を持 っています

空調設備費 ・維持費を大 巾に低下させます

ガラス、サ ッシの結露を防止します

ブラ インドは損傷しにくく維持管理が容易です

ブラインドはきわめて高い遮光率を持 っています

国 日 本 工 ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

大阪営業所 大阪市西区京町沼 l の 125( 東洋ピル) T E L 4 4 1 - 1978( 代表 ) 443ー 1461 ( ビル交換)

本 社東京都千代田区岩本町 1丁目 11番 2 号(三泉ビル) T E L861- 189 1(代表)

9  
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広ら反射ガラス

J  

都 市 を 自 然 を 演 出 す る

ス - ) '¥ー サ ン ゴー ル卜" は，表面の反射効果を強めた新

し い ガ ラ ス で す . そ れ は 都 市 の ，あ る い は 自 然 の 長 観

リフレタト

を そ の ま ま 美 し く 反 映 す る こ と で ， 建 築 の 外 装 に 画 期

的 な 表 現 力 を 与 え る一一一いわば，演出するカラスです

スーノマーサンゴールド lま，可視光線を 27% も 反 射 す る

性能をもっています. 日中 ，外 部 か ら 見 た 場 合 ， 内 部

は ほ と ん ど 見 通 せ ず ， ガ ラ ス 函 に は 都 市 と 自 然 の さ ま

ざ ま な 様 相 が ， ほ と ん ど そ の ま ま の 色 調 で 映 る の が 特

性 で す.

〔なお ，室 内 か ら 外 を 透 視 し た 場 合 に は ， ガ ラスの色

( ブ 日ンズ系) : を帯びます. )  

スーパーサンゴールドのメリット

1  . 積極的な反射効果・正確な鋭面効果

2 . ゆがみのない反射像の連続が可能

3  太陽轄射エネルギーを40% 以上述断

厚さ : 6 ， 8 ， 10， I  2  mm 

* 力タログは旭硝子本社普及諜 S S - 10係にご請求ください.

e，旭硝子

本社 ・車京都千代田区丸の内 2 - 1 ー 2 (千代田ピル )

干 100 T E  L  (03)218- 5379 販売開発謀

支庖 ・東京・大阪・小倉 ・名古屋・札眺・仙台

' 噂



法 令 コ ー ナ

50 

日本建築協会法規委員 会

質疑など の投稿をお待 ちして おります.

改 正 基 準 法 の 解 釈に つ い て

一 東 京 都 消 防 斤 の 回答ー

l 建築基準法行政雑感

私は建築基準法行政を担当して 7 年近くなりま

すが、その問、現行の建築恭準法は、技術j の進

歩、われわれの生活している都市 の進展、ある

いは多様化に伴い、部分的ではありますが、規

定の改正、 fE備等が行なわれてきました。 ご承

知1のように今年 1 月 1 日には大幅な改正法令が

施行されました。 その内容に ついて触れ てみま

すと、改正の重点は三 つあります。

まず第ー はザル法の代表にあげられたこ の法律

( そのため、今日まで、違反建築 の行政担当者

は、機動力を発揮する割に効果があが らずうん

ざりしていました ) の執行体制lの整備拡充と ihl

反是正措置の強化です。後者については、建築

監視買の自主位、違反建築物の公示、行政代執行

法の通用、そして違反建築物の設計者等の処分

があります。

第二は防災、とくに最近は谷地の鋭光旅館宇デ

パート等いわゆる不特定多数の人々が利用する

特殊建築物の火災が相ついて・起きており、そ の

つど多数の捕ましい犠牲者を出し ていますが、

その火災による犠牲者を防止するため の人命尊

Zを第ー の目的とした、避難階段の設涯に| 刻す

る規定、室内の仕上げの11i l] l 岐に|見lする規定等の

適用を受ける建築物の範囲も拡大され、防火上

安全l変の向上が図られました。

第三 は住環境の整備と土地の合理的な高度平IJm

に即応するとともに、姉妹法の都市計画法に対

応する建築物集団基準の護側，iであります。用途

地域制についてみますと、現行の 4 用途地域制

を8 用途地域制とし、用途純化の促進が図 られ

ました 。 そしてその用途地域により建築物の形

態規制lの強備も図られています。 しかし集団規

定の基になる新用途地域の決定は、今回の建築

基準法の改定法が施行された日から起算して 3

年以内に都市計画法にもと づき 決定されること

にな っており、それまでは現行のJTJ 途地域11111 が

適用されます の で、 ＴＧ［Ｎ ｾ 長上法は働い て いな い わ

けです。

以上が重要な三点の慨要です。

建築基準法はよくわからないという芦も幾度か

耳にしました。本当にそうだろうかと自問しま

すが、残念ながらある程度肯定せざるを得ませ

ん。どうして難しいのだろうか。 その点につい

て仲間! との論議もたびたびですが「技術法だか

らこれ以 上の表現は無理だ」が結論になります。

それでは一般の建築技術者はどうすればいいの

でしょうか。 それについていえることは、建築

基準法等の関係法令は建築設計とは関係ないん

だという従米の誤っ た感覚を反省し、 f谷な 言い

方ですが其 I面白な気持で法令の勉強をすること

です。現在 の勉築教育 ( 建築芸術論という 言葉

は上品なためか見たり聞いたりする機会があり

ますが、建築避難論なんていう 言葉は建築行政

担当者以外からは聞いたことさえありませ ん)

にも関係するかと忠、いますが、法令に無知なこ

とを自憾の砲にしている設計者もいるほどです。

しかし一 口に関係法令といいましてもその数は

膨大なものです。 かたっぱしから覚えてゆくこ

とができればいいのですが、それに要する 1時間

の割にその価値は少ないと思います。実際問題

としてそ の必要もないでしょう 。一 つの方法と

しては関係法令をまず知り、実務上の必要性に

応じてそれぞれの条文についてチェ ックしてゆ

くという方法があると思います。

また、建築基準法は技術法だから裁量の余地が

ないともいわれていますが、石花かにそうだと思

います。 しかしそれは法の 目的、条文の趣旨を

理解した人がいうことでしょう 。

現実の確認申請i!}=に目を向けてみますと、 一昔11

の設計者は (建築主に遠慮( 7 ) してだと思いま

すが) 建築基準法を最高の基準だと思いこみ、

条文の趣旨を理解し、それの実効性を確保する

という姿勢が妓念なが ら見られません。 そこか

ら生まれる法解釈は当然不合理という定説( ?  )  

に置き替えられる のです。 条文の解釈に迷 った

場合は、それこそ迷わず建築基準法第一条の 目

的を思い出して下さい。 そのことが結局は挫築

主のみな らず、社会にもプラスすると確信いた

しております。

2 法令解釈

(東京高 剛庁から全同行政述絡会議先に出された法文解)

釈 の質問1に対する回答のうちポピュラー なも のの紹介

(1) 煙感知器- i ! [ 動の防火戸で各1; 皆の階段室で区

函した場合、区画された階はそれぞれ階数がー

の別の建築物と解せるがいかが。

答 別棟の建築物とみるが、階数がー とはいえ

ない。 たとえば、 図 1 の斜線の部分は階数は三

の建築物の部分である 。

(2)  令第126粂の 2 第 2 項の区画に使用する防火

戸のシャ ッターは、煙の 1漏1成が著しく、避難上

も支障があるので、不適格と解してよいか。

答 防火区画や防煙区画としてシャ ッターを使

用することは法文上不適格とはし、えないが、ご

指摘のとおり、防煙上好ましくないこととまた、

維持管理上も十分でないので、長大スパンの区

画には使用しないよう行政指導を行なう 。

園田・区 画

図 1

(3)  r延 べ而紛が 1，OOOm' をこえる建築物の居室

て¥そ の床而紛が 200m' をこえるもの」 とは、

当該居室の床面秘の合計が 20伽 2 をこえる場合

をいうと解してよろしいか。

答 それぞれの居ー室の床面積が 200m' 以下のも

のについては、排煙設備を必要としない。 すな

わち居室 が 3 の場合で、それぞれの床面松が、

l 怖 が、120m' 、150 m' のときには該当しないも の

と考える。

(4)  ift i E 用途の建築物で、特殊挫築物の用途に

供する部分の床蘭績が 500m2未満であるが、他

の用途昔11分を含めれば延べ面秘が 500げ をこえ

る建築物には排煙設備が必要か。 また設置を要

する範囲は、特殊建築物の用途に供する部分の

みか。

答 性 ｾ［ＺＨｅ 用途の建築物は、全体を特殊建築物と

いうのであり、 「当該用途に供する床面積の合計

が 50O m' をこえる場合」と表現されていないの

で ( 全体の ) 延べ面積が 500m' をこえるこの例

の場合には、排煙設備を要する 。 またその範囲

は、以上で明らかなように建築物全体である 。

(5)  非［［ｾＮ用 の 進入ロを ＴＰ ｭ 間隔に設けた場合、

端部まて' の壁面全長が20m をこえる部分があれ

ば、全長が20m以内となるようにしなければな

らないと解するがいかが。 また進入口に代わる

| 鶏口部は、外壁10m以内ごとに区分し、各部分

任意の位置に設ければよく、間隔が10m をこえ

る部分もあると解するがいかが。

答 そのように解している 。

(6) 通路のみで道に通ずる敷地の場合、当該通

路およびこれに連絡する空地等の幅はそれぞれ勾

4 m以上を確保しなければならないか。確保で

きない場合には進入口に代わる非常用エレベー

ターを設けなければならないか。

答 前者、後者ともそのように解している 。

(7)  同一階の同一外壁面に進入口と進入口にか

わる開口部を併用して設けることができるか。

答 同一|滑においては併用は法文上認められない。

(8)  図 2 の場合、建築物の中庭に面する外肢に

は進入口を必要とするか。

答 図 3 の斜線部分の外壁而は必要である 。

ド

ロ

図 2

図 3

(9) 夜間授業を行なう学校であっても非常用の

照明装置は設けなくてもよいか。

答 設けることを法的に義務づけることはでき

ない。

。。令第 126 条の 4 の適用に当り延べ商; f j 'eを算

定する場合、関口部のない耐火構造の床、壁等

で区画された部分があっても、令第 117 条第 2

項のような規定がおかれていないので、当該建

築物全体の床面積を合計するものと解してよろ

しいか。

答 そのように解している 。

(11)  非常用，エレベーターは地階であっても地上

階と同様、通じさせなければならないものと解

するか。

答 その ように解している 。

(大阪府鐙築部建築指導課主査 伊 地 知 徳 春 )
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エ ンジン騒音

. 仕様書

打 撃 数 I 250回/ 1，700r .p.m 

370回/ 2，200r .p. m 

破 壊 力 I 150 勾/ m

ホ ー ン 1 10m 81ホーン

20m 73ホーン

30m 65ホーン

総 重 量 I 5， 140 ｾ＠

馬 力 I 62 .3 馬力

/ 2，200r .p.m 

12 
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フォードコプリンリース

解 体業 界待望の新機種誕生

静かな 打撃 音 と 抜 群 の 破 壊 力 を 持 つ フ ォ ー ド ゴプリ ンは従来

の解体工法を一変させた 油圧プレーカーです。

騒 音 公 害 対 策 ・振 動 公 筈 対 策 に も 万 全 の 考 慮 が 施 さ れ て い ま す。

. フォードゴプリンリース価格表

( オペレーターを含む )

1 日8時間 ( 昼) I  45，000円

1時間 ( 昼) I  6，000円

1時間 ( 夜)

(  8時以後 )

10，000円

月極・ 1 ヶ月間 1，000，000円

( 残業別)

( 一流のオベレーターによる作業で l 時1mで

も 2 時間でもご使用下さい .)

一一一

ゴプリン騒音

建築物解体工事

宅地造成岩盤解体工事

解体機械リース

。 小 原 商 庖

大阪市東淀川区上新庄町 2丁目 68
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江 戸 H寺代の初期、美しい日本の壁、特に砂壁、

大 津 壁 の 技 術 は 主 と し て 関 西 を 中 心 と し て 高 度

な 発 達 を と げ た が 、 京 都 は そ の 材 料 と 技 能 者 と

そ し て そ れ ら の 総 合技術のメ y カ と し て 、 全 国

に 自 他 と も に 誇 っ て い た の み な ら ず 今 日 に 至 る

ま で 、 こ と 左 官 に 関 し て は ず っ と 指 導 的 地 位 を

石在イ呆しつつ・けてきたことは、よく知られている

E笑である。

そ の 伝 統 あ る 地 の 由 緒 あ る 左 官 業 の 家 に 生 れ た

P 者 は 、 連 想 的 な 環 境 に は く・く ま れ て き た と い

っても、決していい過ぎではなかろう。 f在者は

大 学 卒 業 後 、 建 築 技 術 者 と し て 、 ま た 大 学 教 授

と し て 、 従 来 は 勘 と 経 験 に よ っ て す べ て を 処 理

し て き て い た 左 官 工 事 の 材 料 と 施 工 法 に メ ス 入

れ 、 地 味 な 研 究 活 動 に 従 事 す る か た わ ら 、 い つ

頃 か ら で あ っ た か 私 は は っ き り と は 記 憶 し て h

な い が 、 家 業 を 継 承 し 、 あ る と き は 左 官 業 者 の

l 人としてその道の複著書を極め、あるときは経

営 者 の 1 人 と し て 練 腕 を 振 う と い う 会 〈 特 呉 な

存 在 の 人 で あ る 。

本 舎 は 鐙 者 が ま え が き に い っ て い る よ う に 左 官

工 事 の 過 去 を か え り み 現 状 を 分 析 し 、 か つ 鈴 者

な り に 友 官 工 事 の あ り 方 に つ い て の 将 来 へ の 見

透 し を 立 て る こ と を 主 眼 と し た も の で あ る が 、

け だ し 友 官 工 事 の 歴 史 的 考 察 は 鍛 者 の 長 年 に E

る 研 究 の 精 華 の一 端 で あ り 、 日 本 と 西 洋 の 比 較

を 行 な っ て は な は だ 興 味 深 い 記 述 に あ ふ れ て い

る。 ま た 本 告 の 中心 をなす材料と施工法各論は、

建 築 現 場 に お い て 左 官 工 事 を 計 画 し 管 理 す る 私

ど も の よ う な 総 工 担 当 の 建 築 技 術 者 や 実 際 の 仕

Jo ; ，こ従事する技能者を対象として、左官に関係

あ る あ ら ゆ る 事 柄 ー材料 や 工 法 の み な ら ず 、 い

つ も 悩 ま さ れ て い る 左 官 工 事 の 欠 陥 の 原 因 ま で

も 含 め て ー に つ い て の 正 確 な 知 識 と 情 報 を わ か

り や す く 提 供 し 、 現 場 実 務 に す ぐ に 役 立 た せ よ

うとする酋己慮、がすみずみに渉みでているあたり

筆 者 に し て 初 め て で き る 芸 当 で あ る 。

、
日進月歩の建 築 材 料の 中にあ っ て 左 官 材料 だ け

が 例 外 で あ る は ず が な い。 同 機 に 左 官 下 地 材 料

も下地を形成する工法制益次変逃が見られるが、

特 殊 な 左 官 材 料 と こ れ ら に 迎 合 す る 工 法 に つ い

て の 箔 恕 な り 研 究 な り 現 在 考 え ら れ て い る 施 工

上 の 注 意 事 項 に も 触 れ て 、 そ れ ら へ の 積 極 的 な

態 度 で 取 り 組 む 姿 勢 を 示 し 、 将 来 の 見 透 し と し

て は 材 料 の 品 質 管 理 、 ひ い て は 建 物 の で き ぱ え

を よ り よ く す る 見 地 か ら 、 レ デ ィ ミ キ ス ト タ イ

プ を 新 時 代 の 左 官 材 料 と し て 推 奨 し 、 機 械 化 地

工 に つ い て も 並 々 な ら ぬ 意 欲 の ほ ど が う か が わ

れ る な ど や や も す れ ば 斜 陽 化 が さ さ セ か れ が ち

な 左 官 工 事 に 新 風 と 活 力 を 吹 き 込 ま ん と す る 1主

気込みは全〈敬服に価する。

( 鹿島建設大阪支庖勤務 大 沢 徳 吾郎 )

Oル ネ ・ マ グ リ ッ ト

口都 市環境問題講演会開催

8 月26 目、大阪商工 会 級 所 に お い て 、 都 市 環 境

問 題 蹴 淑 会 ( 主 催 ・日 本 建 築 協 会 、 日 本 建 築 学

会 近 畿 支 部 、 大 阪 府 建 築 士 会 、 協 賛 : ゼ ネ ラ ル

・エアコ ン株 式 会 社) が 開 催 さ れ た。 講 師 に 林

雄 二 郎 氏( 東 京 工 業 大 学 教 授 ・社 会 工 学) 、村里子

賢 哉 氏 ( 組 織 工 学 研 究 所 副 所 長 ・N H K解 説 委

員 ) を 迎え、 「都 市 環 筑 の 悪 化 を ど う と ら え る

か」のテーマで示唆にとんだ鱗泌があった。

この秘話i の な か で 、 林 雄二 郎 氏 は 、 情 報 化 社 会

の 第 2 世 代 と い う べ き コ ミ ュ ニ ィ テ ィ 一 社 会 の

コミュニィケ ー ションネ ッ ト ワ ー ク の 開 発 の 必

要 性 と 、 第 1 世 代 の 画一 化 的 傾 向 に 対 し て 、 第

2 1世代の ニ ー ドの多様化 を 強 制 し て 、 人 々 の 選

択 的 要 求 に 対 応 す る 機 能 を み た す よ う な シ ス テ

ム化を図るべきだとし、 一 元 化 さ れ た か た い 都

市 か ら、 多 様 性 を も っ た や わ ら か い 都 市 に と 強

調 し た。 村野賢官主氏は、アメリカで起こってい

る 反 技 術 運 動 を 紹 介 し 、 人 間 と 技 術 の 関 係 を 厩

史 的 に 分 析 し な が ら 、 自 然 環 境 の 激 変 期 に 適 応

す る 人 HJJ と 技 術 と の 役 割 に 言 及 さ れ た の ち 、 大

量生産 ・大 量 消 費 が 、 今 日 の 技 術 革 新 の 姿 を も

た ら し た が 、 そ れ は 生 産 サ イ ド の 開 発 =加 速 サ

イ ド の 技 術 開 発 に お ぼ れ た あ ま り 、 い た る と こ

ろ で 自 然 現 境 の 破 壊 や 廃 楽 物 の も た ら す 公 害 が

起 こ ってい る。 今 後 は 、 減 速 サ イ ド の 技 術 開 発

をも考慮する必要がある、と強調された。

構 演す る 村里子賞哉氏

. 社 名 変 更の お 知 ら せ

本 会 団 体 会 只 「 共 栄 パ ー ラ イ ト 販 売 株 式 会 社 」

の 社 名 が 、 昭 和46年 9 月 1 日付で新社名 「東邦

パ ーライト 株 式会 社 J に 変 更 さ れ ま し た。

新 社 名 来 邦 パ ー ラ イ ト 株 式 会社

住 所 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の町 594

電 話 大 阪 06 ( 941 )  9243- 7  

口明治建築士木史年表・関西篇 ( その47) ( 明治 11年 11月9 日) 口

( 東京町Il -l ll<: N' 行 2 ノ22 ノ 13須藤欣ニ)
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大 阪 府 下 警 源 寺 村 の 豪 j良中村長右衛門は大の慈善家で、 北 涜 へ ん の 豪商 小西 某 か ら

7 朱 の 低 利 で 3000円を借り、 2 朱 を 自 分 が 負f担E して更に 5 朱 の 超

民 に 貸 し 、 年 賦 返 済 で 生 活 資 金 に さ せ て い た。

9 ， 10の雨目 。 陸 軍 省 軍 馬 局御 備の 併 人 医師。 陸 軍 々 医 、 各 医 学 校 生徒 を招 き、「狂

" L  

犬より慈き病が伝染する司王と其予防法」を講演。

，ｾん ＮＮＺ ｊ Ｇｊ

度熔の半ばから中絶していた番船が復活し、「大坂の船掛りのもの ( 運 漕 関 係 者) は

U f:; 'J 向 ん ゅ う ぜ ん " ん て ん - し か 拘

我劣らじと」、緋縮緬、友染紛緬などの半縄を銘々で務らへ、売す飾って、路、鉦、大

ろ にて

放 で は や し 出船を祝し、「むかでの足の如し相 を立出 帆」したという。 番 船 と い う の は

わ た ぷ ね

旧暦 10月 3 日頃より 5 日 頃 ま で 出 帆 し た 「 江 戸 送 り の 綿 船 」 て ¥ 海 路 互 に ス ピ ー ド

とひぺ'

を競 っ た と い う 。 一番 船 に は 江 戸 の 問 屋 が 、 米10石酒10樽 の貨 を出していた。

衝 動 と 反 宇 宙 の 画 家 マ グ リッ ト

シューノレレアリスムは 1920年 代 に フ ラ ン ス に 起

こ っ た 芸 術 上 の 流 派 で 従 米の 写尖 的 主 表 攻 法 を

否定し、 i管在芯. 識と夢幻の心 象 を捕 え て 、 起 JJl.

尖 的 に 形 象 化 し た 流 派 で あ り ( 文 学 で の代 表 作

' ぶはアポリネ - J レ・コクトー ・カフカ 主ど ) 7

グ リ y トは物旦I! 学 的 J I'令 )'I! 性 を主催i と した作家

である 。( 代 表 的 作家ではミ ロ ・ダリ ・キリコ

ムンクなどで、ダリなどは料相l' 分 析 学 的 JI 合1' 1' .

性 。) その趨 JJl. ' k派であるノレヰ ・7 グ' ) " トj長が

fUj された京都 1.1立近 代 美術 館 に 入 る と 、 そ こ に

は 以 次 元 町・111 界 が 縮小 された絵があ り、 反刊 界 、

ｪ 支宇宙、反五 凡夫的 な ｌ のが ｾ ｬ ｮｊ｜Ｇ 、っぱいに展 開

されていた。 しかしそれら反攻 尖 、反自然、 反

人 lill ( マグリ y ト芸術の逆; i 見的トリ y ク) の 絵

が ｊｊ ｌ Ｇ ，ム Ｈ ｉ ｾＩ であり、自然であり人 ｈ ｜ｊ本米 のかたち

として抱えた H与それらの絵は中. を 科 、 活 動する。

i百l 時 に わ れ わ れ の JJl. ' k は 反 現 実 に 変 わ リ 拠 次 元

であるかのように3 ' [ す。市1
1
，; 命' 永の 引 JIJ であるが、

彼 は 物)' I!，学的 JI '令疋1' ，性 の匝j ' ぶであり、( 数学など

に は 純 粋tlh象 観 念 で あ る か ら 無 数 の 設 定 が で き

る。) 物. f ' ll 学 の 場 合 は 、 対 象 性 が あ り 尖 涯 を 必 要

とするので次元にも 11，民リ がある。 f止の場合は精

密 な手広 リの泡l1象的カ ラー写; wーであるから、あ

えて ｾￆｪ 正は 必要 ではむいかもし れ 主いが、 物ＺｆＧ ｬｬ

学 的 対 象 性 は 視 覚映 像 として 彼 の場 合 は 必 要 で

あ る 。 物 質 世界 に 対 し て 反 物 質 世 界 があり、自

然 に 対 し て 反 自 然 、 ナ イ フ や ス プ ンに対して

も 反 ナ イ フ 、 反 ス プーンがあ り、建築 に対 して

反建築、 etc .. .. .. 。

ま が い む な く 彼 の世l 界 は こ れ ら 反 な ん と か を 触

発し、平年示するむのである。 うめむ均 しげと

11年11月 9 日
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事⑫

ｾ，マ・ト Ｎ

株 式 会 社 三 洋 技 塗

束 中 国 防 水 工 薬 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 付 朱 ) 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴 商 会

四

園

地

区

九

州

地

区

電

清 水 45- 2221 代

豊 橋 45- 8211 代

名 古 屋 761 - 6 18 1代

名 古 屋 411 - 6621

名 古 屋571 - 5541 - 4  

静 岡 8 5 - 9 1 5 1- 3

名 古 屋 33 1- 1531 代

大 阪 372- 0250- 3

京 都 361 - 9171

神 戸 2 2 - 9 182代

神 戸 34- 5884

大 阪 541 - 3785- 6

和 歌 山 22- 3922 

大 阪 385- 2781 代

大 阪 303- 0241 代

大 阪 458- 4841 - 3

大 阪 541 ー 1607- 8

大 阪 329- 1023代

大 竹 2- 5155代

岡 山 23- 1181 代

広 島 61 - 637 1- 3

広 島 7 1- 4 6 8 7

宇 部 21- 0760

松 引 - 681 1代

知 83- 7328- 9

島 54- 4161 代

治 2 - 5000代

山 31 - 6261 代

福 岡 28- 5207- 9

鹿 児 島 23- 9395- 6

北 九 州 38- 1468- 9

宮 崎 24ー 1625

福 岡 74- 6665代

延 岡 3- 2455- 9

札 幌 231 - 7511 代

札 幌 221 - 5015

仙 台 23 げ 35

仙 台 25- 5431 代

東 京 842ー 1431 代

東 京 802- 387 1代

東 京 363- 4341 代

東 京 634- 0821 代

東 京 433- 1961

東 京 883- 3 131 代

東 京 803- 2411 代

東 京 403- 0171 代

東 京 444- 3531 代

東 京 263- 4861 代

東 京 941 - 0271

東 京 634- 0161 代

東 京 362- 5697代

東 京 551 - 2676

東 京 842- 631 1代

東 京 802- 475 1代

東 京 861 - 2706- 8

宇 都 宮 22- 9737 

高 崎 22- 3301 - 3

埼 玉 3 1- 1225- 7

宇 都 宮 33ー 7697

新 潟 45- 2251 代

水 戸 41 - 5141 代

福 井 23- 0775

高 岡 22- 0999

高 岡 23- 0391

金 沢 42- 5 151

会

日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社

日 新 盤 工 ( 株) 札 幌 出 張 所

信 栄 工 事 付 制 仙 台 出 張 所

日 新 建 工 ( 株 ) 仙 台 支 l苫

伊 藤 建 材 株 式 会 社

春 日 エ 築 株 式 会 社

金 岡 工 業 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社

臼 新 建 工 株 式 会 社

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社

野 口 エ 材 株 式 会 社

務 回 工 業 株 式 会 社

務 井 工 業 株 式 会 社

富 士 工 材 株 式 会 社

務 涯 青 興 業 株 式 会 社

北 条 涯 青 工 換 株 式 会 社

マ サ ル 涯 背 工 業 株 式 会 社

大 和 工 業 株 式 会 社

i歴 青 建 材 株 式 会 社

涯 青建 材 付業) 宇 都 宮 出 張 所

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 庖

石 田 建材 工業( 株) 宇 都 宮 出 張 所

同 和 建 業 株 式 会 社

株 式 会 社 奈 良 屋 高 庖

石 橋 主 主 材 株 式 会 社

有 限 会 社 折 僑 政 次 郎 商 庖

有 限 会 社 小 島 工 業 所

島 屋 建 設 株 式 会 社

言i!;

- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完全 な 施 工 工 事 を お 受 け い た し ま す

会

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

三 億 建 材 工 業 株 式 会 社

中 央 建 材 工 業 株 式 会 社

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社

三 井 工 業 株 式 会 社

宮 崎 建 材 株 式 会 社

名地 区 別

i毎

1也

東

百舌電名ヰ土地 区 別

北 海 道

地 区

ヰt

区

東

1也

清 水 興 業 株 式 会 社

東 洋 建 材 株 式 会 社

側 白 建 材 有 限 会 社

中 村 涯 青 工 業 株 式 会 社

日 新 工 材 株 式 会 社

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

マ サ ル 波 音 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所

マ ル エ ス 工 業 株 式 会 社

日 新 謹 工 付 朱 ) 大 阪 出 張 所

日 本 線 合 防 水 株 式 会 社 大 阪 支 15

区

近

i也

畿

関

東

高

一

品

徳

今

後

大 三 工 業 株 式 会 社

大 三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 庖

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 l苫

株 式 会 社 山 本 商 会

安 蒜 工 事 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

株 式 会 社 エ 材 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

白 建 工 材 株 式 会 社

日 新 興 業 株 式 会 社

区

中

園

地

区

1也

区

北

陸

地

区

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

点 点 郎 足 立 区 千 住 * 2  - 21 - 28 日 新 工業 株 式 会 社内 電 話 (882) 2424 ( 代)

附 東 支 部 東 京 官u足 立 区 千 住米 2- 21- 28 日 新 工業 峠 式 会社 内 電 話 (882) 2424 ( 代)

関 西 支 部 大阪di東淀川区瑞光通り 4-30-2 ＱＱＡｾ ＮＮ｣業株式会 社 大阪支広内ＧＱｉｬ ｊＸＨ ＳＲＹ ＩＷＷ ＳＷ Ｈ 大代Ｉ

九 州 支 部 福 岡 市大 手門 1 - 6 口 祈 工 業 株 式 会 社 九 州 出 狼 所 内 電 話 (74) 3 4  6  1  

- 建設省東計第 240 号認可

14 
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アスフアルトの常識をこえた床舗装材

ココポヨ ｵ ド・ Ｓ ス ｦＧ Ａｊｾコロ ｰ ・
( フリントコート )

福 高 工業 / 札 幌 (561 ) 3217

陽 光建 設 / 仙 台 (22)6278 東 京 (2印 ) 2609 

三 玄 産 業/ 東 京 (573 ) 7138

名 建 商 会/ 名 古 屋 (261 ) 3671

ピ チ ュ メ ン 興 業/ 名 古 屋 (762) 1185

シ ェ ル 石 油 ・大 阪 発 売 所/ 東 京 (562) 4646

大 阪 (303) 7131 福岡( 7 7 ) 1961 

森 川 工業 所 / 姫路( 73) 3691

宝 辺 商 庖/ 下 関 (31 ) 1152

弾 力 性 ・復 元 性 ・耐 久 性 ・防 湿 性

にとくに↑ 憂 れ、 常 • i昆て、イ吏え ま す。

各種工場、 倉 庫 、 駐 車 場 、 船 舶 な

どの床 面 に 広 く ご 活 用 く だ さ い。

屋 根 の 防 水 に は コ ン ポ ジッ ト防水

( C omposi t es Roof i ng) ・コ ンポ ジ

ッ ト・モノホ ー ム F方フ1<- ( Co mpo s  i  t es 

M onof or m Roof i ng) を、ど う ぞ。

* 皆 様 に 修11 愛 用 い た だ い て い る 「 フ リ ン トコ

ー ト 」 の H乎 び 名 が 新 し く 「 コ ン ポ ジッ ト」に

変 更 に な り ま し た 。

ｩＡｩｊ Ｎｉ ｌＮＱｑ［ 誼稼ｾｾ誌
本社・土木建設部

東 京 都千 代 田 区 霞 が 関 3- 2- 5

電 話 (580) 0川 大 代 表

札 幌 支 庖 01 1- 221 - 0  14 1  

仙 台 支 庖 0222- 23- 7147 

名古屋支広 052- 582- 541 1  

大 阪 支 庖 06- 203- 5251 

広 島 支 庖 0822- 28- 0581 

四 国 支l苫 0878-3ト 1821

福 岡 支l苫 092- 28- 8141 

15 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

。

軽 量

上七耳"'( 0 . 5

断 熱

而七た

法 定 l耐 火 材 料

宮

⑨ P O R Eぎ〉

和 歌 山経 済 連セ ン タ ー ・和 歌山 市

設 計 鮒雑 賀建 築 役 計事 務所

総 工 大 成建 役株 式 会 社

使 用 場 所 カ ベ ・7 ジ キ リ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユ ー ｊ ｾｭ ｉ 是 正 ｩ を喜をするすべて の 組 物

2  宅 制 を 要 す る 工 場 . tr-J.! F ‘j'; 務 所 住 宅 等

3  鉄 什 大 仮 11円の 工 場 ・体 育 館 等

4  Ｇｉ ￮ モ ｩ ｉＱ Ｎ 化 を要する 日附 建築物 ・軟 ｾ ｪ ｾｪ l U!. f!誌の 組 物

5  鉄 竹 l恥l 火 梢 泣 の，辿 物

長ポレ11/ ' 77. . 販 売 株 式 会 社

本 ヰ土 ・東 京 支 I吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビ J レ)

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ビ ル )

路 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 村区 広 小 路 西通 3 - 2  ( 大商ビノレ )

言舌 名古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



口 写n と概要をどしどしお送り〈ださい.

凡例 a. 所荘地 b. 挫築面積 c  延而m d  構造親 ｴｾ e. 工 JUJ

694.  兵 庫 日 産 自 動 車 綱 本 社 社 屋 I  695.  松下電工時計精器事業部竜野工場

設計 : 日本段計事務所名古屋支社

施工 : フ ジ タ 工 業 K K 大 阪 支 底

a  神戸市軍事合区脇浜町 3 - 1 0  

b.  1，085. 22 m'  

c.  6 ，467 .50 m'  

d.  R  C 造、 6 F 、 B 1  

e  昭和何年 10月~昭和46年 6 月

設 計 ・ 鹿 島 建 設K K 大 阪 設 計 部

施 工 鹿 島 建 設KK 大 阪 支 唐

a. 兵庫県竜野市竜野町大字片山

b.  5，749 .72 m'  

c .  6，308 .62 m'  

d.  R C造( 屋根 5 遊)、 l F 一部 2 F

e  昭和45年 11月~昭和46年 4 月

696.  中部電力健康保険組合保養所 {賢島 〉

設 計 : 永楽不動産一級建築士事務萌

K K  伊藤建築設計事務所

施 工 清 水 建 設 K K

a  三lfl 県志摩群阿児町鵜方字タチメ

b.  742 . 34 m'  

c.  1，452. 69 m'  

d .  R  C 造、 2 F 、 B 1  

e.  1昭和45年 6 月~昭和46年 3 月

697. 生 駒 舎 I 698.  福 知 山 シ ョ ッ ピ ン グ プ ラ ザ I 699 .  伊 予 鉄 本 社 ビ ル

設 計 : KK ベニス・スタデ可建築政計事務所

総工 . 大 日 本 土 木K K大 阪 支 底

a  奈良県生駒群生駒町1821内 1

b  庁合397.322m'  そ町他367 お9耐

計 764 .661 m'  

c  庁舎1 . ∞4.769m' そ町他剖 8.621m'

Z十 1，353.390 m'  

d  庁舎 R C造、 3 F 、 P H I

e  昭和45年 9 月~昭和46年 4 月

700 西 大 寺 駅 前 市 街 地 住 宅

設 計 . 日本住宅公団大阪支所計画部

K K 近 畿 設 計 事 務 所

施工 大 日本 土 木 K K 大 阪 支 唐

a. 奈良市西大寺町 2 I  9  6 の 9

b.  1，732 .25 m'  

C .  7，929. 01 m'  

d.  R  C 造、 7 F 、 P H I

e  昭和45年 3 月一昭和46年 5 月

設 計 K K 松 村 組 本 唐 設 計 部

施 工 K K 松 村 組

a. 京初府福知山市字天聞 'J 、字木村前

b.  1，307. 85 m'  

c.  6，669. 17 m'  

d.  R  C造、 4 F 、 B 1 、 P H  2  

e  昭和45年 8 月~昭和46年 4 月

701 . 大 津 市 庁 舎 別 館 I 702.  

設 計 ー佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

総工: 清 水 建 設 KK

a. 滋賀県大法市御陵町 3 11} I 号

b .  2，379 .938 m'  

c.  4，689 .397 m'  

d.  R  C 造、 一部I S i1 

e  昭和何年 8 月~昭干[ 146年 4 月

設 計 K K 三 座 建 築 事 務 所

施 工 大 成 建 設 K K

a. 愛俊県怯山市淡町 5 丁目 l の l

b.  4，908. 03 m'  

C  • 31 ，344. 00 m'  

d.  R C浩一部S R Ci1l，5F . 81、PHI

e. 昭和45年 5 月ー昭和46年 6 月

周 辺 町 農 業 協 同 組 合 本 館

設 ;;1- : K K 翼 建 築 設 計 事 務 所

地τ : K K 問 組

a  点柿H干t証書tf 凹辺ark'i'llI il1-J ょF臼本

b.  769. 742 m'  

c .  1，797 .447 m'  

d .  R  C; 立、 3 F  

e.  1Ii'l和45年 11月-11自制146年 6 月
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なめらかな肌ざわり、美しい 7 色のカラ

T O T Oのホーローパス (Cは、ピンヲ ・ブルー ・グリーン ・イエロー ・アイポリー ・ベージュ ・77般の 7 色のカラーと白色があります。

T OT O鋳鉄市一日- 1¥ヌ

FB 70 ￥48，000 

(排 水金具付)

和 洋 折 中 形 エ プ ロンなしパス

1， 210X720X 555 

容量 25011

専用フロフタ Y9152 #: 10(  #: 20)  

￥ 2，750 

乙のほか lζ も、たくさんのホーロー

パスがあ ります。 有 記 まで c l，'j 求下

さL、。 カタログを Jf~し ". げます。

U  MU  
MM・】"・】
東 陶 機 器 株 式 会 社

(旧社名 東洋陶掠株式会社)

木村

干802 北九州 rli 小合12<: 篠崎IIIf458

T E L  (093) - 9 3 - 5151 

大阪営業所

〒541 大阪市東区高施主0 ， 5 の32

T E L (06) - 203 ー 5701

.  



クラスメート

77 ( 大阪府立酋里子田職工学校

昭 和12年 卒〕

座 っ て い る 人 友より( 敬称略)

山 田 三 次 郎
(大阪市建築局営繕部工事課)

万 代 岩 男
(K K 陪l車止大阪支庖)

中 下 i青 (大阪府建築部営綿計画課)

立っている人 左より

松 本 ↑専 (K K 竹中工務底退社)

井 上 六 男
(K K 銭高組本庖建築部)

中之島公園にて 昭和46年 9 月13 日

昭 和 1 2年 の 春 、 学 会 を 巣 立 つ 頃 は 軍 事 色 が 目 立 ち 始 め 、 卒 業H寺2 2名の就職も陸海隼の技官をめざして、

中 に は 満 州|へ 波 っ て い っ た 者 も あ っ た 。 そ し て 引 続 き 徴 兵 出 征 と 各 地 に 四 散 し 終 戦 を 迎 え て 同 級 生 の

会 合 を し た 時 は わ ず か 8 名 。 そ の 三 分 の 二 を 戦 死 ま た は 病 死 で 失 っ た こ と は 誠 に 残 念 な こ と で す 。 し

か し 幸 い に も 生 き 残 り の わ れ わ れ は そ れ な り に 青 春 を 味 わ い 、 尊 い 体 験 を し て 今 で は 良 き 親 父 と な っ

て お の お の の 職 場 で 活 路 し て お り ま す 。 平 言 葉 は 多 忙 で 顔 を あ わ す 機 会 も 少 な い が 、 5 年 の 聞 と も に 学

ん だ 頃 よ り 戦 場 へ と な つ か し い 思 い 出 が よ み が え り 、 話 は っ き る こ と な く 現 在 の 職 場 、 家 庭 へ と 移 っ

ていきます。 34年 前 の 木 造 学 舎 も 近 く 千 里 ヶ 丘 に 移 転 す る 由 。 時 代 の う つ り 変 り に一 層 感 概 新 た な も

のがある。

井 上 六 男 君は 銭 高 組 生 え 抜 き の 重 鋲 。 学 生 の 頃 は 写 生 が 好 き で 、 よ く キ ャ ン パ ス を さ げ て 中 之 島 を 歩

き 廻 っ て い た な か な か の フ ァ イ ト マ ン だ っ た 彼 。 昨 今 は そ の 頚 の 白 髪 と と も に 人 格 そ な わ り 話 し ぶ り

の 柔 ら か い の に は 篤 い た 。 中 下清 君 は 、 卒 業 時 家 業 の 諮 負 で 活 躍 。 戦 争 に 巻 込 ま れ 中 断。 戦 後 は 大 阪

府 庁 に は い り 茨 木 地 方 事 務 所 の 主 査 を し て い た が 一 時 身 体 を こ わ し 休 養 。 最 近 は 元 気 に 復 職 、 本 庁 で

その手腕をふるっている。 松 本 博 君は 誠 実 な 性 格 に 運 有 り 。 当 初 陸 軍 に 就 職 が 決 ま っ て い た が 竹 中 工

務 庖 に 入 社 し 、 生 き な が ら え た よ う だ 。 本 年 3 月 、 無 事 務 め あ げ 円 満 退 職 。 自 由 な 後 生 を 送 ろ う と し

ている。 山 田 三 次 郎 君は 大 阪 市 役 所 一 筋 。 途 中 大 東 亜 戦 争 の た め 7 年 間 南 支 を 振 出 し に 偽 印 、 タ イ 、

7 レ一、ピ/ レ? に転l践 し 、 生 あ っ て 帰 還 し た 。 終 戦 後 復 職 し 、 現 在 工 事 課 北 工 事 係 長 。 万 代 岩 男 君は

陸 軍 経 理 部 の 軍 属 と し て 関 東 軍 、 ピ ル ? 方 面 軍 を 転 々 と 廻 り 終 戦 時 、 命 あ っ て 帰 国 し た 。 そ の 後 、 恩

師 堀 口 甚 吉 先 生 の 紹 介 で 問 組 に 務 め25年 。 現 在 竹 城 台 作 業 所 長 と し て 持 ち 前 の 手 腕 を 発 揮 、 管 斗 し て

い る 。 長 男 も 事 務 係 て ¥ 親 子 と も ど も 間 組 一 家 。

ほ か に 管 野 吉 郎 君 が 本 日 出 席 の 予 定 で あ っ た が 、 急 用 の た め 欠 席 と な る 。 彼 は 六 甲 山 経 営K K 取 締 役

支 配 人 と し て 持 ち 前 の 才 能 を フ ル に 活 用 し 、 最 近 は 職 域 を 拡 げ て 、 岡 山 方 面 で 真 庭 カ ン ツ リ ー ク ラ ブ

を 計 画 し て 飛 び 廻 っ て い る 。 木 本 光 太 郎 君 、 田 中 鉄 雄 君 も 各 分 野 で 頑 張 っ て い る は ず だ が 今 回 の 会 合

は 急 で あ っ た た め 連 絡 が と れ ず 残 念 に 思 う 。 こ の 機 会 に 近 況 を お 知 ら せ く だ さ れ ば 幸 い で あ る 。

( 山 田 記 )



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦のItーヲイトヨ〉タリート ( …防水地)

東邦パーライトコンクリート P C - D工法採用の京都工芸繊維大学

は ｾｾ Ｇ ｉ 教 育 施 設 研 究 所 、 施 工 K K大 林 組 )

P C - D工涼

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

- 防 水 層 の tl Jl え に 使 用 し 仕 上 モ ル タ J レ の 袈 ら な い 金 ゴ テー

ノマツ仕上工法

・ デ y キ プ レ ー ト の !I!壬1，1化 や 露 出 防 水 下 地 、 ま た は 貼 物 下

地にナラシモノレタ J レ の 婆 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳 下 地の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地の 防 湿 、 防 温 、 軽 量化 、 断 熱 ( 結 露防 止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

東邦パーライトモルタノレ P M- C ( 普通タタミ下地) 線用

的 住 友 電 工 酉 島 社 宅 ( 設 計 施 工 K K竹 中工 務l苫)

P M- C工法
- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 イ':1: τ1';) が 全 〈 袈 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が て 与 る

・無 機 質 100% 絶 対 Ifu> t 火それに多孔性材料のため l以 弘 、 逃

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気 泡 の 東邦 パ ー ラ イ トと防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 i1ii!. 気 を 全 く 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比重0. 85kg / t
， 熱 伝 導 率 0. 14kca l / mhc)

遂 に 出 だ e パベ ニ ヤ 仮枠 コンク リー ト下地 の か ベ 、 天 井 の ー パ ツ 吹 付仕 上 工 法

本オ ｉｾ ・，｡ＮＮ ｸ キ弘
化 粧 、吸音 、li方湿 、断熱 ( 結 露 防止 ) と多目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 吹

十i し て 刺 維 の 心 配 が な い

・ヵ、ベ面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 衆 浴 壁 タ イ プ の 表 面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ ノ マ - J レスキ

ン の 特 徴 )

・ー 工程て' 仕上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 類 、 鉄 板 類 、 石 綿 板 、 モ J レタノレなど何んで

もよし、
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ネオパールスキンをベニヤ仮枠コンクリ ー ト下地内天井

( 吹放し H&( 金ゴテ抑え仕上) 採用町西宮トラピスト修道院

• 



令 択 一

、A ですか、 B で す か 打 、 は い B で す 11¥¥では B を 分 け て C と D とすると、どちらですか? 。、はい D で

す H これは二者択一で、 ト ラ ン プ の 当 て も の に 使 う 手 で 、 一 種 の 誘 導 尋 問 で あ る 。 こ れ に よ く 似 た 例

に ア ン ケ ー ト と い う の が あ る 。 こ れ も 設 聞 の 仕 方 で あ る 程 度 答 を 誘 導 で き る 。 結 果 だ け で プ ロ セ ス を

問 わない。

ま た い わ ゆ る ア チ ー プ メ ン ト テ ス ト も や や こ れ に 似 る 。 作Iが 正 し い か で な く て 、 間 違 っ た も の を 除 い

て 残 っ た も の が 正 し い と い う 考 え 方 だ 。 電 算 機 の 計 算 方一法 と し て は よ ろ し い の で し ょ う が 、 人 間 の オ

ツ ム の 考 え 方 と し て は 如 何 な も の か と 思 う 。

山 道 を 右 か 左 か 、 左 か 右 か だ け で 歩 い て い た ら 、 目 的 地 に は ほ ど 遠 い と こ ろ にきて、始めて気がつき、

原 点 に 戻 ろ う と い う こ と に な り か ね な い 。

わ れ わ れ は 方 向 オ ン チ に は な り た く な い も の だ。 ( W)  

. : . コンサルタント料

世 は コ ン サ J レタ ン ト ば や り で あ る 。 つ ま ら ぬ こ と で も コ ン サ ル タ ン ト と 名 を つ け る と カ ッ コ よ く き こ

え る 。 だ が 本 当 に コ ン サ ル ト の み で 十 分 な 報 酬 が 得 られ る 職 業 は ど れ ほ ど あ る だ ろ う か 、 弁 護 士 を 除

け ば 経 営 コ ン サ ル タ ン ト ぐ ら い で は な か ろ う か 。 こ れ は お 資 銭 と 同 じ で 明 白 な は ね 返 り の 期 待 で あ る 。

医 者 の 料 金 規 定 の 中 に は 「 相 談 料 ( 電 話 を 含 む ) 金 O 百 円 」 と あ る の だ が 、 か つ て こ の 相 談 料 を 支 払

っ た 人 が何 人 あ る だ ろ う か。 医 者 に と っ て は 、 注射 か 薬 の 代 金 の 中にそれを込めてしま う 方 が簡単で、

患 者 も 喜 ぶ の だ か ら 、 請 求 す る 医 者 も い な い だ ろ う 。 こ の 管 慣 は 困 っ た も の で あ る 。 頭 脳 労 働 に 対 す

る 正 当 な 評 価 と 報 酬 を 与 え る 社 会 的 通 念 が 普 及 し な い の で は 、 コ ン サ ル タ ン ト を 養 成 す る わ け に ゆ か

な い し 、 そ れ で は 建 築 が 、 こ の 宇 宙 時 代 の 技 術 革 新 に と り 残 さ れ て し ま う 心 配 が あ る 。 そと 7寸 建 築 事

務 所 の 先 生 方 に お 願 い し た い こ と が あ る 。 設 計 料 の 内 訳の 中 に コ ン サ ル タ ン ト 料 は何 % か 明 記 し て 頂

け な い だ ろ う か。 今 ま で 見 積 舎 や 務 求 舎 に そ ん な 内 訳 を 見 た こ と が な い け れ ど 、 い く ら値 切 ら れ た 設

計 料 で も 、 何% か は エ キ ス パ ー トへ の コ ン サ ル ト 料 と し て 必 要 な ん だ 、 と い う こ と を 施 主 に 教 え て 頂

きたい 。 こ れ が 社 会 通 念 を 育 て る 第一 歩 と 思 う の で あ る 。 ( M )

。 大 衆 参 加 の 意 思 決 定

先 日 、 マ ン シ ョ ン の 住 民 が 集 っ て 、 T V の U H F 共 同 ア ンテ ナ 設 置 の 話 し あ い を も っ た 。 ア ン ケ ー ト

調査では、 90% 賛成、 10% 反 対 で あ る 。反 対 の 理 由 は 「時 期 尚 早J r 今 の チ ャ ンネ ル てe 十 分 」 な ど で あ る 。

反 対 者 の 費 用 を 賛 成 者 が 負 担 す る こ と は 、 一 種 の ゴ ネ 得 を み と め る よ う な か た ち に な っ r 、 今 後 の 組

合 運 営 が 差 し 支 え る 。 反 対 者 に す れ ば 、 必 要 で な い も の に 金 を 出 す わ け に は い か な い 。 だ か ら と い っ

て 、 各 戸 用 の U H F ア ンテナを、 パ ラ パ ラ に つ け る こ と は 、 建 物 を い た め る こ と に な る し 、 各 戸 の 負

担 も 多 く な る 。 し か も 、 修 景 上 望 ま し く な い 。 結 局 、 時 間 を か け た 議 論 の 末 、 U H F 共 同 ア ンテ ナ 設

置 は み お く ら れ る こ と に な った。

こ ん な 問 題 は 、 団 地 の 中 だ け で も ゴ ロ ゴ ロ こ ろ が って いる 。 パ ー キ ン グ の 確 保 、 緑 化 争 、 各 個 に 負 担

が か か る も の に つ い て の コ ン セ ンサ ス は む ず か し い。

最近、「都市政策は市民の手て。J r 未 来 は 大 衆 に よ り 決 定 さ れ る 」 な ど 、 新 し い 地 域 民 主 主 義 が 叫 ば れ て

いる 。 た し か に 、 ひ と に ぎ り の エ リ ー ト に よ っ て 意 思 決 定 さ れ た 社 会 は 、 過 去 の 時 代 だ と い わ れ る 。

し か し 、 ひ と り ひ と り の 価 値 観 や 目 的 の 異 な る 市 民 の 集 ま り で の 意 思 決 定 の む ず か し さ は 、 誰 も が 体

験 し て い る 。 市民参加が、 U H F 共 同 ア ン テ ナ 設 置 の み お く り の よ う に 、 現 状 維 持 だ け で 終 っ て し ま

っ て は 、 大 部 分 の 人 が 不 満 を も つ だ け で な く 、 進 歩 も 成 長 も 期 待 で き な く な る だ ろ う 。 ( 1  )  

令 彼

先 日 、 北 欧 の 旅 か ら 戻 っ て き た 新 聞 記 者 が 、 日 本 の 町 は 味 気 な い で す な あ !!! という 。 水 々 し さ が な

い と い う 。 余 り に も * カ サ カ サ H し す ぎ て ま す よ 、 と い う 。 お ま え よ ほ ど ヨ ー ロ ッ パか ふ・れ し た な と

い っ て や ろ う と 思 っ た が 、 聞 い て い る う ち に な る ほ ど な と 思 う よ うになった。 ，

彼 の 話 は こ う で あ る 。 そ れ は 彼 が 自 動 車 で 旅 を し た 時 の こ と で あ る 。

緑 ま た 緑 の 起 伏 あ る 丘 、 牧 場 、 畠 の 中 を ド ラ イ ブ し て い る と 美 し い 家 々 が 、 そ の 緑 の 中 に 浮 ぶ 島 の よ

う に 見 え て き た 。 ー 幅 の 絵 だ と い う 。 そ の 町 に 入 っ て み る と 家 な み の 一 軒 、 一 軒 が 、 ま た 草花 で 飾 り

つ け ら れ 、 そ れ ぞ れ 個 性 あ る 美 し さ を そ な え て い る 。 家 の 美 し き 、 家 々 の 集 り で あ る 緑 の 中の 町 の 美

し さ に 限 を み は っ た と い う 。 本 当 に 心 の 古 里 に き た よ う に 思 え た と い う 。 彼 の 少 年 の 頃 の 日 本 に も 色

彩 、 型 こ そ j g え こ ん な 感 じ の 家 と 町 が あ っ た よ う に ふ と 思 っ た と い う 。

話 を 聞 い て い て 判 る よ う な 気 が す る 。 今 の 日 本 の何 処か に そ ん な と こ ろ が な い と は い え な い だ ろ う が 、

私 達 の 近 く に は そ ん な 風 景 は お 限 に か か れ な い。

畠 を つ ぶ し 、 緑 の 山 を つ ぶ し 、 型 に は ま っ た ア パ ー ト を ポ コ ポ コ と 建 て 、 若 草 べ っ た い 造 り の カ ラ フ ル

な 家 が 思 い 思 い に 建 ち 並 ん で い る の が 私 達 の 周 り の 風 景 で あ る 。

彼 の い う 眼 を み は る と こ ろ ま で ゆ か な く と も 少 し は 緑 の あ る 美 し い 町 な み と は お よ そ 縁 遠 い 風 裁 で あ

る 。 彼 は い う 。 ヨ ー ロ ッ パ を 見 て 緑 の 大 事 な こ と が 、 つ く づ く わ か っ た と 。 こ れ か ら 皆 に 俺 の 気 持 を

イ云えたいと。

私 は 、 お 前 さ ん は 新 聞 記 者 だ。 今 ま で 政 治 だ 、 経 済 だ と 大言 そ う 話 し て い た こ と を く い あ ら た め 、 し

っ と り し た 風 長 造 り に 力 を 入 れ て く れ よ と い っ と い た が。 ( K )  
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近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社大阪市北区梅ヶー伎町 1 0  8 岳 地 新 締 ヶ 伎 町 ピ ル f世話大阪 ( 363) 3  3  7  1 代必

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 神 田 松 永 町 1 9  東 京 近 鉄 ピ ル 電 話 東 京 (255) 8 2 7 1 代表
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クメール文化 4

写真と文+ 重成一節11

プ ラ ・ コ - 879年( 聖なる牛の意)

インドラヴアルマン一世の建立で、ヒンドウ寺院である 。初 期 の 練

瓦 造 の 械 式 を 保 ち 、 入 口 の 柱 、 繍 、 例 像 な ど は 砂 場 で 洛 ら れ 、 . 面

装 飾 はi泰喰塗である。
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全 日 空 整 備 セ ン タ ー ビ ル

所 在 地 大 阪 国 際 空 港 ÎJ

設 計 K K 日建設計

施 工 戸 田 建 設 K K

敷地面積 3，613.95m
2  

建築面積 1，840. 12m
2  

延床面積 11 ，458. 70m
2  

F皆 数 地 上 7 階、屋 2 階

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 椛jji ，布必礎一昔11

独立基礎、中空スラプ椛逃

精 工 S 45，7，23 

竣 工 S46，7，31

猪名川

責

チ

エ阪神高速道路

手r - - . . ; k. 阪 l 号線

ｾＩ 、 ｪ 国際線駐車場

園内線駐車場

連続位置

⑧ 
I  :  625 

航 空 機 安 全 運 行 の一 つ の 住 で あ る 盤 備 の

よ り 充 実 を は か る 為 、 全 日 空 は さ き に 大 阪

国 際 空 港 内 に 整 備 工 場 を 完 併Hし 、 引 続 き 空

港内サービスエリヤ地域に弘警備 の 越槌 訓 練

教 育 を 中 心 と し た 盤 側 セ ンタ ー ピJ レを魁設

し 、 多 様 化 す る 機 種 と 、 大 量 化 す る 線 材 に

対 応 す る 事 に な っ た 。

援イ.iflj セ ンタービ J レの内谷は、車産備 の 新 入

教 育 、 再 教 育 を 主 と し た 実 習 、 訓 練 を 行 な

う 施 設 で あ り 、 併 せ て 体 育 の 向 上 を 目 的 と

し た 体 力 管 理 室 、 体 育 訓 練 室 を 設 け て い る 。

1 階には空港内の事柄を対象とした. r I i 制 慾

備工場を設け、 一 般 車 柄 よ リ も き び し い 制

限 の あ る 空 港 内 車 輔 の 点 検 、 修 理主宰の仕 'J>;

を行なう 。 私 達 は 車 柄 盤 側 工 場 、 各 訓 練室

実 習 室 、 体育 訓 練 室 の 夫 q の 特質 を 検討し

均質なしかも可変性 のあるさ ｾ ｉｉｉｊ を硲保す る

為、 中ZE スラブによ る 構 法 、 大 空 間 を 必 要

とする 体 育 訓 練室 は、 鉄 骨背 11 方 式 の 榊 造

を採用し、 31mの 高 さ の 範 囲 内 で 、 有 効 な

さを聞をつ くった 。
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増設スペース

Ｏｾ ワー フ Ｎ ラン ト







日 本 I B M野 洲 工 場

コ ン ビ ュ ー タ 一 、 電 子 回 路 の 製 作 で は 趨 精 管の

プ ロセスてe 行 わ られ る よ う 恒 楓tl [ 湿の環境条件

が 要 求 さ れ る 。 こ の 工 場 で は そ の 生 産 を サ ポ ー

トする大容量で1 i:;'コ 多 額 多 憾 の 設備 機 能 を 精 進

計画と 一体 化 し て 考 え た 。

工 場 棟 で は 、 け た 行 方 向 の 外 周 で 構 造 休 そ の も

の を 供 給 以 斡 設 備 の ケ ー シ ン グ と し 、 ス パ ン 方

向 に 架 る パ イプト ラ ス の 大 屋 根 内 に 分岐 緒 設 備

第二 次 機 械 等 も 設 け ら れ る 構 造 計 画 を 立 て た 。

問 じ 〈 生 産 プ ロ セ ス の 変 化 に 順 応 し て 、 フ レ キ

シプ J レな 配置計画が出来るよ うこの 60mX 150 m

の 大 屋恨 の も と に 作 業 の 〆 イ ン フ ロ ア ー を 設 け

た。

7 ス タ ー プ ラ ン で は 将 来 計 画 を 考 慮 し て 、 ユ 子

リテー サ ー ビ ス 部 門 や 原 料 製 品 の デ ス ト リ ビ ュ

ーシ ョ ン セ ン タ ー が最 終 段 階 に お い て 容 量 的 に

も 、 負 荷 休 で あ る 生 渡 部 門全体 のコ アとなるよ

うな配置 例成を、 こ の 第 一 期 工 事 において百| 阿

してある 。

モI

配置図
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建 築 技 術 の 変 貌 と 方 向

谷 口 向 武

技 術 革 命 は 近 い か

大きい表題をいただいたので ，まず最初に壮大な話を紹介し

よう。通信衛星の発明者ア ーサー ・クラ ーク 氏が1970年の ロー

タリ 一世界大会で行った " 紀元2001年" という講演の中の一節

である。

「… … フラ一 教授の アイディアのーっとしてセル フ ・コンテ

インド ・ホーム，すなわち自給自足の可能な家庭の創造があげ

られる。必要な食糧を無限に生産する乙とができ ，基盤を大地

lと固定せず，排水および‘ 給水管の不要なすべて自給自足タイプ

の家の出現を予想している。基盤が大地に国定されてい ないか

ら，との家はどとへでも移動できる。したがって将来 ，家とい

うものは非常に移動性の高いものとなる。現在の家屋はいまだ

石器時代の材料をつかって建てられているわけであるが， 目

下，鋼鉄よりもはるかに軽く ， しかも強度のほとんどがかわら

ない新材料が開発されつつある。フラ ー教授の開発したアイデ

ィアのうちもっともたのしいのは未来の家屋についてのそれで

ある。皆さんはモン トリ オール万国博会場 lζ 出現した美しい幾

何学的なド ーム を憶えているだろうか。との種の ドームはどん

なK 大きなものでもつくる乙とができるが，直径 300m以上の

ものになると面白い乙とがお乙る。内部の空気の重さが構造物

自体のそれを上まわる乙とになるから ， ドーム内部の温度が 2

- 3度あがると ， ドームは風船のように空中 lζ 浮きはじめるの

である。乙の種の家屋が普及すれば，uは北 lζ 冬は南に ，ある

いは景色をかえたいときなど ，好きなときに好きな場所へうご

くζ とができる。つまり移動都市が山現する可能性がある 。現

在ですら ，乙の地球上には人の住んでいない場所がたくさんあ

るが，移動都市がそれらの土地で前記の新技術を活用すれば，

立派に存続し繁栄して い くととができるはずである。 …… 」

今から 30年もたたない2001年 lζ 乙れだけの変貌が建築技術に

生ずるとするならば，乙乙数年にかぎつての変貌予測でも筆者

どときに扱えるものではなくなる。しかし ，いかに人類の進歩

のスピ ード が加速されているとはいえ ，30年で建築技術の主流

が乙のようにかわるとは信じ難いので ，どく地味に問題を扱っ

ていくとととしたい。

要 望 さ れ る 建 築 技 術
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話かわって 7 月15日の新聞に ，軽井沢の財界 トップセミナー

で日興リサ ーチセンタ 一社長の湊守篤氏が， 13 C一一カー，

クー ラー， カラ ー テレビ一一ーより 3 H一一一ハウジング， へJ レ

ス，ハ ー トーーを追求する経済運営に軌道修正せよ」と呼 びか

けたという記事が載った。そ して 3 H のうち ハウジン グは住宅

ばかりでなく ，生活環境全般の改善を含み ，ヘルス は健康ばか

りでなく ，病院などの充実 ，公害の追放なども含み ，ま たハ ー

トは生きがいを求める乙とも含んでいると説明されていた。乙

の発言は自動車産業 ，電機産業の隆盛が調和ある人間生活を生

み出さなかった乙とを反省 し，広い意味での建築生産を経済運

営の中心! とすえて， 産業界を人聞に奉仕す る姿勢に引き戻そう

と意図するもののようであるが，また世間一般の建築技術への

期待をよく反映しているの ではなかろうか。す なわち乙れから

の建築技術K 求められる方向は ，個々の建物に技をきそうので

なく，最上の " 人閣の住い " を生む環境の創造に打込むとと ，

その創造 lζ 当っては ，論理を追求するもののおちいりがちな人

間疎外のつめたさをさけ心理学 ・社会学など人聞を扱ってきた

学問と十分に手を組む乙 となどであるように思われる 。それで

主題の「建築技術」の意味を大きく解すれば ，まさしく ζ うし

た方向 K 変貌さすととが望ましいという乙とになってくる。

設 計 技 術 の 変 貌

しかし，このように建築技術の目標 ・成果など まで話を拡大

すると収拾がつかなくなるので ，以下では技術というととをプ

ロセス ・手段に限定して話をすすめる乙ととしたい。

建築生産の過程は大ざっぱにわけると ，設計 と施工とになる

が，乙 の両過程 とも最終目標にそうように情報をフル IC:: I活用し

たシステムをつくり ，それに含まれる作業の うち， 機械に託せ

られるものはなるべく機械に移し ，人間は主 として そのすぐれ

た綜合的な直観力を発揮できる仕事にのみ携わるようにしなけ

ればならない。乙ういったねらいでの技術の変貌を考えると

き，設計と施工とは一体的 lζ 考えるのが本筋かもしれないが，

便宜上 ，二つにわけで問題のポイン卜にふれてみよう。

設計( 芸術的 な側面を除いて〉の変貌は情報化時代といわれ

る現代の情報利用システムの活用が最大の要因になるのではな

いか。建築 lζ かぎらず，設計乙そは工学的行為に とって， まさ

に真髄ともいえるものであり ，技術者は非常に複雑に相関する



数多くの条件を考慮、しながら ， rよりよい設計」を心がけてい

るのであるが，乙の設計の本質乙そ ，情報システムの革命によ

ってもっとも大きい影響をうけるものといえる。

建築の設計の第一段階であるプランニングの作成について

も，現在では多くの設計者がデータの蒐集にきわめて多 くの労

ブJ をそそいでいる。病院を例にとっても ，新しい医療器機の知

識から ，新しい看護システムの勉強から，と実 lζ 多くの病院特

有の情報，それに建築一般に共通の工学的情報などをかみあわ

せてプランニングが作成されていくが，情報利用システムの発

遂によって ，病院建築についての第一級の専門家たちの知的協

力で、つくられ，たえず新しい情報によって改訂されつづけてい

る病院プランニングのためのデータ ・プログラムが簡単に入手

できるようになり ，プランニング作成段階での省力が大いに進

むと思われる。

現在 ，すでに電々公社のデータ一通信による構造計算サービ

スなどが始まっているが，今後は公社のほかに，多くの特色を

もったシンク ・タンクが設計のためのデーター ・サービスをす

る乙とになるであろう 。 もちろん，それに対する対価は必要でで

あるが，日常 ，多くの専門家をかかえる乙とにくらべれば安価

であり ，多くの人をかかえる ζ とに付随するわずらわしさが避

けられるの で， とのサ ー ビスは大いに歓迎されるものと思われ

る。

通信の発達は「強力な通信衛星の使用によって今後 10年の聞

に多分テレビやラジオあるいは電話などよりさらに革命的な後

器が家庭に入り乙む乙とになるであろう。乙れはある点ではテ

レビ ，屯話そしてラジオなどにとって代るものになるはずだ。

つまりテレビのスクリーンとカメラ，コンピューターの鍵盤，

それとスクリーンに放映されたものを複写する機械と紙などを

そなえたコンソール ・タイプの通信機器が普及することになろ

うJ ( 官頭 lζ 紹介したクラーク氏による) という程度に進ん明

きている。 ζ のような進歩は設計事務所などの組織にも大きい

影響を与えるであろう 。大規模な組織の設計機関はむしろ専門

のデーターを売るシンク ・タンクに変貌していくのではなかろ

うか。

設計の意匠的な面は今後も人間の価値を最大限に発揮すべき

もので，情報化時代の影響をうけるととはほとんどないであろ

う。しかし一人のすぐれたア ーキテク卜の活動は，情報システ

ムの発達によって大きく増幅されるであろう。すでにネクタイ

やニットのデザイナ ーが電算機を活用する乙とによって，これ

までの数倍の仕事をしている c

施 工 技 術 の 変 貌

施工技術ではそれに変貌を求める外的な力はいうまでもな

く，従来それにたよ っていた労働力の不足と ，また， 主として

経済的な理由で許容されていた騒音，振動などいわゆる公害が

徹底的にきらわれ出した ζ ととである 。労働力に ついては絶対

量が必ずしも不足していなくても ，人聞には人間らしい仕事を

といっ た人間尊重論もあって ，寒暑にさらされる野外の単純な

肉体労働はもっとも敬遠される傾向になってきた。つまり ，コ

ックにはなり手があっても建設労働者にはなり手がないという

ととである。

乙の労働力不足を切り抜ける方法はもちろん ， 機械化であ

る。戦後，いちはやく機械化の進んだのは土工工事であった。

機械は大型にして集中的な力を発梅させるほど人力より優位に

なる。小型のものに一人づつの人聞がついて操縦していたので

は大きいメリットは生まれない。土工作業は大型機械の活動を

制限する条件が少なかったので ， ζ の部門の機械化が第ーに進

んだものであった。しかしいかに大型といえ，乙の段階での機

械はあくまで人聞が操縦し，人閣のいないときは巨大な図体を

ただ休ませているにすぎなかった 。

最近は機械化がいろいろの部門に侵透してきた。しかもそれ

が次第に無人化一一ロボッ卜化という方向に進んでいる。一例

として鉄骨の加工メーカーで用い られている N C ( 数値制御〉

の孔あけ機などの仕事ぶりを見てみよう。従来，鉄骨加工での

穿孔工程では ，現寸図一型板一けがきの l順序をふんで ，孔の中

心のポンチが打f これ ，それを困じるしにして職工がド リルで穿

孔するというものであった。 N C機によると乙うした過程はす

べて不要である。 H 型鋼ならその両フランジおよびウエブの切

断端末 ・両サイドおよび上下端からどの位置に孔をあけるかを

予め機械にプログラミングしておけば，機械は自動的に働いて

必要な個所に孔をあける 。しかも 3 方向から同時に 3 つのドリ

J レが働いて能率をあげる 。もちろん ，プログラミンクーにはある

程度の手数がかかるので ，なるべく同一加工形体の部材数が多

い ζ とがのぞましい。鋼材置には 多少の無駄があっても同一断

面にした方が加工費まで考えれば有利という ζ とが，乙の穫の

機械の普及とともに多くなってくる。 N C機の大きい特長は，

割増賃金なしに数人力の深夜作業をやって能率をあげてくれる

乙とである 。( もちろん ，機械の故障発生も予怨されるので，

数台の N C機に一人の監視員は必ずしも不要とはいえないが)

こうした N C型の機械が，とれからは建設現場にも次第に導

入されてくると予想される 。例 として鉄骨の建方作業について

考えてみよう。鉄骨建方の主力機械は長い間 ，ガイデレッキで

あった。 ζ の機械は軽便であり，長所も多いが，なんといって

も乙れ自身を組立てる作業そのものが熟練を要し，危険を伴っ

た。その作業中の倒壊事故もかなりの数 lζ 上った乙とであっ

た。その後，タワ ークレ ー ン， トラッククレ ーンなどの安全な

大型のものが出現し ，鉄骨の建方作業が能率よく行えるように

なった。 ζ れらの機械の操縦はガイデレッキ lζ 比し ，安全，容

易にはなっているが，ときに操縦手の誤動作による事故も生じ

ている。また ，建方』ζ 伴なうとび作業は働く人にとっては生き
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がいのある ，スリルにとんだ作業かもしれないが，客観的にみ

ればきわめて危険な，安全対策もたてがたいものであり ，乙れ

をそのまま人力作業として放置し ，年どとにかなりの数のぎせ

い者をだしていてよいものとは恩われない。

鉄骨建方の/ 1 頁序を予め十分に検討して ，その/ 1 原序に従ってタ

ワー クレ ー ンが正確に材料をつかみ ，正確にとりつけ位置に遂

ぶようにプ ログラムを組んでおけば，監視テレビでチェックし

ているだ けで ，無人で建方を進行さす乙とも夢でない時代が近

づきつつある。もちろん ，そのためにはネットワ ー クその他の

手法で詳細に作業順序を確立し，予定場所，時聞に材料などが

きちんと配置されていなければならない。仮締めボ ールトをさ

し込むといった旧来の仮止め方法も新しい N C時代K 適したも

のを工夫して無人化を進めなければならない。

土工に関する機械のロボット操縦も検討されている。無音無

振動工法の代表的なものとして ，急速に普及している コンクリ

ー ト地下連続壁工法の施工機械も ，現在は操縦者の手でとれに

応ずる機械作動によって仕事が進められているが， 乙の操縦手

の判断をロボットに記憶させて無人運転しようとする試みも始

まっている 。 しかし，機械化が最初に進行した土工関係が無人

化では，案外おくれるのではないかと思われる。地上構築物は

すべて人工であり ，対象物の性格が明瞭につかめ ，無人化 lと適

するように規格化する ζ とも可能で‘ あるが，天然物である土は

性格的にも千差万別であり ，かつ ，地上から明確にその組成を

把握し難いからである。

農業と同列の，天然の気象条件にさらされる職場を工場内 lζ

移し作業環境をよくするととーーすなわちプレハブも労働問

題 ，数値制御問題を背景にいよいよその比重が大きくなってく

る。建築はその付加価値の低さ ， そのかさの大きさなと、のた

め，プレハブ lζ 伴なう材料の二重運搬の費用さえコスト的には

軽視できない要素となり ，現状ではプレハブは必ずしもコスト

ダウンにつながらないのであるが，労働力の確保 ，コンピュ ー

ター・ コントロ ールの容易さなどの見地から，工法の無公害化

と同じように ，必要条件としてとり入れざるをえなくなってき

ている。ただ ，注意しなければならないのは野外の作業をその

まま室内 iζ 移したのでは必ずしも労働者を満足させない乙とで

ある。現場で型枠を組んでコンクリ ー 卜を打込む作業は苦しい

ながらも ，物を築きあげてゆく喜びがあったが，工場内の P C

板の コンクリ ー 卜打は無味乾燥で面白くないという感想をもち

プレハブの職場を去った職人もある 。建築をプ レハブにする場

合 ，材料も工法も野外のものをそのまま室内に移す思想でな

く，新しい工場内産業として思い切った新しいスタ ー卜 をする

乙とが終局の成功につながるのではなかろうかと考える。

爆 発 す る 人 口 問 題

以上，省力 lζ 重点をおいて話を進めてきたが，最後に無気味
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な問題提起をしておこう。入手不足を背景 lζ 人聞には人間らし

い仕事をなど ，呑気な乙とを言っている一方，世界人口が爆発

的 lと増加しているという問題が起ってきている。 1967年の世界

人口は推計によると 34億 2 千万人 ，その年増加率は 1. 9必 で あ

って， 乙の年増加率で増加すると ，冒頭で問題にした2001年に

は70億 lζ 近い人口になるという。乙の数字でピンと乙ない方は

付図をみていただきたい。乙れは2000年にわたる世界人口の増
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加曲線を示したものであり ，図中の現在から世紀末までの破線

曲線は控え固な推計人口によったものなのであるが，人口にシ

ヨツキングな爆発的増加がお乙りつつあるととが一目瞭然であ

る。 とくに日本として呑気にかまえていられないのは ，アジア

の人口が世界人口の5696，しかもその人口増加率は世界平均以

上の年 2. 596 という事実である 。乙のよ うな破局的な人口増加

が食糧問題その他のいろいろの問題 lζ 大波紋を生ずる乙とは自

明の乙となので ，それにブレーキをかける ζ とが各方面で考え

られてはいるが，楽観的な見通しはない。近くにありあまるマ

ンパワ ーがあるのに ，それに目をふさいで省力機械化に没頭す

る乙とは日本の エゴだと非難される 時代がくるの ではなかろう

か。 ζ うした傾向はすでにアメリカにおいて園内問題として表

面 lζ でできている。日本は失業率 1. 2  96でほとんど完全雇傭で

あるが，省力化がーそう進んでいるアメリカでは 6 96以上の高

い失業率となっている。大工組合などの ユニオンから締め出さ

れている黒人に限ると失業率はさらに高いものになると思われ

る。 もちろん ，との数字にはアメリカの不景気の影響もある

が，就職の門をせばめられている黒人に人口増加率が高く ，黒

人比率がだんだん高くなっていくととがからんでいるから問題

である。省力によってあがる高生産能率で失業者には豊富な失

業保険金が与え られるからそれでよいではないかという議論が

でるかもしれないが，単 lζ 遊んでいるよりも ，左官作業をした

り塗装作業をする方が生きがいを感ずる人も多いのではないだ

ろうか。世界の人口問題まで考えると ，省力化 もむつかしい壁

につきあたる。

(た IC ぐち なおたけ 阪大林組専務取締役〉



建 築 材 料 の 変 貌 と 方 向

田 村 恭

1. 緒
1=1 

今日建築生産は ，都市環境，人間環境の造成の重要な課題の

下 lζ ，建築産業そのものの組織的，質的変革を含みつつ流動的

lζ 変化しつつある 。その中にあって建築材料は常用してきた木

材 ，砂，砂利などの天然材料の枯渇が甚しく ，その資源的な観

点からそれに代るべき新材料の登場を求めつづけている。

とくに都市再開発 ，住宅建設 ，地域開発など ，今後予測され

る英大な盃の建築需要lζ 対して構造材料，仕上材料ともに要求

される条件はますます厳しくなってきている。

とくに建築技能労働者の不足の動勢は手作業を中心とした在

来の工法の実施を拒み，事1 f t . こな工業化手法の積極的活用を計ら

ぬ限りその実現は不可能であり ，施工技術の革新を含め，建築

材料の在るべき姿もプ レファプ化， 部品化へと変貌の途を求め

ている。すでに乙の方向に沿った幾多の建築部品が出現してき

ているが ，その変貌の実態には果して問題はないか ，著者は乙

の稿において60年代の建築需要の変化に伴って生じた材料の性

能条件の変遷のあとを辿りながら建築材料の将来の方向につい

て考察を加えたい。

1 建築需要の変遷とそれが建築材料に及ぼした影響

58年頃から急激に伸 び出 した鉄鋼業を中心とする設備投資が

高度成長経済の過程を リードし， 乙れを追うように61年から中

小企業近代化方策としての工業団地 ・商業団地計画が推進され

はじめた。また 62 年から第 2 期石油化学工業育成計画が発足

し，臨海工業地帯の建築が進められるなど ，とれに伴なって建

築需要が非常 lζ 活発となった。乙の中で59年頃から推進された

「不燃化 」の努力が稔りはじめ ，64年の着工統計によれば非木

造建築が全着工床面積比率で5096を超えて ，わが国の建築は機

造的 ・材料的に新しい時代に突入 したのである。

乙の前後はオリンピッ クを対象とする建設活動がもっとも活

況を呈し ， I大規模」な建築工事が相次いだ。一方生産の集

中，資本の集中は人口の地域別分布をくず しはじめて ，無計画

- 無秩序な都市化現象が顕著となり，かねて懸案であった都市

再開発のための建築基準法による容積制限制が施行され，高さ

制限の撤廃によって各都心部 lζ おいては ，商業建築などを中心

とする超高層建築が群出の徴を示しはじめ，建築界は「不燃化J

K 加えて乙の新たな「辺高層化J ， I軽量 ・高強度化」などを

技術開発の重要課題として掲げるとととなった。との頃から各

建築会社の技術研究所は ，何れも乙の大きなプロジェクト lζ 鋭

智と熱意をお互いに閲わせたのであった。

オリンピック直後のひととろの不況も ，ベトナム内戦への米

国の介入を契機として ，ふたたび65年頃から鉄鋼 ・機械 ・化学

・石油など重要産業を中心とする設備投資が活発となるが， と

くに 65年にはじまる第 3 期石油合理化計画などに代表される産

業の巨大化の動向は，ヨーロッパなどに起る ドソレ危機による不

況をも物 ともせず，資材にほと んど恵まれぬ国でありながら ，

わが国の地理的特殊性を十分活かした産業 ・経済の基盤をいか

なる国際競争力にも耐えうるほどのものに高めていった。乙れ

は生産力の拡大から生み出される製品の吸収のための需要の拡

大を目指す第三次産業の増進をも促し，建築界は各界の需要に

わき たつ好景気に浴 した。乙の期聞において ，建築需要の構造

やそ の内容には大きな変化を生じ，使用される建築資材にも新

たな視点からの注文が提出されるようになった。しかもとれら

の建築投資の特徴として投資 lζ 対する旺盛な企業収益性が求め

られ. 1建築費の低減」と「工期の短縮」が建築生産の大きな命題

として課せられるようになるが，同時 lζ ，乙の経済の豊かさの

中で ，建築物の機能を非常に「高級化」しようとして ，工場建築

といい ，商業建築といい，自動制御機構の整った設備機器を装備

するなど ，建築はかつてない高水準のものに変質していった。

高度化しかっ膨大な建築需要は ，旧態然たる建築業の体質を

当然ゆさぶりつづける。 61年 lζ は建設業法の改正が行なわれ，

また建築生産近代化促進協議会が設けられて建築生産組織や ，

生産方式について検討が積極化するが，大手建設企業を中 心と

した非住宅建築部門の華やかさに比して，庶民のための住居を

多量にかつ低廉で建設する努力は建設省 ・住宅公団や一部の建
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築業を中心l乙地 l床な中にもたゆまずつづけられていった。 62年

にはその成案を基に ，住宅公団が住宅挫設合理化要綱を発表し

て ，工業化手法の積極的推進 {ζ ー屈の努ノJ を 傾 け る よ うにな

る。また ζ れを受けて64年 (ζ は，プレファブ建築協会 ・さらに

カーテンウオ ーノレ工業会が設立され ，また日本建築 センタ ーが

発足を見ている。

前二者は幾多の開業会 ・協会などと述紫しつつ建築生産の

「工業化」に相次いで指導性を示すとともに ，多くの課題研究

の成果を公表して建築界の進むべき方向について ，経営 ・技術

などの各面にわたる啓袋的役割を果していく 。また建築センタ

ーは，建築生産情報の蒐集提供をはじめ新建材 ，特殊構造の認

定，近代化 ・標準化のための諸研究を含め今後の建築生産のあ

るべき姿を描くための主要な機能を果していった。

65年建設省は国上建設の長期的展望を示したが，それは人間

環境としての都市建築に対する新しい理念を掲げたものとして

政策的意義は大きい。建築審議会を設置して ，種々の基本調査

を行なうとともに ， その内部において住宅基準などをはじめ

「建築業近代化」のた めの施策について審議を進め ，その成案

を逐次指導行政 lζ 反映させていった。

64年のオリ ンピッ クについで66年頃から ，産業と文化の祭典

として E X P 0  ' 70が国をあげての事業として展開しはじめた 。

道路 ・鉄道 ・港湾の建設， 整備をはじめ ，会場建設に予測され

る莫大な工事誌に対して ，次第に i逼迫しつつある労働条件下で

必要労働者の確保が問題となり，これを条件として技術的にも

困難度の高い ， しかも復維な工事を ，災害などの生ずる乙とな

くいかに短期間に ，円滑になしおえるかが万国博覧会関連工事

の命題となった。 ζ の工事においてとられた施策の成果はすで

に幾多報じられているが ，未来を予測する多種多様な新材料 ・

新工法を駆使した建築物がかくも短時口で完成しえた理由の一

つは ， [ " " 生産方式の工業化 ・合理化」であり，現実の手段とし

て「プレファブ手法」の広汎な活用の成果にほかならない。

コンクリー卜 P C版による重畳型フレファブ住宅 ，あるいは

木質ノ f ネノレ ・軽量型鋼などによる軽E; 型プレファブ住宅などの

めざましい普及は ，建築産業の基盤を大きく変えようとしてい

るが ，50年代の建築を彩った各種の建築材料はいずれもその体

質の上に工業化建築手法 lζ 対する適応性をためされたが，優れ

た塗料 ・接着剤 ・プラスチックス板との併用やサンドウィッチ

板などによる各種の複合格法の影響を受けて，その粧いさまざ‘

まに改めていった。 ζ の背景 lζ は，いずれも「性能における信

頼性」ゃ「現場労働の省力化」がその大きな条件となっていた。

「すでにわが国は戦後ではない」といわれたのは56年のととで

ある。戦敗因が追いつけ追いこせを掛け声 lζ 努力してきた第二

次大戦後の25年間は ，息をつくいとまもない生産力拡充にあけ

くれた歳月の歴史である 。 この閣の生産優先の風潮は，民間投

資の過大な伸びを許したのにひきかえ，社会資本の遅れを露呈
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し，このため生活環境は悪化し，都市災害の危険度は増し，交通

難等々の人閣の環境条件には大きな査みを受けてしまった。70

年代の建設産業はこの人間環境回復の新たな課題の下で展開し

ようとしている。建築材料も当然あるべき姿を問われている。

lli. 科学技術の進展と建築材料の技術開発への影響

建築物に使用される材料の種類やその用法は ，第二次大戦後

非常な変化を生じた。乙の26年間に亘る変遷の初期は ，大戦中

のいわば鎖国時代に遅れた技術を海外から導入する乙とにはじ

まるが，建築需要の伸 びに引きずられるように 56年頃からの建

築材料生産の伸び率には目ざましいものがある。そして今日わ

れわれが手にする ζ とのできる材料の大半は ，乙の 50年代の後

半までに一応市場に登場した。乙れにつづく 60年代の 10年聞に

特長ある盛衰がそれらの材料に何か認められるとしたら ，高張

j J 鋼 ・アノレミ ニウム 合金 ・ガラス ・陶磁器 ・ゴム ・プラスチッ

クスなどの諸材料に代表される高品質の新材料の躍を接した山

現をあげねばならぬ。材料をめぐる動向について ，すでに本質

的な変革を生じようとしつつあるこの実態をとらえて一部では

今口 ，材料革命が起っているとする意見も述べられている ω 。

その言葉の当否は別として ，乙れらの材料の高性能化 ，多織

化，応用面の拡大という画期的な発達を導くに至った原動力と

して ，材料製造部門において進められた基礎 ・開発研究 ，なら

びに生産段階における科学理論および諸技術の活用に ，かつて

ない目ざましい進歩があった乙とを指摘しなければならない 。

すなわち ， 日本経済が不況に陥った61- 2 年頃をピ ー クlζ 各

生産会社は陸続と技術研究所を設立している 。 これによって材

料開発に対する組織的研究の体制が確立されたばかりでなく ，

生産的思考に基づく研究開発の強化がつぎつぎに進められ，各

種の材料や製品の上に日本独特の技術革新の成果がもたらされ

ていった。彼らは今日 ，建築界が求める材料をたちど乙ろに創

造して見せるとまで長語するが，乙れら材料界の自信という技

術的情報畠積の基となった基礎的試験技術としては下記があげ

られる 。

1  ) 合成化学 ・冶金 ・窯業 ・電子技術のめざましい進展

2 ) 放射線科学の進歩と骸エネ J レギ ーの平和的利用技術の普及

3) 高圧 ・超高圧科学およびその応用技術の発達

4)  X 線 ・電子線科学の発達による微視的構造の研究

5 ) 電子科学を応用せる各撞測定機器 ・数値制御装置の発達

6 ) 電子計算機の発達と情報理論の発展

そして乙れらの技術理論や研究手法の幾つかは ，今日の建築

界における研究手法にも波及効果をもたらして ，材料研究など

の上に定着しつつある。

とはいえ60年代前半における建築材料の特徴は ，本来建築材

料を本命として開発されたというよりも ，他の産業分野からの

代替的導入によるものであった。時には建築材料としての性絡



を欠くトラブ J レを伴うとともあり，同汰されて消え去ってゆく

ものも少なくなかったが，導入された主なものには下記がある。

1  ) 紙 ・印刷物 ・包装材料 ・臼用雑貨など日常生活になじんだ

形で登場したもの

2  ) 電気機器などとして電気的性質やその応用面における特性

の実証 lζ もとづいて導入されたもの

3 ) 自動車 ・車両 ・航空機などとしての幅広 い実用性とその信

頼性にも とづいて工業製品を変容 したものの導入

4 ) 金属製錬 ・化学プラン トな どにおいて ，優れた耐熱性 ・耐

蝕性 ・耐疲労性などの特性を示すものの活用

5 ) 字宙産業 ・海洋産業など高度の技術的利用を通じてえられ

たものの導入

6) 製品機構の人間工学的分析にもとづいて考案されたもの

乙れらの材料が建築材料 として使用にいたる背景には ，建築

工事を通 して結びつきをえてその技術的提携によるものなど ，

導入の機構はさまざまである。

高張力鋼をはじめさきに例示した代表的な材料の多くは，上

述の要件の何れかを充たしている筈であって ，木材 ・セメント

製品 ・左官材料等々とある程度系列化されていた在来の建築材

料界は ，いわば乙の供給源の変化 lζ 伴ってその流通形態を変替

したばかりでなく ，自ら製品の性格づけや開発のパターンを鉄

鋼系 ・プラスチック系などというように従来の材料メーカーと

は異質の形でみどとに展開していった。

建築材料ならびにその適用技術の上 lζ 建築業者自らが果した

役割ももちろん少くない。清水建設が1944年に研究室を設けた

のをはじめとして ， 大手業者は概ね ＵＰ ｾ ＶＰ 年にかけて技術研究

所を設置しているが，当初の現場クレ ームの処理やサヴィスと

いう経営的 ・実利的性絡を脱皮して，各種の新材料 ・新構造の

開発 ・試 験 ，原子力施設の研究などを重点 lζ 機能を高め山すも

のも ，乙れら各種の企業の働きかけを受けた60年の中頃からで

ある。

60年代 の後半から ，日本経済の発展の基盤が，一方では高等

の技術革新を計りながら ，そ のil l : ia規模拡大のハ ケロ を消費革

命に応じた耐久消費財関連産業として ，建築産業，特 lζ 住宅 lζ

注目して技術的集約度の立ち遅れているそれらの各部門への展

開に大きな魅力を感じて，企業成長の戦略的目標を 「住宅産業」

lζ 置きはじめてからの各産業の動きには ，非常に積極的な盗勢

lζ 宮んだものがある。乙の時以来 ，非住宅を対象 lζ 育成されて

いた在来建築材料は「繊細さ J ・「居住性」の向上をはじめ ，外

見的性状にも非常にきめ細かいものを求めて旧殻を脱皮する動

きが目立つようになった。乙れらの産業分野には ，電気・機械 ・

造船 ・自動車 ・化学 ・製紙 ・印刷などの幾多の分野が含まれ，

その企業戦略 として は，

1  ) 自社製品の市場確保

2 ) 経営の多角化

3 ) アセンブリ 工業としての大量生産設備や技術の建築生産へ

の拡張

4 ) システ ムアプローチ技術の建築産業への適用

5 ) 量産体制下に築かれた販売技術にもとづく畳販システムの

確立

などがあげられる。とのような企業各分野の進出の特徴は ，

材料の単なる変化に止まらず，上記の項目に示される如き建築

生産方式の本質的変貌をも強力 lζ 推し進 めるものもあ って， 建

築業の中には逆にその輩下 lζ 隷属して工業的発展の一翼を担 う

ような側面すら生じている。

N. 建築材料に対する今日的課題

a  建築生産システムにおける建築材料の特質の把握の重要性

建築材料の研究はかつて材料そのものの物性試験や評価をそ

の本義としてそれ以上に進む乙とはなかった。 ζ のような考え

方 lと対して建築材料の教育 ・研究のための視点について筆者の

考えを述べたととがある ( 2 ) 。その細部にわたる ζ とを避ける

が，要点とすると乙ろは ，下記の 5 点であった。

1 ) 材料開発の基本理芯

2 ) 建築物の性能と建築材料の性質の関係の体系的把握

3 ) 建築材料の性質の君、義

4 ) 建築生産過程にお ける諸問題の把握の重要性

5 ) 情報処理の重要性である

すでにふれた如く ，今日の建築材料のあり方を考えるため には

建築生産の全システム体系の下でその要素と して考究する必要

カまある。

ととろで建築の生産の構成要素! と乙のほか建築需要 ・資本設

備 ・労働力 ・資金 ・コスト ・情報があげられる。需要の性格や

数量が材料 ・労働力 lζ 関連を持ち ，また それが生産手段とし て

の施工設備に影響を与え ，さらにコストなどに波及して展開し

てゆく ，乙のような一連の生産プロセスを考えただけでも，材

料の枠のみでそのあり方をとらえる乙とは許されない。

今 日の建築生産は乙のように各要素が複雑 lζ 絡みあい ，影響

しあう仕組みの下ではじめて理解されうる。 r工業化」 ・「部品

化」の幾多の構恕や手段が単純に成功域に進み得ない理由の多

くは ，乙 のような諸要素花関する体系的思考の不足 lζ 根ざし て

いると断じられるケースが大半である。

また一方，建築生産をめぐるシ ステム系の追究の上で ， r材

料 部 位 」 の シ ス テ ム ， r空間」のシス テム， r性能」のシス

テム ， rコス 卜」のシステム等々に区分し ，かつそれを体系的

にとらえてゆく方法論も明らかにされてきている。乙れらの材

料追究の姿勢は ，建築生産が変革しつつ巨大化を辿る時非常な

重要性を持って くる。

b  材料開発の拘束条件

建築材料を開発し ，評価するための手段 としての思考体系の
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端にふれたが，建築材料の使用を今日困難化しているいくつ

かの拘束条件にふれておく必要がある 。

1  ) 資 源

都市建築の 8 割が木造建築であるといわれているほど，かつ

ては木材資源に恵まれた森林国と自他とも許していたわが国に

おいて ，木材の枯渇が訴えられて，木材利用の合浬化のための

運動が進められたのが50年であり，以来建築用材の大半を外来

材 lζ 依存している 。 しかし膨大化する全世界の木材需要は，す

ぐれた材を安価に求め，それを自由 lζ 使用するととをすでに許

さぬ事態となっている 。また一方木材 iζ 代るコンクリ ー トの構

成要業たる砂 ・砂利の欠乏も甚しく，今日全建設部門における

骨材需要は ，60年初頭の 3 倍 lこ達しすでに多くの河川で採掘グ

禁止されている。乙のため骨材供給源を山砂 ・砂利に依存して

いる実情にある。一方， 頁岩 ・ボタなどを原料として，人工軽

益骨材の製造が行なわれているが，乙れとても自然環境破綾の

公害を伴って ，問題は依然未解決のままに残され，資源をとり

まく条件は悪化の一途を辿っている 。

2  ) 労 働 力

建築労働者の不足が叫ばれて久しく，相当数の入職者を迎え

ながらも労働者の不足は ままし く，全般的に20労近い不足率が訴

えられている。そして技能労働者は次第に中高令化現象を呈し

ている 。若年労働者の技能ならびに職業モラール低下の傾向も

著しし技術的な困難度を持つ手作業を主体としてキメの細か

い工事は，次第に実施不可能となってきている 。 乙のような実

態を反映して ，労働賃金は鰻のぼりに上好し， ζ れが建築費高

騰の大きな要因となっている 。

省ノJ 化がfuj ばれ現場工程 ・工数の削減 lζ 容与する材料や工法

の出現がまたれたり，仮 lこ高価であってもプレフニッシュ ・部

品化 ・ユニット化することが， 総体的 {ζ 見て性能や信頼性の向

上 ，低旅化への途であるとする新しいコス卜理念が強く打ち出

されている 。 乙のような考え方こそが今後の材料開発の大きな

気L点、でもある。

Y. 建築材料変貌の方向

a  建築材料は進歩したのか

今日建築材料として使用されるものの極類や数量は移 しいも

のがある。中には非常な高品質のものも多数使用されている。

しかし ，全般的に見て建築材料は果して進歩しているかとの聞

いに対して ，そのほとんどが「然り」と答え得ぬ実情にありは

しないであろうか。

1  ) コンクリ ー 卜工学は進歩しつつあるが ，果して現用のプ

レキャス卜コンク リー卜 板やカ ーテンウオール部材の製造工程

やまたその品質は ，その学聞に忠実であろうか。

2 ) 各種の優れた金属材料が多用されているが，溶接，その

他の接合，技術の問題を含めて，その品質や使用条件は建築物
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lζ 求められる諸条件lζ 合致したような形で開発されているか。

3  ) プラスチックス類は非常な普及を見せたが，火災時のト

ラフソレの元凶とも考えられている。しかし高分子化学の上で木

来使用上守られるべき枠を紐えて利用していないか。

等々のような傾向は，一，二の材料に限られた乙とではなし

仕上材料としての左官 ・塗装 ・防水材料等々各種の材料に関し

て一段 lζ 指摘される点であり ，後』ζ 起る欠陥の原因のほとんど

が材料の品質や用法の誤りにむすびついている。しかしその般

本的な理由として，下記の三点を反省する必要がある。

(  i  ) 建築材料の生産が常に過当競争を繰返し ，コ ストが性能

lこ先行して採り上げられて正しい品質情報をほとんど入手し難

し、。

( i  i ) 建築そのものの T ot al P er f or mance の究明がおろそ

かにされ，材料の具備すべき性能仕様が絶えず不明確のままに

放 置されている。

(i ii)  J I S， J ASS など材料 ・工法の標準化が一応は進められ

ているが，企画 ・設計にはじまり ，施工から維持保全にいたる

各段階において果すべきて程保証品質保証が明らかにされてい

な L、。

b  建築材料の将来像

建築業協会がその 59年 2 月 ， 建築産業の未来像研究委員会

( 代表 ，古川修) の調査した結果がすでに刊行されているは〉 。

その質問のーっとして「将来の建築生産 lζ 大きな影響をおよぽ

す技術分野」との間いに対して ，工業化の部品化技術 ・管理シ

ステム技術などとならんで，構造材料などが強くとり上げられ

ている 。その内容として構造材料に対する要求条件のー論を紹

介すれば，

1  ) 高層化になじむ ζ と

2  ) プレファブ化，施じ性がよい，経呈化

3 ) 高性能化 ，品質の均一性

ＴＩ 耐 ｪｾ 耐火的なもの

5  ) 鉄 ・セメン 卜に代る人工材料の開発

また仕上材料については

1  ) 合成材料の使用 ，原料革命

2  ) 仕上部品化 ，プレファブ化 ，多様化 ，現場加工の縮小

3 ) 高級品 ，美観 ・軽量 ・断熱 ・防音性の向上

4) 防火 ・防煙性

5  ) 仕上材料の概念の変化の必要性

これらが建築材料の将来像の総てを示すものとは考え難いが，

今後の材料開発の指標となろう 。
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建 設 労 働 の 変 貌 と 方 向

内 山 尚 一

第二次大戦後の日本経済のいちじるしい発展，とりわ け60年

代に入っ てからの高度成長が，建設投資を年ごとに増大させ，こ

れに支えられて建設業が，国民経済のなかで大きな比重を占 め

るにいたったととは ，もはや多くを述べる必要はないであろう c

しかし ，ζ の過程で ，建設労働者の労働条件や建設業にお け

る労資関係が大きく変貌し ，特質であるとされてきた前近代性

が，完全に払拭されたかということになると，多くの問題があ

る。

たとえばいちじるしい高騰が指摘されている賃金水準につ い

てみても ，他産業と比べるとき ，必ずしも大幅な上昇というこ

とはできない。建設業の賃金は労働省の毎勤統計でみると，昭

和35年までは一貫して全産業中最下位を占めていた 。労働力不

足が本格化しはじ めた36年にはじめてその席を卸売小売業にゆ

ずり ，さらに37年には製造業をぬいて以後，他産業を上回る 高

い上昇を年どとにつづけていった。 35- 40年に比べて . 40- 45 

年の上昇テンポは ，やや鈍ったが，それでも 35年から 45年の 10

年間の年平均上昇率は . 13. 496と全産業の 12. 0必を 1. 4ポイン

卜上回っている 。しかし ，賃金額の絶対的な低さは ，乙の高い

上昇率にもかかわらず，建設業の地位を依然として調査 7 産業

中の第 6 位，平均以下に押しとどめているのである 。すなわち，

46年度の全産業平均の l 人平均月間給与総額は 7 万4436円，最

高は電気ガス水道業の10万6648円であるが ，建設業は 7 万102
1

円であり ，製造業の 7 万1447円をわずかに上回っているにすぎ

ない。乙の調査が規模30人以上の事業所を対象としたものであ

り，建設業におけるぼう大な零細企業の存在を考えると ，建設

業全体 として の金額 ，水準はさらに低下しているといわねばな

らない であろう 。昭和40年を 100 とする賃金指数についてみて

も，全産業の 190. 5. 製造業の 198. 7に対し ，建設業は 184. 6に

とどまっている。

さらに年功的賃金がなお存続している現代では ，賃金比較に

あたっ ては年令が考慮されなければならない 。労働力調査によ

ると ，建設労働者の年令階層別構成比は年どと lζ 高まり. 40年

には29. 9必であった30- 34才の階層は . 45年には28.796と減少

し，反対に40- 54才の構成比は . 24.796から 26. 496と増加して

いる。 土建国保の調査によると . 45年の平均年令は39. 5才 ，平

均年令 は乙乙数年ほぼ毎年 l 才の割合で上昇していると推計さ

れるが， 乙れは賃金実態総合調査による全産業平均の33. 0才を

大幅に上回っており ，年令増加テンポも高い。建設業の現場労

働者の賃金には，製造業などにみられるような年令別格差は少

ないから，若年屈の場合は相対的に高いが，中高年屈はかなり

低いといわねばならない。

賃金とならんで労働条件のいまひとつの柱である労働時聞に

なると ，事態の改善はいちじるしくたちおくれている。毎動統

計による建設業の一人平均月総労働時聞は . 35年以降一貫して

全産業中最長であり . 36年の 211. 2 時間をピ ークに短絡をたど

っているものの. 45年は 199時間であり，全産業平均の 187. 7時

間，製造業の 187. 4 時間より 10時間以上も長い。週当り所定労

働時間も . 48時間労働者が全産業では42. 996. 製造業では40. 9

9ぢにまで減少しているのに ， 建設業では全産業中最も多数の

72. 6 必となっているのである 。土工 8. 6 時間 ，重作業人夫 8. 8

時間 ，大工 8. 5 時間 ，左官 8. 3 時間という一日平均の実労働時

間は ，他産業ではみられない 。 したがって時間当り賃金につい

てみるならば，水準はいっそう低下するといわざるをえないで

あろう。

公休あるいは有給休日増は ，労働時間短縮とならんで進行し

てい るすう勢であるが，建設業の場合それはまだ普及していな

い。労働省職業安定局のお乙なったアンケ ー ト調査によると，

44年 1 月の公休日状態は，正月であったにもかかわらず. 3 日

閣の公休すらなかったものが. 5  - 29人で9. 196. 500人以上引

は22. 396と，規模の大きい事業所になるほど，乙の率が高くな

っている点は注目しなければならない 。

労働災害は単 lζ 作業の質だけではなく ，作業環境や長時間労

働の反映でもあるが，建設業の場合，度数率は 34年の 33. 26を

ピーク に年どとに減少し . 45年には 10. 02と3 分の l 以下にな

ったが，強度率の減少はおそく ，重大災害の発生件数はむしろ

増大している 。 このととは死傷者 1 人 当りの労働損失日数が44

年の 152. 1日から 45年 lとは211. 3日と急増していることにもあら

われている。さらにと乙数年来，他産業においては企業内の災

害補償金の引上げが目立ち ，業務上死亡に際しては労災保険 と

は別個に 300 万円程度の補償金の支給が普遍化しつつ あるが，

建設業の場合 ，大手元請企業の直用労働者をのぞいては ，乙の

ような恩恵に浴していないのが現状である。

さらに労働組合の組織状況をみると，建設労働者の組織率は

きわめて低い。 45年 6 月現在の全産業平均組織率は35.296であ
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るが ， 建設業の場合はと乙数年来 ＲＰ ｾ ぢ前後を低迷している。

指標や統計はなお数多くあげる乙とができる。しかし ，そ乙

から戦後25年のあいだ，建設労働がいささかの変化，変貌を示

さなかったという渚論を引き出すととは，いうまでもなく間違

いである。

戦前と戦後の建設生産を対比するとき，なによりも明確な変

貌は機械化 ，新技術の導入である。単に建設生産と市場の特質

からだけでなく ，農村を給源とする豊富で低れんな遊休労働力

の存在，重層的な下請制度 ，経済外的強制など特殊日本的な要

因によって ，戦前のわが国建設業においては，機械化は人為的

に阻止され，労働生産性の水準は国際的にみれば大きくたちお

くれていた。しかし ，戦後20年代なかばから ，電源開発を中心

とする土木工事の大規模化に対応するた めに ，大型建設機械を

導入したが，それを皮切りに，土木，建築の両分野にわたって，

多種多様な機械化施工が普及していったことは ，周知の事実で

ある。乙れは労働生産性を急速に高める乙とはいうまでもない。

たとえば掘削を例にあげるならば，手掘りの場合は 1 日 1 m内

外のものが，さく岩機掘削では 2 - 5 mとなり，さらにパワ ー

ショベノレによる全面掘削 K 代ると ，一挙 ! OO- 1 6 m増えてゆく

のである。

戦後の建設生産における機械化施工の普及は ，なに よりも機

械工業における建設機械部門の比重の増大に立証される。戦前

のわが国機械工業のなかで建設機械部門は，実質的にはゼロに

近い最もたちおくれていた分野であったが，最近では年間54億

lζ 近い生産をあげ確固たる地位を占めるにいたっている。技術

水準においても外国機械の模倣から完全に脱却し，わが国の国

土や条件に適応した新し い機種が次々と 開発されているが，と

のととは機械化施工が大企業の分野だけでなく，中小企業の分

野にまで波及しているととを物語るものであろう。

機械化とならんで ，ア ルミニウム ，合成樹脂などによる新 し

い建築資材の開発や ，プレハブ工法に代表される住宅生産にお

ける新技術の導入も ，急速に進んでいる乙とについても周知の

とおりである。事実であり，多くを述べる必要はあるまい 。

一般的にいえば技術革新の進展は労働の態様を変え，それに

ともなって雇用，賃金，労働者構成などあ らゆる分野での変貌

が進んでゆく。機械化を 中心とする段階では重筋的肉体労働や

単純労働は減少し，技能的労働，複雑労働が増加する。乙れに

つづくオ ート メーションや コンピユー ターの導入は複雑労働を

単純労働に分解し，作業の単調化のなかで いわゆる労働から の

疎外や人間疎外の問題なども生まれるが，反面基幹的職種の労

働の質は高まり ，肉体労働は精神知的労働へと転化してゆく。

進展の段階によっていろいろ異なるが，共通するもの は労働生

産性の飛躍的な向上で ある乙とはいうまでもない。それが賃金

・労働条件改善の客観的な基礎になる とと も明らかで- ある。 ζ

乙lζ 2 ，3 年来の春閲のなかで ，経営者側が生産性基準原理に
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よって，生産性上昇のわく中での賃金上昇を強調 してい る乙と

も，それを逆説的に立証するものであろう。

しかし，建設業の場合ではとのような生産性上昇と賃金 ，労

働条件の改善，向上は必ずしも正確な相関関係をもっていない

ように思われる。端的 lというならば機械化，新技術の導入によ

る生産性向上のテンポ lと比べると ，賃金 ，労働条件の改善向上

テンポはたちおくれているといわねばならない。 (乙 れについ

てはいくつかの角度からの詳細な分析が必要であるが，紙数の

関係で省略せざるをえない) 。乙れはもちろん労働面だけの問

題とはいえない。賃金より以上にいちじる しい各種建設資材の

高騰が，生産性向上の成果の多くを奪いとって しまうとか，工

事単価とりわけ公共工事単価の低さなど ，他産業にはない建設

業固有の問題もそとには横たわっている。

しかし，乙のような要因と同時に検討しなければならないの

は，建設業! とおける労働力供給機構とひろい意味での労務管理

の問題であるように思う。簡単な試算をしてみよう。 35年の建

設投資は 2 兆 5 千億円 ， 建設業就業者数 270万人 ， したがって

1 人当り金額は 92万円。 乙れ! と対し 45年の投資は 15兆 7 百億

円，就業者数は 394 万人であるから 1 人当り金額は 382 万円と

なる 。10年閣の建設投資の伸びは 6 倍であるが，就業者 1 人当

りの金額は 4 倍弱しかふえていないことになる。 乙の聞にお け

る価格上昇を考慮に入れても 1 人当り金額の伸びは低いといわ

ねばならない。

このことは別のいい方をすれば，建設業! とはなお ，戦前的な

人海戦術によって増大する工事盃 lζ 対応しようとする体質が，

残存している乙とを物語っているように思う。建設投資は30年

lζ 入ってから本格的な急増過程 lζ 入り ，このなかで建設労働力

需要も急増した。昭和30年には 178万人であった就業者数は35

年には270万人と 100万人増加した が，この増加率は51. 6$ぢ，全

産業平均 の11. 396の 5 倍というおどろくべきものである。 30年

代の後半 lζ 入って伸び率は24. 9必と鈍化したものの ，なお 5 年

聞に60万人という全産業の 9.6必を大幅に上回っている。 40年

から 45年にかけても 60万人 ，約2096 と増加は つづいている 。

このような建設業就業者の増加は ，果し て建設業が主体的 lと

っ くり出 したかといえば必ずしもそうではない。あるいは乙の

戸ー的な増大のなかで ，戦前の労務供給機構や労務管理体系が近

代化したかといえば，多くの疑問を感ぜざるをえないであろう 。

わが国建設業の重層的下請制度が，建設労働の近代化を阻害

する上で大きな要因である乙とを ，私はくり返し述べてきた。

戦前の建設資本の行動原理は， i生産は下請に ，自ら は市場に」

という言葉! と集約されるといわれるが，言葉をかえ るならぼう

大な低賃金労働を存立基盤とする重層的下請制度乙そ ，建設労

働はもとより建設業の近代産業への脱皮を妨げてきたといって

も過言ではない。 乙の制度は戦後たとえば大手元請企業が，オ

ペレ ーターなどを中心 lと技能職種! とついては直用雇用にふみ切



.. 

るとか ，元詰一一下請一一再下請一一孫請というようないく段

階にも分岐 した関係を集約するなど ， いくらかの改善をみた

が ，根本的には変化 したとはいい難い。直接的な労務供給をお

乙なうものは依然として下請であり ，労務供給のみを主たる業

とする業者は ，依然として存在 している。 46年 3 月末の建設業

登録業者は大臣，知事をふくめて 19万2782であるが，登録外の

l 人親方をふくめた零細業者まで入れると ，350 万と推定され

ている。

350万の業者と 390万人の就業者数という関係は ，一事業所あ

たり一就業者という想像できない数字が出てくるわ けである。

乙のととは建設業に雇用形態の不安定さと浮動性，それに支え

られた下詰ー制度の存在を ，明確に物語るものといわざるをえな

いであろう。そして乙のことがまた ，元請の段階で支払われた

労務費が末端の労務者にゆきつくと 6096，50961ζ 減少したり，

賃金未払事件の多くが，建設業関係という事態をひき起してい

るのである。

戦前の建設労働者は建設労働者という言葉すら存在しなかっ

た事実が示すように ， 限られた上層技能労働者をのぞくなら

ば，労働者というより半失業者，潜在的失業者であり，建設労

働は一言でいうなら底辺労働であった。低賃金 ，長時間労働，

無権利を特質とする戦前の状態に比べるなら ，戦後の状態はい

ちじるしく改善をみたことはまちがいのないと乙ろである。し

かし ，なお根本的な改善までいたらなかったのは，下請生産機

構の変革が不徹底にとどまっていたからである。日建速は建設

労働力対策の基本計画として，労働力プール制度の 具体化に着

手した。労働問題は下請にゆだね ，元詰ーは直接乙れにタッチし

ないという建設業界の伝統的な体質は ，労働力不足の深刻化の

なかで次第に脱皮せざるをえなくなっている 。も し日建速の計

画どおりの労働力供給機構ができあがるならば，それは単 {ζ 労

働問題にのみとどまらず，わが国建設業の体質そのものを変化

させる乙とにもなるであろう。

したがって乙の問題は ，元詰と下請との関係 ，大手業者と中

小業者との関係 ，さらに既存の建設労働組合との関係など， い

ろいろと調整をし ，解決しなければならない困難かつ重要な問

題が存在している乙とを忘れてはならない。

日建連の計画が建設労働のプール制度を作るのに急 ぐ余り ，

ζ れらの問題の調整や解決を安易に考えたという批判には 宵定

すべき点は少なくない。しかし同時に政府の雇用対策がはっき

りと労働力の洗動性向上に ふみ きろうとしており ，建設業の雇

用 ，労働対策は大きな転換を迫られている乙とも忘れてはなら

ないであろう。挫設労働の問題は，最終的には欧米先進諸国に

は見られない重層的下請制度の変革にある 。 乙れに代るものと

して ，建設労働のプール制度は十分慎重に検討すべき問題であ

ると思オつれるのである。

( うちゃま しょうそう 法政大学教長 ・建設認査会理事長 ・法博〉
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ア メ リ カ の 建 設 労 働 問 題

序

今日のアメリカ建設業における労働問題を見るとき，そ乙にはわが国

と異なるいくつかの特徴をあげる乙とができる。第 1 に， A F L - C  1  

O建築職種部門を構成するクラフト ・ユニオン( 職種別労働組合〉の組

織が，圧倒的に強固である乙とである。第 2 にそれに関連して，アメリ

カ建設労働者( 特に建築関係労働者〕の賃金水準が，米国の産業労働者

のうちでも最高水準にあり，さらに賃金以外の労働条件においても ，特

別のものがある乙とである。第 3 !ζ 乙れらの異なる労働条件や労働慣習

のうちでも ，わが国と比較して特に注目されるものは，各種の職種別に

よる「作業規制」や「労働管轄権」が存在しており ，乙れをめぐって紛

争が起っている乙とである。第 4 1 C ，アメリカでは，業者側が，極めて

コストの高い ，わが国とは比較にならないほど労働条件のやかましい労

働力を使用しながら ，しかもある程度高い「資本としての利潤」を実現

している乙とである。

以上のようなアメリカ建設労働問題の特徴は，今後，世界経済がます

ます国際的になりわが国建設業の自由化が進展されるとき，当然考慮さ

れねばならない点であると恩われるが，乙うした強力なクラフト ・ユニ

オンの存在に対応するアメリカ建設業者の態度は，わが国建設業者にと

っては大いに注目 lζ 値する。それを一言κ 要約していえば，業者側は ，

組合側とは当然に基本的な利害対立点をもちながらも，こうしたクラフ

ト・ユニオンの強力な組織力= 統制力と熟練労働供給力を利用 し，乙れ

と詳細にわたる「団体協約」を締結して，むしろそれにより産業平和と

労 ・使聞の協調を確保しようとしている乙とである。

団体協約を中心とするアメリカ建設業の ζ うした労働関係は ，歴史的

にもかなり古いものである。しかしそれがさらに 1930年における大不況

時代の「ノリス ・ラ ・ガーディア法J ( 1932年) i ワグナ一法J ( 1933  

年〉をへ ，第 2 次大戦後いわゆる「タフト ・ハートレ一法J (1947年)

によって ，法制l的にも定着されていったのである。と乙ろで乙うしたア

メリカ建設業の労働関係も最近においては，経済成長と労働力不足に直

面して，いくつかの間題を表面化している乙とも忘れてはならない点で

あろ う。

第 1 は，団体協約による賃金協定が，すでにそれ自身インフレを見越

して賃金協定のうちに ，将来の値上りをはっきり織り乙むととが，一般

的になっている乙とである。

第 2 は，労働力( 特 IC熟練労働) 対策としての訓練教育対策が，現実

的需要に対してはるかにおくれているばかりでなく ，将来の見通しにお

いても ，労 ・使聞の大きなギャップを生じている乙とである。

第 3 !C 少数人種( 黒人 ・インデアン ・プエ J レトリコ人〉の雇用対策

が，クラフト ・ユ ニオン候.IJ の頑迷な既得権擁護によって，著しく妨げら
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れていることである。

そして最後に注目すべき乙とは，乙のような重要問題の解決について

は労 ・使間の自主的和解によって達成するととは困難になり，そ乙 IC !主

連邦政府が法的権力と公共事業予算をて乙として，大きく介入しつつあ

ることである。

急速な高度成長と政策についてもまた建設業における深刻 な労働力不

足の問題についても ，わが国とアメリカとでは幾多の相違点がある。し

かし ，以上指摘したアメリカ建設労働の問題点は ，わが国の最近におけ

る建設労働問題を考察する際 !C，参考になると恩われるので彼我を対比

しながら問題点を述べようと思う。

2. 

クラフト・ユニオン

今日のアメリカ建設労働問題を見る場合，まず注目すべき乙とは，そ

れがアメリカ建設( 特に建築〉労働組合の存在と離しては考えられない

というととである。しかも今日実際に行なわれている労働協約も労働慣

習も ，そのほとんどすべてが乙の組合の強大な存在にその基礎をもって

いる。問題は，今日アメリカ建設業ではなぜ乙のように建築労組( それ

も保守的なクラフト ・ユニオン〕の組織が強大になりえたかという 乙と

であるが，現況を理解するために ，まずその歴史的背景を述べると次の

とおりである。

強大なクラフト ・ユニオン である建築労働組合を主軸 とし，主として

クロ ーズド ・シヨツフ。制による ，今日のアメリカ建設労働関係が形成さ

れた歴史的背景には ，大別しておよそ次の 2 つの ものがあげられるであ

ろう。

第 1 ! C ，アメリカ資本主義が， 特IC 19世紀後半南北戦争以後におい

て，急激なしかもほぼ一貫して長期の発展 ・拡大を遂げたという乙とで

ある 。もちろん乙の聞に ，不況や戦争の時期があったがしかし大勢が急

滋な発展であった乙とは周知の とおりである。

まず人口についてみても ，僅かに 530 万人であった人口は，活50年!C

は2，300万人lζ ，1880年には 5，∞0万人， 1900年には 7，efXJ 万人に膨張し

ている。乙うした巨大な人口膨張が ， その大部分 ＨＹＰｾ 引をヨーロツノ ｦ

からの移民 lζ 依存しており ，しかもそうした移民のなかには少なか らざ

る熟練工を含んでいた。 しかも乙うした人口増大は同時に東部から西部

への大きな人口大移動を伴い ，1850年から 1900年の間 IC ，たとえば西 ・

北 ・中央部( ミネソタ ・アイオワ ・ミズリ 一等) は，人口は80万人から

一挙民1 ， 050万人( 大約20倍) ! C ，太平洋沿岸地方( カリフオ J レニア ・

ワシントン ・オレゴン〉は10万人からおよそ250万人( 大約25倍〉 に急増

している。そして，乙のような人口の急増が同時に ，巨大な数の住宅 ・

道路 ・橋梁などの建設を継続的 !C必要としたが，し かもさらに注意すベ



きζ とは，工業生産は乙うした人口の急増をはるかに上廻っていたこと

である。た とえば1867年! とおよそ41万 トンであったレールの生産額は ，

1880年には 130万 トンに ，1900年には 240 万 トンK ，また鉄鋼の生産額

は，1867年 lζ 僅かに 19，α) ( ) トンであったが，1880年には 125万トン にな

り，さらに 1<; 00年には 1，∞o万トンを越え ，1920年K は4，200万トン IC達

している。

乙うした結果から明らかな乙とは，アメリカでは，建設労働者( 特に

建築労働者〕の数が，歴史的にもすでに 19世紀か ら急速な発展を見せ，

しかも乙うした急速な発展が，かなりな程度にヨ ーロッパか らの熟練工

の移入に よって補充されながら も，たえず建築熟練労働者の不足という

状態が続いたという点である。( ヨ ーロツノマからの移民が特 IC多数に上

った年次は 1881ー倒年および1891- 92年および1901- 1914年であるが，

特に 1901- 1914年においては ，平均90万人 IC逮 している。このうち熟練

工としてのクラフトマ ンの数は ，1903- 19凶年間ICは1907年を除きいず

れも年間11万ないし 16万人 IC達している〉。いうまでもなく 歴史的 ・長

期的に見ると ，乙の聞には，恐慌による失業の発生があった乙とも間違

いないが，しかし一貫して建設( 特K 建築) 熟練労働者が売手市場であ

った乙とはいいうる であろう。

第 L 表に示すものは 1850年から 1940年IC至るアメ リカ就業労働力の

産業別労働者数であるが，そ乙でまず注目さ れる乙とは ，アメリカでは
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第 1表 産 業 別 就 業 労 働 者 数 ( 1850- 1940) ( 単位 1. ∞0人〕

年 別 ｼ 合計 ｼ 腿業 ｬ ｩ ょ警 ｼ鉱 業 ｬ ｭ ｼ 時 ｼ 日 ｼ 商業 ｉ ｾ ょ警 ｼ そ の 他の
魚 業 手 工 業 電気ガス 不 動 産 合 計

1940 53. 3∞ 9.ω o  140 1. 110 11. 940 7. 180 1. 550  14. 730 

1930'  47. 4∞ 10. 180 120 1. 160 10. 770 3. 030 I  4. 810 6. 190 1. 470 9. 725 

1930
2  

48. 830 10. 480 270 1. 150 10. 990 3. 030 4. 850 6. 030 1. 420 10. 620 

1920 41， 610 11. 120 280 1， 230  10. 880 2. 170 4. 190 4. 060 800 6. 880 

1910 36. 730 11， 340 250 1， 050 8. 230 2. 3∞ 3. 190 3. 370  520 6. 480 

19∞ 29. 070 10. 710  210 760 6. 340 1， 660 2. 100 2. 760 4. 530 

1890 23. 740 9. 鈎O 180 480 4. 750 1， 440 1， 530 1， 990 3. 380 

1880 17. 390 8. 610 95 310 3. 170 830 8ω 1. 220 2. 295 

1870 12. 920 6.430 60 200 2. 250 750 640 830 1. 760 

1850 7. 7∞ 4. 9∞ 25 90 1， 260 420 1， 005 

資料 : H i stori cal  St at i st i cs of  t he U .  S.  P 74 の袋による。 E の表でいう就業者は いわゆる Gai nf ul Worker s 

であって庖用賞働者だけをしめすも のではなく ， したが って Empl oyer s だけをしめす数字とは奥っている 。

第 2 表 1900- 19ω 年間センサスによる 建股関係職業別人口 〈主なるもののみ〕 ( 単位 1， ∞0人)

国 勢 悶 査 年 次 1960 1950 1940 1930 1920 1910 19∞ 

レンガ積工，石工 ，タイルエ 213 181 141  171 135 160 149 

大 工 廠 921 1， 016 776 917 885 815 596 

電気工事m 353 332 221  253 192 108 51  

クレ ーン，起盤機，ホイストマン 131 

f  223 
123 

土木，地なら [ " . 道路機峨速転工 258 I  219 I  134 

機 関 士 222 201 

2量装工( i 主役) メインテナンス 433 447 451  

265 288 221 

ガ ラ ス エ ?  11 s  

左 官 l∞ 53 70 38 48 35 

配 管 工 330  211 238 207 148 92 

資料 190- 1950年は前錨 Hi st or i cal S tat i st ics of  the  U . S .  ( Coloni al  T i mes  T o  1957)  P. 76 によ百，

1960年の数字は S tat i st ical A bst ract  of  t he U .  S  1968年 P .227 ICよる。

日 I  :会員; 1  2Ti i  ;策; 1  Lェ: |  ;  

( 単位 1， 0∞人〉

紙

別

本

製

印

製

服 輸 送

運 輸 産

1930 3. 393 2沼O 904 203 230 165  882 

1925 3. 519 439  837 205 292 156 893 

1920 5. ω8 439 888 859 374 164 1， 256 

1915 2. 583 332 533 224 174 116 576 

1910 2. 140  275 459 196 98 90 480 

1905 2.022 297  373 166 臼 91 446 

19∞ 868 131  153 81  25 48 189 

1897 447  21 67 50  15 38 116 

資料 ・前鋤 Hi stor ical S tati st ics of  t he U.  S .  f r om Colonial  T i mes t o 1957 P  . 98 による。

三 ｾ Ｑ Ｑ Ｑ 脳 ｼ Ｑ 細川 Ｑ Ｑ 蹴 ｉ ＱＹ ∞ ｌ ｾＹω Ｑ Ｑ ＹＰＸ＠
1 即|山I 1920 1

1倒

1
1928

i
1  2  1  4  1  28 1  51  1  30 1 ω | 山 1 179 1  195 1  213 1  372 I  322 1  295 

z 1 1916 1 1918 1 1920 1  1921  1
1922

1
I悶

i
1  197 1  267 1  351  1  352 1

313
-

8
1  315 

( 単位 1.∞0人)
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1870年当時において ，すでに建設労働者数か75万lζ 達していた という乙

とであ る。 しかもそれがさらに 1900年には 166 万人におよそ 2 倍以上に

なり ，さらに 1930年までにはまさにその 2 倍の 300万人{ζ 達している。

建設労働者75万人という数字は ，大体わが国の 1920年頃の水準であり ，

166万人は 1955 年頃の水準である。また別 lζ 第 2 表は ，1900- 19501ζ 至

る国勢調査の数字から ，クラフトマンとしての大工 ・レンガ ・タイノレ積

工 ・電気工 ・管工等々をぬき出して見たものであるが，そ乙でも大工の

数 ( 1人親方を含む〉がすでに 1900年ω万人lζ ，ペン キ工の数がすでに

22万人となっている。

第 2 1ζ 指摘しうる点は ，アメリカ建設業における ，建設業の特殊性と

労働組合との関係である。大工組合の例について言えば，大工組合が中

央集縫機構を確立し ，管轄権紛争において勝利をうるととができた理由

として次のごとく言われている。「大工組合の乙の安定性は，建築業のも

つ特殊性に依存 している。すなわち第 1 1ζ ，建築業者は入札制によって

建築物建造を落札するが，そのさいには ，大きな比率を占める労務費の

単価の算定と安定が必要であり ，そのためにはよく秩序づけられた労働

者の組織が不可欠であった。第 2 に. 建築作業が短期的であり ，必要な

労働力を必要な時期 l乙手に入れるために ，3iI負業者は散在する労働者を

つねに統轄している仲介者がぜひとも必要であり ，組合のビジネス ・エ

イジェントは ，乙の点で他lζ おき代える乙とができない存在であった ，

という乙とである。ゆえに請負業者は ，大工組合のクロ ーズド ・ショッ

プ制をすすんで‘認めたし ，またビジネス ・エイジェン卜は，建築事業lζ

不可欠な機能として ，事業を援助した。ここにオ ープン ・ショップ運動

が不成功κ 終った理由があり ，また同時 {ζ ビジネス ・エイジェントのし

ばしばの腐敗と大工組合の保守主義の原因がひそんでいる。」

乙うした関係から ，建設業( 特{ こ建築業) におけるクラフ ト・ユニ オ

ンの組織は ，第 3 表が示しているように ，歴史的にもすでに全米労働組

合中 ，他産業に比較して著しく高く ，組合員数も運輸業 lζ 次ぎ，第 2 位

をしめている。

乙れら建築業労働組合中の主力をなしたものは，クラフト ・ユニオン

( 熟練職種別組合) と しての「大工組合J ( 友愛会) である。 したがっ

て乙の大工組合の発展が建設労働関係 lこ与ーえた影響は極めて大きいとい

いうるであろう。

大工組合( 友愛会) の発展については ，第 4 表にその組合員数が示さ

れているが，注主主すべき点は ，1900年から 1920年にかけてその数が特IC

急激に増えているととである。特に第 3 表では ，1910年と 1920年のセン

サスで，大工の職人数がほとんど増大しないにもかかわらず，第 4 表の

組合数では ，乙の間に躍進が見られる 。乙 の乙とは，いわゆる管轄権紛

争によって ，大工組合がいわゆる大工以外に製材関係労働者を( 時には

機械工の一部さえも) 組織し ，乙れlこ包宿したからである。また 1920年

代の資本側による組合攻勢といわゆるオープン ・ショップ制によって，

他産業の組合勢力が急減しているにもかかわらず， (第 3 表に示すよう

に，たとえば 1920 年から 30年にかけて金属ニ機械産業労働組合員数は

80万人からおよそ20万人へ，衣料関係は37万人から 23万人へ ，運輸関係

は 125万人から 88万人へといずれも激減している) 建設関係組合員数の

みが増大している。 しかもその主な理由はすで、に述べたとおり ，建設業

の労働関係では請負業者の立場から見ても ，労働組合( クラフト ・ユニ

オン) を利用する方が，ある意味では有利であり，また必要であったか

らである。

3. 

団体協約の特徴
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前述したように ，ア メリカ建設業!とおける労働関係で特に注 目すべき

点は一方に強力なク ラフト ・ユ ニオンがあり ，他方にとれに対抗するも

のとして ，業者団体が存在しているという乙とである。た とえば全米総

合請負業者協会 ( The As soci at ed Gen巴ral Cont ract ors of  Amer i  

ca)  ，全国建設業者協会 ( T he Nat i onal  Cont ract ors Associ at i on)  

と，建築請負協会 ( Bui i l di ng Cont ract ors Associ at i on) などの〉そ

れである。その他』ζ ，機械，冷暖房，電気工事，塗装 ，装飾など各種の

職別工事請負業者団体( 協会) が存在しており ，多くの場合労 ・使閣の

雇用関係は ，まず ，乙れら両者の組織団体相互が，団体協約を結ぶ乙と

によって，基本的な条件を定め ，個々の雇用関係は ，それに従って取り

きめるという 方式をとっている。もっとも，組織労働者が労 ・使間の団

体交渉= 団体協約によって主たる雇用条件を定める という乙とは ，必ず

しも建設業だけに限られるものではなく ，むしろ今日のアメリカ産業全

般にわたって見られる労働慣行である。しかし建設業者の場合には ，特

』ζ 次のような点が特徴的である 。

(1)  まず第 1 に建設業における団体協約は ，事実上，多くの場合 ，ク

ローズド ・ショップ銅jが採用されている 。

周知のように ，アメリカの戦後における労働協約では ，いわゆるタフ

ト= ハー トレ 一法 ( 1947年) によって，クロ ーズド ・ショップ制は一般的

には，労働者側の「不当労働行為J として禁止されている ( 8 条(aX3)) 。

この乙とは ，いわゆるラン ドラム ・クリフィン法 ( 1959年) でも同様で

あった。しか し建設業では ，熟練労働力の急速な供給その他の観点から

見て ，クロ ーズド ・ショップ制がむしろ請負業者そのものの側から見て

も必要という一面があった。さらにまたクラフ ト・ユニ オンの組織力も

強大であったので，ラン ドラム ・グリフィン法以後も建設業で‘ は ，形式

はユ ニオン ・シヨツフ。制であるが，実質はほとんどク ロー ズド ・ショッ

プ伽! というのが普通であったのでtある。もっとも乙うしたク ロー ズ ド・

ショップ制も ，政治や経済の状況と労 ・使聞の力関係によっては ，デリ

ケー トな変化を見せており ，特 Iζ 最近における労働力不足と建設工事の

増大を背景として ，ユニオンの力関係が強力になり ，乙うしたクロ ーズ

ド・ショップ的傾向がますます公然と強化されるに至っている。乙のと

とはたとえば次に見るごとく ，同じ大工組合の団体協約でも ，1962年頃

のものと ，最近のものとを( たとえば 1969年 7 月締結のワシン トン地区

請負業者と大工組合地区評議会の労働協約) 比較して見れば明らかであ

ろう。

乙の ζ とはまた ，タフ卜 = ハ ー トレ 一法が禁止している組合費の給料

からの天引き条項についてもいえる乙とである。形式的には ，ラン ドラ

ム ・グリフ ィン法が認めている「組合員からの文書による承諾」という

形式をとってはいるが，実質は全くクロ ーズド ・ショップ制である。

1962年5 月! C ，アメリカ南部カルフオ J レニア地方の請負業者団体と，

大工組合の地方評議会の間に締結された「基本労働協約J ( Master 

L abor  Agr eemen t) を一例としてあげれば，乙の「基本労働協約」は ，

1962年に締結され，賃金，労働時間，労働条件の部分を除いて ，1967年

まで 5 カ年間有効と定められたものであるが， その後 1968 年に改定さ

れ，再び 5 カ年協約 として締結されている。( その後はさらに 1968年一

1974年間の 6 カ年協約に改定された。)

(2) 第 2 に建設業における労働協約は ，個々の企業と個々の組合が締

結するものではなく ， 主として組合の地区組織と複数使用者 ( mul t i -

empl oyers) との聞で行なわれている。

請負業者の団体と労働組合組織が団体協約を締結するといっても ，建

設業における関係は ，製造工業における大企業が産業別単一組合と協約

を結ぶ場合と異り ，主として組合の地区組織( 地区評議会〉が，その地

区の複数請負業者と協約を結ぶという形式になっている。後者は ，もち

ろん諮負業者団体という形態を とり，従って個々の使用者( 雇用者) はそ

の団体lζ 加盟して協約を結ぶという関係になっているが，いずれにして

も個々の請負業者が賃金 ・労働条件を定めるのではなく ，地区の業者が

全体としてその地区の組合組織と協約を結び，従ってその限りでは建設



労働者の賃金 ・労働条件が，その地区のいずれの請負業者にとっても同

ーの条件になっているととは注目に値する。また組合についていえば，

乙うした団体交渉の協約権をもっているものが，個々のロ ーカル組合で

なく ，また全国組合で・もなく ，主として地区組織である。乙の乙とは最

近のはなはだしい労働不足，特 IL熟練工不足を背景として，組合が地方

情勢IL応じ各個撃破的 IC組合員の賃金や労働条件を引きあげる時K . ユ

ニオン側に有利な条件を形成しうると考えるからであろう。

(3) 第 3 1C最近の建設業関係労働協約で特徴的な乙とは，協約の期聞

が比較的長期化され. 3年一5 年が普通となっている乙とである。それ

とともに協約には，あらかじめインフレの入手不足を見越し ，向う 3 年

間の賃金引き上げを定めているものが非常に多いという点である。

(4) 第 4 1C建設業の労働協約では，賃金，労働時間，作業規制などの

一般労働条件に関する協約は厳格であるにもかかわらず，一般産業の労

組に見られるような退職手当 (Severance pay) や有給長期休暇，年

次休眠 (Vacati on and l ndustri al  Sabbaticals) を規定しているも

のは極めて少ない。

もっとも一般産業の場合でも ，養老年金や健康および福祉基金により

大きな期待をよせている労働組合の場合ICは，乙うした条項を労働協約

lζ 盛り込んでいるものは，それほど多くはない。しかしそれでも ，たと

えば退職手当条項について見ると ，乙れを労働協約に取り入れたものは，

一般産業関係では. 1955- 56 年調査( 労働省労働統計局〕で合計 266件

( 全体の 165的 も あ る 。乙のうち最大のものは，鉄鋼，通信および電気

関係の労働組合であって，建設関係は全く存在しないといってよい。も

っとも建設業の関係でも ，現場技術者組合の場合には，退職金基金を設

置して，付加給付を定めているものもあるが，乙の乙とは建設業におけ

る雇用関係が一般に短期的であり ，一般産業におけるごとく長期雇用が

少なく ，一時的雇用の性格が強い乙とに関連していると考えられる 。

乙の乙とは建設業の労働協約では，一般にアメリカ産業の労働協約で重

視されている長期勤務者の優先雇用綴 ( Seniori t y) K 関する規定がほ

とんど見当らない乙とにも関連していると恩われる。

(5) 第 5 1ζ 労働協約には，ほとんど例外なく「徒弟教育訓練」条項を

含んでいるが，その方式も請負業者と組合の両者会同による「合同徒弟

教育委員会J (J oi nt  Apprent i ceshi p Co mmi t t ee) が管理巡営する

という方法をとっている。建設業の徒弟訓練教育における最近の事情と

して注目される点には次の 2 つがある 。

(a) 徒弟訓練教育の人員を増大する乙とについて ，政府，業界がやっ

きとなってその大幅増員を期待しているのに対し ，組合側は慎重で，む

しろ保守的といってよい態度をとっている 。

(b) 熟練職人( ジャニーマン〉に比較しての徒弟の給与割合を急速に引

き上げている。

(6) 第 6 1ζ 人種問題をめぐる立場では ，依然その差別観を変えていな

い。アメ リカのクラフト ・ユニオンが人種差別の偏見をもっている乙と

は歴史的なものであり ，珍しいものではない。しかし一般産業の労働組

合( 特に鉱業，鉄鋼，自動車，電機など) は，すでに実際にも多数のマ

イノリティ( 黒人，プエルトリ コ人，メキシコ人，東洋人) の雇用が既

成事実となっていたので. 1930年後半頃からとれを認めざるをえなくな

り，特K . 大産業をもっ工業諸州で・「公正雇用慣行法J (F air E mp-

loymen  t  Pr acti ce  Act) が成立して以後は，公然と人種差別反対を打

ち出しているのが普通である。しかし建設業のクラフト ・ユニオンでは，

そのク ロー ズド ・ショップ制の傾向とともに ，乙うした人種差別の傾向

は依然として根強く ，現在においてもあまり変更されていない。

(7) 第 7 1 C労働協約によって，協約中の産業平和は強く維持されるよ

うになっているが，その代りに労働協約の改訂期における団体協約条項

をめぐる紛議とそれによるストライキは増大している。

4. 

労働慣習・協約

強力なクラフト ・ユニオンの組織力を背景とするアメリカ建設業の労

働慣習は，歴史的にも ，また今日でも ，わが国と異なる多くの特徴をも

っているが，そのうちでも注意すべきものは，次のような諸点である。

(1) 第 11C. 労働管轄権がやかましいばかりでなく ，厳格な職種別作

業規制が行なわれている。

熟練、職種としてのクラフト ・ユニオンが自らの特別な労働条件を維持

するために ，労働協約のクロ ーズド ・ショップ制とならんで，排他的な

労働管轄権維持を重視している。ところが作業規制についても，クラフ

ト・ユニオンは熟練職種の労働条件を維持するという立場からきわめて

これを重視している 。

作業規制のうちには，大工1誌の手鋸，電気工具類を雇用主の使用に提

供してはいけないとか，フォアマンは仕事の指揮はできるが作業に手を

出してはいけないとか，いうような作業条件IC関する事項を定めたもの

もあり， また超過時間労働や，交代制労働 K 関する規定も含まれてお

り，職種によって複雑である。しかしいずれにしても ，作業規制が組合

の立場からすれば，雇用機会を多くする乙とと熟練労働者の技術水準を

高く維持する乙と( 悪くいえば，その独占的地位を維持しようとする乙

と〉にあった乙とは，いいうるであろう。組合が作業規制を雇用主IC対

して要求する主たる原因 ICついては，次の 4 つに分けて考える乙とがで

きる。

(1) 技術条件の変化または市場が縮小傾向にある産業のために ，雇用

が縮小傾向にある場合

(2) 雇用 K 断続性がある場合

(3) 組合が交渉で非常 lζ 高い賃金と労働条件の獲得に成功した場合

凶作業規制を行う乙とによって組合の大部分の者IC利益をもたらし

うる場合

である。そして建設業の場合には雇用の断続性というととが，作業規

制を強くおしすすめてきている大きな原因であるといわれている。建設

業のように雇用 IC断続性のある業種では ，組合員は短期聞に仕事につい

たりやめたりしなければならないので，どうしてもできるだけ仕事を長

続きさせようと願うよう ICなり ，作業規制によって少しでも雇用機会を

多くする乙とは ，考えうる乙とである。さらに組合の立場からすれば，

せっかく交渉によって高賃金を協約でとりえたとしても ，そのために労

・働強化や超過時間労働が課せられては，賃上げは全く尻抜けとなってし

まうと考えられるからである。

と乙ろで具体的に作業規制にはどのようなものがあるかについては，

通例次の 4 つの種類があげられている。

L  組ないし機械あたり人員の規制

2.  日あたり ，週あたり生産量の規制

3.  1人あたり作業所要時閣の延長

4  同一作業の反復による不必要作業の追加である。

さら IC.

5.  i 職種による作業義務の制限」

6.  i 過剰組員雇用の要求」

7.  i 新型機械工具の使用禁止」

8.  i不必要の待機人員の要求J

9. i ノルマ規定の緩和」

などがあげられている場合もある。

内 山 尚 三 (  ｲｾ 悶総合研究」第四巻第 Ｒ 号，第 Ｓ 号，第 Ｔ 号よ り 〉
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建築生産におけるシステムの展開と方向

徳 永 勇 雄

1. 背 景 ・文・1

「商社 ・銀行のシンクタンク出そろう J ( 日本経済新聞 ' 46

8. 11) として伊藤忠商事，第一銀行 ・日本勧業銀行の両グル ー

プは ，10月 1 日にグループのシンクタンク( 頭脳集団) センチ

ュ リー ・リサ ーチ ・センタ ーを発足させるととになった 。 との

センチュリ ー ・リサ ーチ ・センタ ーの発足で銀行，商社を事bと

する情報産業への進出は一応出そろったことになるわけで ， 日

本の情報産業も創設期を終え，発展期を迎えようとしている。

( 表- 1参照)

表- 1 銀行，商社を中心とする情報産業一覧

三菱総合研究所 45年 5 月 設 立

芙蓉情報センタ ー 45年 5 月

"  

三井情報開発 45年11月

"  

住友ビジネス コンサルテイング 46年 3 月

"  

東洋情報システム 46年 4 月

"  

センチュリ ・リサーチ ・センタ ー 46年10月 発 足

電算機による計算受託，ソフトウエアの開発 ・販売 ，各種プ

ロジェク トの調査 ・研究，システム開発 ，流通 ・交通問題 ，情

報関係 ，地域 ・都市開発，厚生問題 ，エネ J レギ一関係などをお

もな業務とする乙れらシンクタンクの成立と発展の可能性は ，

まさに「システ ム的思考」の定着と一般化の趨勢を背景にして

いると見るべきであろう 。

現在の経済社会は ， 物財生産を中伎として形成主れている

「工業化社会」であるが，前次「脱工業化社会J !ζ 移行しつつあ

るといわれている。情報産業の発達を通じて形成されると考え

られるとの 「脱工業化社会」への移行は ，産業，企業に強い影

響を与えずにはおかない。そこでの変貌は ，たとえば，従来の

発生系統別とも恩われる産業情造の第 1 次，第 2 次，第 3 次産

業といった産業区分や ，製品性格 ・原材料や生産技術体系によ

って区分された財貨中心の産業分類の改善を迫る形で進展しよ

う。かくて ，乙れからの企業は ，従来の狭い領峻を守る姿勢か

ら脱却 し， i 境界領域」への進出を図るとともに ，社会経済全

体の動き ，市場構造の変化の方向を但鑓 して，それに適切に対

処できる柔軟な姿勢と ，長期的計画 Iζ もとづく具体化が必要と

されよ う。

ーのととは ，具体的には各専門領域から関連分野へ，新規分

野へと領域を広めるかたちで住宅市場関連の事業に進出した企
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業が，衆知のどとく ，建設業者や不動産業だけでなく ，総合商

社 ，一般機械，電機，繊維，製紙など製造業，鉱業，金融保険 ，

はては月賦百貨居から 流通販売業界などに至るまで ，各業界の

大手企業が直営ある いは関係会社として業務連携強化の形をと

ったり ，系列会社企業の集団という形態で参入 しよ うと し，そ

の攻略戦はかなり激烈の度を極めている事実からも推察するこ

とができる。

2. 構造より機能へ一一 システム的転換一一

筆者はかつて ， 建設産業再編の問題を産業構造論的視点か

ら，産業機能論的視点、にうつして産業組織論への手掛りとして

議論を進めたことがある・文九具体的には ，建設産業の構造的

特性を踏まえた上で ，建設産業が生み出す製品としての不動産

の機能を流通機能の側面よりとらえ ， i 不動産の流通J IC: 対応

する建設業者の機能的はりつけを行なってみたのである。

乙のような分析はまさに ，最終需要者の要請に応じ ，機能的

な目標のもとに土木，建築 ，木工 ，金属加工 ，窯業 ，エネノレギ

ー， 電機，一般機械 ，合成化学，燃料およびコンサルタ ン卜 な

ど多様な業種が有機的 lζ 複雑に絡み合い ，システ ムを組み ，そ

乙から最大効率の方式を選択する「複合産業J ，ζ 対応するもの

であり ，システム的転換の一例と考えてもよいであろう。

「不動産」・を流通主体 とし て考えた場合 ， 総合建設業の機

能を問屋的性格を強くもっているものとしてはりつけてみた。

( 表- 2参照) ζ の表- 2 と建設材料を主軸にした フロー チャ

ート ( 図- 1戸文ー3 とを比較すると興味ある共通条件を見出す

ととカまで= きょう。

た とえば前節で触れた他部門参入業者の問題は ，どの部門で

不動産流通のイ ニ シアチプを掌握するかの速動とも理解しうる

し，もっ と端的にいえば，その商品 ( 不動産〉の価格決定のイ

ニシアチブを自己の属する流通部門の内部にいかに引き寄せる

か ，あるいは価格決定のイニシアチブを内包する乙とができる

かの問題である とみる乙 とができょ う。

「と乙ろがわが国の建設業では見積りの問題がそ う重視され

ていない。 との場合，価格形成に決定的な影響- を与えるのは ，

発注者側の予算であって ，見積りもしたがって ，発注者側では

比較的重視されている 」・文4 実情が従来建設業界内にある乙と



( 主事実である 。

乙の乙とはたしかに価格決定のイニシアティブを握ろうとす

る動きと矛盾するものである。しかし近年建設業界内において

も発注者側より建設業者側 iζ イニシアティプを移行さ せようと

する努力と試みが急速に高まりつつある 。 たとえば現在の原価

要 素 ( 材 料 費 ・労 務 費 ・外注費の経費) といった分類が施工段

階における原価管理方式* 文るにとって，また建設企業におけ

るコス ト分析・文もにおいて適当でないとして ，原 価 要 素 lζ 工

事 別 ・注 文 別 ・部 位 別 を あ げ，それら三者の関係をシステム ・

モデノレとして考えようとしている研究などが見えてきた。

表- 2 問屋が流通支配者となるための条件

メ ー カ ー |  商 社 ・ 卸 ・問 屋 | 小 売 消 費 者

材 料 業 者 ・部 品 業 者 ・専 門 業 者 |  商 社 ・総 合 建 設 業 石一 一 | 不動産企画者 ・不動産業者 |

・生産者の条件 ・生産者がつくる製品の ・問屋自身の条件 ・小売業者の条件

①経営規模 ・生産規模が零細であ 条件 ①問屋の販売後能が，生産者の販売機能を ①経営規模 ・販売規模が零

るζ と ①製品の規格化がなされ 上回っているとと 細である乙と

②その零細生産者の数が多い乙と ていない ζ と l ②十分な在庫機能によって，生産者におけ l ②小売業者の数が多い乙と

①手工業的 ・個別的な生産が行な ②広告その他の手段で事 | る継続生産と需要の季節変動とのギャッ |③扱い商品の種類が非常に

われているとと 前販売が行なわれてお | プを埋めている ζ と |  限定されている単品小売

①製品の規格化が行なわれていな らず，製品の名前があ 1 ③問屋による配送が，生産者による配送よ 1 屈である乙と

い乙と まり売れていない乙と りもあらゆる点で効果がある乙と @資金の弱体

⑤広告力が弱い乙と ③製品の販売価格が安け @生産者に対する金融援助ができる乙と ⑤経営能力 IC乏しく ，だれ

⑥営業部門を欠いているか，ある れば，高いものより問⑤リスクの負担ができる乙と かの指導を必要としてい

いは営業部門をもっていても， 屋の影響力は強くなる . ⑤情報に精通している乙と るとと

単なる問屋との折衝窓口として 可能性がある |⑦小売商のマーチャンダイジングを援助で ⑥小売業者が生産者により

の機能しか果たしていない ζ と③ハンドリング ・コスト | きる乙と 組織化され，直接に把握

①資金力の弱体 の安い製品 |③小売商に対し信用の提供が行なえる乙と されない乙と
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かくて不動産を主体とした流通の機構を ，たとえば上述のよ

う に 価 格 形 成 の 機 構 の 分 析 と あ わ せ る な か で ， 建設業の機能

(Bl ack  Box) を明確にする乙と もモデ J レ的には ，可能で・あろ

つ。

建設産業にとって ，たとえば住宅産業 ・都市産業といった概

念の発生は ，建設産業に とってテリトリー の拡大として受け と

めるのか ( 新し い総合産業 としての建設業) ，それと も縮小と

して受けとめるのか( 他部門企業の参入により既存の建設業は

そのなかで、駆逐され，限られた工事分野に追い乙まれ斜陽化す

る) ，といった問題を建設市場の単なる畳の拡大としてとらえ

るのか ，システム 産業といった新しい テリトリ ーからの建設市

場 の 移 行 として把 えるのか といった建設市場 ( 不動産 需 要) の

構造認識 と，参入障壁の低い産業特性に基づく企業閣の競争 ・

同盟 ・系列の問題なのか，生産集中の問題なのかといった建設

市場における行動を見極める上からも ， 乙の機能論的システ ム

的分析が必要とされる。

3. 建築生産のシステム的展開

- システムとは何か

システムの定義は， M. D.  Mesarovic  に したが え ば，

S = X {V
i

:  i←I }  

乙乙 lζ S : システム

V : 要素の集まり

V =  (V
i

:  i← I ) とする

1 : 乙の集まりの標数の集合

X :  V
i の閣の直積

とされる。
ζ のことを換言すれば ， I システムとは ，関係づけ

られたものの集まりである」とか「システムとはいくつかのも

のの聞に成立つ関係のパタ ー ンである」という ζ とができる 。

乙のような一般的な定義をかざしたとき，われわれ周囲でシ

ステム的関係の存在しないものの集まりを見出す乙とはきわめ

てむずかしい 。にもかかわらず今日シス テムという 言葉が強調

される例の多い乙とは，システムが単なる形容詞としてではな

く以下のような意味を含む概念として採り上げられているとと

ろにあるホ文子。

(1)  異種異質の機能を持つものを合成して ，より広く価値のあ

る機能を生成する( 機能の合成)

(2)  ある機能がいかなる機能部分の結合によって構成されてい

るかを分析する( 機能の分解)

乙のような意識あるいは意志が共通するもので乙の思考原則

にも とづいて作 りあげられた もの ，あるいは見られたものがシ

ステムとして強調して呼ばれるものの内容である 。

・建築生産のシステム化

建築生産という用語が，ちかどろ計画 ・設 計 lζ 対する施工と

い った従来の用 語に取っ て かわって独自の主張・文』を行なう

ようになってきた 。
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建築生産論の指向するとと ろは ，現在までに明らか になった

と ζ ろでは， I 乙れが従来のいわゆる『施工』だけ を意味して

いなく て， 設計も材料 ・構 造 ・経 済 etc も含んで ，何らかの視

点、から ，建築を作るという行為全体を一貫的にとらえようとし

ている乙とである 。乙 の場合，何らかの視点というのは必ずし

もはっきりしないが，たとえば経済的合理性，建築目的への科

学的な適応性つまり居住性や安全性の向上などがあげ られるだ

ろう。 また一貫してとらえるという姿勢を通じてうかがえるの

は，科学としての建築学が専門分化の広がり と深さをますま す

加え て いくのは応じ て，乙れを横につなぎ一種の総合的な再編

成を試みていると解せられる点である。 J ・文 .9

乙のような建築生産論の指向はまさに「 ケオス( 混沌〉 から

システムへの変容を指向するものと考える乙 とができ，その場

合 ，集団要素! と対する行動や作用の制約と要素聞の関係 の規 定

を明らかにする乙と! とよって変容を示す乙とになる。」・文・7とい

ったシ ステム科学の指向性を求める乙 とlζ 通じるわけである 。

乙の場合，いかにして行動とか作用を制約し関係を規定して

いくのか一一システム J レールーーが問題となる し，そとに生産

論のシス テム 設計上の問題点が内包され よう。わが国初の超高

層 プ ロジェクトである 霞が関 ビルに代表される生産設計の重視

の実例を上げるまでもなく ， とのシステム的思考 は，企 業 経 営

の立場からは「原価情報の管理 と活用」・文・ 10 といったシステ

ムルールの 開発がな され，建設産業の構造的解明 ，建 築 生 産 プ

ロセスにお ける業務 ・職能の分析などの成果の上に ，組 織 論 ・

管理論ひいてはコミュニケーションの問題等々がシステムの問

題として考究されているわけである噂文ー11 。建築生産論におけ

るシステム的研究はハ ード な技術の高度化にともない ，今まさ

にソフトウ ェア の開発と同時にそれのカタログ化 ，共 同 利 用 化

が今まさにその絡についた段階であると みられ よう 。

建築生産行為 を考える場合，常! と問題にさ れるのは市場の特

性と ，産業の組織上の特性である。この二つの特性を有する建

築生産行為のシステム化の J レー J レの基盤 lζ は，不動産に対する

( ストックと フロ ーを含めた意味で〉社会的 ・経済的対応の仕

方でいくつかの トー タルシステムの仮説が存在するであろう。

ミク ロな意味での ，また ，サブシステムとしてのシ ステム 設 計

lζ 対し ，こ のような マ クロな意味でのシステ ムモデノレの考究も

公 害 ，保存，開発等々の問題 を踏まえて乙れから重要性を増し

て くる 乙とを見逃すわけにはいくまい 。
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拡底ビア工法の機械化施工

o. J. P. 工

佐 {自 晃

長近，土木建築構造物は超高庖ビ J レをはじめ

ますます大型化する傾向にあり ，また，建設用

地の獲得難という社会的悪条件も重なって，こ

れら大型構造物を軟弱地盤上に建設せぎるを得

ない場合が多くなっている現状である。

一方，工期的な制約，あるいは地下工法の安全

性の観長から ，大規模な地下工事における逆打

工法の検討は常識化するものと考えられ，構造

体の長期荷重のみならず ，逆打鉄骨建方時の短

期的な荷重を支える仮設ピアについてみて も，

1  ; 本当りの支持力の大きなものが要求されるよ

うになってきた。

乙乙に紹介する O. J .  P 工法 (OHB A YA

SHI -J UMB O-PI LE ..... 大林式大口径拡底ぐ

い) は ，乙れら大型構造物j のきわめて大きな柱

軸圧力を処理し得るピアとして . (，附大林組，三

菱重工業側，三菱建設附の三者が共同で開発し

た新工法であり ，各種の大規模な実験工事を経

て，すでに東京神田の主婦の友ピ J レ新築工事に

おいてその笑用化 IC成功している。

一般的に構造物の基礎ぐい工法を大きく分け

ると ，既製くいの打込，圧入あるいは帰入によ

る工法と ，場所打コ ンクリ ート くい工法の 2 種

類となり ，後者はさらに深礎工法，潜商工法な

ど人力掘削による工法と ，ベノト工法，アース

ドリル工法，リパースサ.ーキュレ ーシヨン工法

など機械掘削による工法に大別され，安全性あ

るいは昨今の深刻な労働力不足から ，持員械掘削

工法がとくに注目されるようになってきた。 fこ

だ，現在のと 乙ろ乙れら工法による基礎くいの

最大径は普通 1. 5m- 2. 0 m程度で ，大容量の基

礎くいとしては支持力の不足する場合が多かっ

7こ。

O. J . P工法は ，従来の三菱ベノト機 ( MT

- 1  ) を改造し，拡底アタッチメントの取付を

可能とし ，所定地盤まて台柱部分はベノト工法

により掘削 (径 1. 5mφ ) ，ついでベントナイ

ト泥水工 法1<:: 切替え ，拡底アタッチメントによ

法

り底部を 3. 0mφ に鉱底し支持面積の増大を計

っており，経済的にして安全確実な大口径の場

所打 コンク リー トピアを築造し得る。

O. J . P工 法 概 略

工法の概略を以下に述べる。

① 1. 5mφ ベノト掘削 (図 1 参照)
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削は原則とし

て空掴りまた

は被圧水の大

なる場合は清

水掘削とする 。 .ト1主主戸

図 1 ベノト掘削

② ケーシング引妓，拡底アタッチメント取付

(図 2 参照)
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を充たしてか

らケ ーシング

を 5 - 6 m引

抜く 。ついで

ハンマ ークラ

ブを取外し ，

拡底徳削アタ

ッチメントを

1  

ｾＷｌＮ底ビット

図 2 拡底アタッチメン 卜取付

③ 泥水銀首IJ により拡底 (図 3参照)

ベントナイト泥水により 孔壁の崩壊を防止し

つつ ，拡底ビット lζ より先端部の土を切削拡底

する c 切削された土砂は ，ベントナイト泥水と

施 工 部 門

ともに拡底ビ

ット駆動軸兼

用のパイプ中

を通り，エア

リフト工法に

よって吸い出 伊

される。拡底

ピットの操作

エ7 リフト

パ イ プ 守

ペーケー ="':"'7

;足Aι

は油圧機構に

辿動され ，拡

ｊ た ｲｾ 主じＢＧト

底部の断面形

状はすべて自

動コントロ ー

三ｾ
図 3 拡 底

J レ』とより正確に保持される。

④ 拡底完了 (図 4参照)

切削拡底が

完了すると ，

くい先端は円

錐形となり ，

段先端部は直

径 3 mとなる。

拡底アタッチ

メント取外し

後必要に応じ

拡底部壁面形

状の超音波探

査を行なう。

I  : :，)  11 I 、) . . / ピライい-

ｾＮｊｬ｜Ｎ＠
寸}wμ

μ 必J

図 4 拡底完了

⑤ コンクリー卜打設 (図 5参照)

孔中 lζ 鉄筋

篭を入れ ， ト

レミーパイプ

lとより コンク

リー卜 を打設

する。完成し

たくいは台柱

部直径 1. 5m.  

先端部直後 3

m となる。 図 5
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以上の工法説明で、わかる通り ，先端をノ ーケ

ー シングで拡底切削する際の引農の崩域防止が

乙の工法の生命といえる。乙のためにはベン ト

ナイ ト泥水の羽屋保護作用の持続状況を科学的

に把握する必要があり ，ζ れについては ，OWS-

SOL ETANCHE 工法における泥水管理の経験

を十分に生かし ，当社で開発実用化 している泥

水効力判定法による土質に応じた科学的泥水管

理を実施するととにより ，一切心配ない乙とが

証明された。なお実際と拡底壁面の掘削状況を

確かめるためとくに開発実用化した超音波探査

による孔壁形状の測定装置は，実験工事にて実

際 IC掘り出した拡底部試作体形状実測により ，

測定結果が非常に正確であるととが証明され，

今後もその威力を十二分に発揮するもの と考え

られる。 図 6 Iζ 拡底壁面超音波測定装置の概略

を，図 7 I己実験工事( 当社大阪機械工場敷地内

にて実施〉におけるくい試作体( 先端拡底部)

の実測寸法図を示す。

本工法に使用する機械装置について ，どく概

略を説明する。

(1) ベノトマシン本体

本工法におけるオールケ ーシング掘削 ，先端

拡底切削を行なうために大型ベノトマシンを使

用する。本ベノトマシンは従来から市販されて

いる三菱重工業製三菱ベノ トM T- 1型機IC本

工法のために若干の改造を加えたものを使用す

る。本機は台柱部分をオ ールケ ーシングノ、ン 7

ー グラプで掘削し ，先端拡底装置を装着し ，乙

れを駆動させる装置ケ ーシングを引抜くための

よう動装置をもっている。

(2)  先端拡底切自IJ 装置

先端を拡底切削するために使用するビッ卜は

写真に示す通りかさのように徐々に聞きながら

回転するもので， ピットの開閉は油圧駆動にな

っている。ピット lζ 回転駆動を加えるロッドは

地上のベノトマシン! と取り付けられたタ ーンテ

ープルによって回転される。また乙のロッドは

切削土砂をエアリフトによるリパースサーキュ

ー レーション工法で地上に排土するための吹上

げパイプの役目も兼ねている。

(3)  クレーン

各種機械の組立て解体，鉄筋かごの吊込み，

トレミ ー管の吊降し，その他の荷役K 供ーするた

めに ，中型の移動式クレ ー ンを必要とする。

(4) 超音波による孔壁面形状探査装置

前述の通り ，拡底切削完了後，超音波探査に

よる羽J 壁面の形状計測のためベントナイト泥水

中に超音波の発受信装置を孔の中央に吊り降

し，孔壁面における超音波の反射を利用して孔

皇室の崩壊状況を測定し ，ただちに地上に記録装

置により紙面に孔壁の形状孔の大きさが記録さ

れる。

(5)  その他コアリフト工法採用のため，次のよ

うな機器が必要とされる 。

エア コンプレッサ ー

1O- 13nr /mi n x  7kg/cni  

機 械 装 置 の 概 略

一一一一一一一r

図 d 超音波による拡底部探査
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図 7 くいI i t 作体{ 先端拡底部) の実測す法

本 工 法 の 特 徴 ，応 用

(1) 大口径場所打べノトピアの築造

実質的に在来の 1.5m- 2 . 0 mφのベノトピア

から 3. 0mφ 以上のベノ トピア の築造を可能と

した。現在2. 0mφー→4.0m φ拡底機製作中で

ある。

(2)  工費低廉

拡底掘削装置のみを新造すれば在来の大型ベ

プレパク トポンプ用ミキサー

0.3nr x  2 達 成

水中サンドポンプ

100φ - 150φ級 1 - 2 台

④ 水中ポンプ 50φ 級 1 台

⑤ トレミパイプ，ホースほか l 式

拡底作業状況および拡底ピット詳細を図 8.

図 9 K 示す。

l 台

② 

① 

l 台

① 
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図 10 高層ビルの逆下げ地下工法

ノ ト機械をそのまま利用でき ，くい先端都のみ

を円錐状11 : 拡大するので，全体としてピア掘削

土岳ならびに コンクリ ー ト使用f立が少な くてす

み， ピア自室の低減 11 : も役立つ。ぎた ，構造

体についてみれば， 1 ピア l コラ ム方式が可能

で，基礎および地中梁断面が経済的になる。

(3)  工期短縮

本工法lζ よれば，在来の 1. 5mφ ベノ トピア

4 本 lζ 対 し拡底ピア 1 ; 本でよく ，全体の工期を

短縮し得る。また，拡底専用機を併用 し， 拡底

アタッチメン トの着脱IL要する時簡を節約する

ととにより ，さらに工期短絡が可能である。

(4) 確 実 性

台柱部の掘削はオ ーJ レケ ーシ ングベノ ト工法

によるため，孔壁の保持が確実で，拡底部もベ

ントナイト泥水工法によるため，孔壁の崩壊の

危険はない。また，泥水循環は エアリフ ト工法

によるため，底部スライムの心配はない。( 試

作体締り出し後の拡底々部土質試験およびボー

リング結果11 : より確認されている) 施工時は科

学的な泥水管理と必要に応じ壁面超音波探査を

実施し，常 11 : 施工の確実性を期している。

(5)  地下水の多少に影響されにくいこと

在来の深礎工法などに比し ，水中掘削の可能

な機械掘削工法であり ，軟弱粘土地盤での ヒー

ピングや，砂質地盤での多量の湧水処理に悩ま

されるなど，土質と地下水の条件 lとより適用範

囲を狭められる乙とがない。

(6)  無音無援動工法

騒音，振動なとの公害を緩和する工法として

の場所打コンクリ ー トピア工法の特色を持って

いる。

(7) 地下逆打工法への応用

本工法の大きな応用面として，超高層ビ J レの

工期短縮工法への利用がある。すなわち ，深い

地下を持つ超高層ビ J レの場合，従来のように基

礎から順11 : 建て上げる工法では工期が非常 11:長

くなるので，図10のように地盤面の 1階床をま

ず構築してから上部構築と平行して下部構築を

行なう ，いわゆる逆下け. 地下工法によって工期

短縮を図る乙とが必要となる。乙の場合に各柱

直下lζ は基礎が完成するまでの上部構築物を一

時仮受けするピアが必要となるが，超高層 ヒ勺レ

になると乙のピアの支持力にはきわめて大きな

ものが要求される。従来の小口径場所打ちぐい

では，これを満足させるものがなく ，逆下げ地

下工法のメリットを十分発鐸できない湯合が多

かった。乙の点，本工法の出現は，今後の超高

層はじめ大型建築物の工期短縮 lζ 大きな役割を

果fこすものと考えられる。

結 び

軟弱池盤上の大型構造物基礎築造の一つの解

決法として， 0 ， J .  P 工法は今後も注目されて

いく乙とと思うが，実績の積み重ねにより ，なお

一回の改善，工夫に努めていき たいと考える。

最後lζ 絶大な熱意と最高度の技術を投入 して拡

底機の機構開発を担当された三菱グループの各

位 IL敬意を表する。

( さえき あきる K K大林組工: Q 邸技術課〉
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月間の動き

日 本 建 築 協 会

口昭和46年 8月分 口

4

2

 

25日 4 時- 5 時 於 会 館 集 会室

出 席 者 福 田 副 会 長 ほ か 13理事

議事(1) 1建築と社会 ω0 号記念」特別委員会委

員委嘱の件

(2) 大阪市街地再開発促進協議会理事就任の

件

(3) 名誉正会員推せんの件

(4) 入退会者承認の件

(5) 報告事項

出 版 委 員 会

建築基礎工法と実例幹事会

2 日 6 時- 8 時 於 会館 3 階会議室

出席者 山肩委員長，多々見幹事

議事(1)校正作業について

(2)第 3 部資料綜について

9 日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者ー 山日委員長，山口，多々見幹事

議事(1) 校正について

(2)出版工程について

23日 61時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者山肩委員長，山口，多々見怜事

議事 Ｈ Ｑ Ｉ 資料ｾについて

(2)出版工程について

31 日 6 時- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 山 肩 委 員 長 ，山口 ，多々見幹事

議事(1)第 l 部の校正作業につい一

(2)出版工程について

(3)P R方法につ いて

教 育 委 員 会

新しい事業小委員会

5 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 白 井 副 委 員 長，小西幹事ほか 3 名

議事( 1) コンビ ューターに関する講習会企画につ

いて

(2)風力係数に関する講習会企画について

(3) 大学の若手学者による講習会企画につい

て

(4)そのほか

「建築とコンビューター講習会」企画委員会

18日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者藤野企画委員ほか 5 名，白井副委

員長，小西幹事ほか 4 名

56 

議事(1)建築と コンピュ ーターの応用範囲の現況

について

(2) 建築と コンピュ ーター講習会の企画につ

いて

(3) そのほか

27日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者藤野企画委員ほか 6 名. EJ 井富IJ 委

員長，小西幹事ほか 3 名

議事(1)諮義科目と講義l時間について

(2)講師について

(3)テキストの作成と執筆などについて

(4) 講習の内容などについて

(5) そのほか

編 集 委 員 会

1600号記念」編集特別委員会

9 日 12時半- 3 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 滝 沢，岡田 ，坂本，垂水，三輪，

安田( 孝弘安田( 丑) 各委員

議朝日委員長，副委員長の選出について

(2)基本方針について

(3)今後の進め方について

(4) 次回委員会開催日について

(5) そのほか

委 員 会

9 日 4 時- 6 >>寺 於 会 館 集 会 室

出 席 者 安 田 理 事 ほ か 6 名

ゲスト 鳴海邦硝氏

議事( 1) 9 月号=1軟弱地盤と震災」特集経過報告

(2)10月号 =1変貌する建築生産」特集報告

(3)11月号= 1第 18回青年技術者J 特集報告

(4)12月号= 1自然とレジャ空間J 特集報告

(5)  1月号= 1冬季オリンピックと札幌」特

集( 仮称) 幹事会報告

(6) 2 月号= 1ω o号記念」編集特別委員会

報告

(7)そのほか

作品作風小委員会

16日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 平 内 主 査 ほ か 2 名

議事( 1)10月号作品選定

(2)11月号以後の企画

作品作風担当委員会

26日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 小沢委員ほか 2 名

議事 10月号作品決定

座談会 ( 広告企画)

30日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者岡村( 日建設計) .  村尾( 竹中工務

庖) . 中山( 坂倉建築研究所) の各氏

議 事 デ ザ イ ン シ リ ーズ第 1 回企画検討

事業委員 ｾ

若い会員の集い分科会

10日 6 時- 8時 於 会 館 3階会議室

出 席 者 岩 永 委 員 ほ か 3 名

議事(1)あたら しいま ちの企画につい一

(2) 現地視察について

若い会員の集い小委員会

24日 6 時- 9 時 於 広 田 家

出 席 者 北 垣 ・柳正副委員長，佐々木幹事

ほか10名

議事( 1) 係 5 回以降の事業企画について

(2) そのほか

委員会終了後，同所に於て懇親会を開催した。

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |  

委 員 会

18臼 6 時- 8 時 於会館田集会室

出 席 者 井 上 ・松村副委員長ほか 3 名

議事(1)原稿調獲チェックリス トに ついて

(2)本年度発行シ ー卜の工程について

(3)合本の発行について

(4)そのほか

建築データシート合本編集打合会

25日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 伊藤幹事，酒井委員

議 顎1)編集方針について

(2)ファイルのデザインについて

住 宅 委 員 会 |

住宅展小委員打合会

238 6 時- 8 時 於 本 み や げ

出 席 者 湯 浅 主 査 ほ か 4 名

第 8 回「よろず相談住宅展」の反省と次回の

会場計画そのほかについて協議のあと ，問所

において懇親会を開催 した。

見

........ 

ザー

4 企h

コ'"

大石寺正本堂建立工事の見学と富士五湖めぐ

り

6 日・ 7 日の 2 日間

正本堂建立工事

設 計 附 述 合 設 計 社

構 造 担 当 青 本 繁 研 究 室

設備担当 ( 附桜井設備研究室

監理 ( 附述合設計社

! J UI 工共同企業体

大成建設( 附( 州大林組

鹿島建設附清水建設( 附

( 附竹中工務庖 戸田建設附

参加者 23名

大阪市教育青年センターの見学会

13日 3 時- 4 時半

設計 ・監 理 大 阪 市 建 築 局 . ｾ附大阪建築事

務所

施工 ( 附浅沼組

参加者 11名

流通機構の未来をひらく

大阪紙文具流通センターの見学会

( 本会，大阪府建築士会 ，日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

20日 l 時- 5 時

設計 ・監理附安井建築設計事務所

附小河建築設計事務所

( 闘中島建築事務所

施 工 野 村 建 設 工 業 側 側 奥 村 組

前 回 建 設 工 業 側 附 森 田 組

側竹中工務底 日産建設闘

参加者 25名



講 }実

都市環境問題講演会

. 6.  

=  

( 本会 ，大阪府建築士会，日本建築学会近畿

支 部 共 催 )

26日 ＱＲ 時半 ｾＴ 時半

於大阪商工会議所地下 l 階会議室

ア - 7

都市環境の悪化をどうと らえるか

講師

林 雄 二 郎 氏

( 東京工業大学教授 ・社会工学)

村 野 賢 哉 氏

( 組織工学研究所副所長 ・NH K解説

委員)

都市環境 と建築計画と エアコンの関連

高 間 三 郎 氏

( 設備建築家)

聴 講 者 135名

関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議

事務局打合会

27日 l  時半- 3 時半於大阪建設業協会

出 席 者 共 催 8 団体事務局員 12名

議 事 第12団関西都市 ・住宅会議開催要項その

ほかについて打合せ

i  4会 連 合」工 事請 負 契約 々 款 委 員 会 |

9 日 正午 ｾ ＲＱ 侍於 日本建築学会

本会より福田 ，岡田委員出席

建 築 業 務 基 準 委 員 会

24日 3 時- 5 時 於 日 本 建 築 学 会

本会より福田 ，山根委員出席

8 月 の 入 会 者 ( 敬称略〉

〔団体会員

偏西鋳物附

1 社〕

〔個人会員 18名〕

百 塩 英 夫 狩 野 忠 正 平 野 槽 幸

インティアム ・

秋 山 恵 一 菅 野 和 夫 チサワルザノン

上 回 陪 夫 米 田 勝 掲 口 久 義

植 村 孝 子 瀬 尾 光 治 向 井 克 己

植 村 正 明 : 田 中 喜 久 治 山 口 文 富 良

金 野 袋 一 i 建 問 浩 吉 田 賢

(i 佐会員 5 名) ( 氏名省略〉

構造技術者

構造デザインセンター

[ コ ン ビ ュ ー タ 引 あ り

一 般 !歓伏 j迎旦 . jijj- J  1  1! 在来|

大阪市天王寺区上本町 4 丁目 1 の 2

T E L  ( 768) 4 4 7 5  

11111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIr 

新しい空調システム " TACNES- HR"  について

竹中工務庖では，三菱重工業，三菱ヨ ークの

協力を えて ，大型 ピルにおける新しい空調シス

テム " T A C NE S - HR" の開発 IL 成功し

た。

乙のシステムは建物の冷房，暖房，給湯を同

時に供する熱源装置として，建物の冷却およびび

、

加熱の fたこめの熱E をヒ一トポンプを利用して低

温熱源より高温熱源 lにE汲み上げる作用』にζ より冷

水および

で，低温仮.IJ. 高温側負荷相互の不平衡時の不足

熱置を大気熱源に求める乙とを四季を通じて可

能とし ，建物内に同時に発生する冷却，加熱の

熱回収し，エネ ルギー消貨の重複をな くし装置

の成績係数を増大し総合的な経済効果を発揮で

きるようにしている。

T A C NE S- H Rは空気熱源 ヒート ポンプ

の空気熱交換器tc並列 lζ 補助水熱交換器を設け

る乙とによって熱回収を促進するとともに 冷

却，加熱熱量の不平衡時における不足熱量を空

ｉＭｾ＠

気熱交換器によって大気より補う乙とができる

ようになり，在来方式の欠点を全くなくした経

済的熱回収システムである。

. T A C NE S - HRの機器構成

( システム図参照)

システム図の太実線は冷媒の流れを示し ，一

点鎖線は冷房および暖房用の冷水または温水の

流れを示している。

本装置は冷媒圧縮用 コンプレツサーし 空気

熱交換器 2 . 主7 . l < 熱交換器，補助水熱交換器 4 .

受液器 5 . 膨張弁 6. 四路弁 7. 8. 冷媒管11

- 23. によって冷媒回路が形成され，冷水還ヘ

ッダー24. 温水還ヘッダー25. 冷水往ヘッダー

26. 温水往ヘッダー27. 主冷温水ポ ンプ28. 補

助冷温水一次ポンプ29，給湯循環ポンプ30. 四

路弁31. 32. 三路弁33. 34. 冷温水給湯管35 -

5UCよって負荷一次水回路が形成されている。

T A C NE S - HRシステム図

- 1 7  

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

空 調 設 備 の 頁

社〈
云式

号吾、

弓Z
陽朝

社

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

; 阪市北区中之ぬ 3 の 3 ｾ ｉｊ＠ H ビルディ ング

T  E  L  Ｈｾ＠ 長 ｾ Ｔ ｾ I  3  6  I  

大 阪 市 西 区 1: 佐 堀 通 り 4 の 8

ｔｅ しＨｾ 長 (448) I  3  6  I  
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T E L  代 表 (311 ) I  1  8  5  
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電気設備工事設計施工

電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

之 社 以 姉 川 正 男

大阪 d，Ｇ Ｑｾ Ｑ ，Ｈ， ＺＧＺｩ 利悦 ｬｩＮ J i l  八得地 '，l!: dfi大|以 (202) O:J 25 - 9 得
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電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 村 長 小 村 、 四 郎

n 大 阪 di 制 J;b 区 1-. ri ，i 尚北 1 - 2  

T E L (06)  452 - 1  1  5  1 ( 代

A

Q

E

 

エ藤エ太 陽

木
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社

設 計 - 施工

A

Q
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ネ来
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一
川

電 気 工 事

F: e 

電，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締f ' z社長 中 本 正 明

社 大 阪 di 城 東 区 野 江 点 之 町 : γ 1 1 .  .I i. 

屯 " 品 大 阪 (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

o  3 8 8 ・2 1  9  3  

大阪市城東区野江東之町三丁目ー- '，(i， r語大阪 (幻1)7004 

奈良県御所市御国泊 。3 6  0  屯 必 御 所 ② 2607 .  4259 

本

社

大 阪 ili 北 [ ζi : ':j .hi 町 1 6 爵 J也 ( 京阪急ピル)

従 JA 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)
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Q
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業
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エ

耳 ｌ 布。 ｦ 支社 ｴｾ

原粟6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 任 以 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 中 自 宅 町 1 丁 目 1 1  0 得 地

包 括 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東 京 町11品 川 区 西 五 反 田 6丁 目 25苦手 11 号( 似 品 ビ ル )

包 括 東 京 ( 491) 1746 ( 492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

?在 2舌 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 民

干上

1苫

電 気 工 事 設 計 施 工

血i
，、‘

林 敏

大 阪 市 -It 1'( f員三回r ;， () ( なヒル 7 防)

屯 話 ⑩ :l 6  i  1  1"¥:) 

- *京 都中央 1>( f  1 不 fE FH崎町 3 r  H  2  1ft .!也

泣 必 ⑪ 1 -1 i  8  U¥: 

111 由J ・1' [1 f史 Il'.i .  !界 . 1，';¥ 111 

社
株 式 会 社

本

支

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

ー 品 、 t - r=ヨヨ . e =  .J..ιι ｾ＠ ｾ向、』

} 支 il 号 電i ヌ¥. ' f . ホエ! ま

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 [ ( t  ｴｾｾ 田 ｦ 1  r 目 2 2  

'，l{ ｾｉ 丹 ｫ ｉｾＮｻ＠ 362)  8  7  0  1  

).f[ 京 郎新1 ( 1 ｲｾ 戸士 玩 Ｑ - 9  5 ー 7

'，l!: ，;首 (200) 5  9  1  1  ( ¥: - } < 

名 古 原 ・ 札 帆 ・ 悩 I;l. j

旭 川 ・i兵 恰 姫 路 ・広 仏 . ｉｾＧＺｪ 松

夫代 表 取 締 役

キ土本

庖支

営 業 所

群出 ' jM戸斤出 張 所

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ J レ三階)

電 話 (3臼) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 明 石 町 6 ー 2 3  ( 辻 孝 ピ ル )

2包 J苫 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

2註 J孟 ( 991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ! ! f I . 市・ 高 槻 市 ・ 姫 路

工 事 設 計 施 工

富士電業株式会社

r.:F-. _ _  

喝 支L

圃両国

司唖F

社

A

Q

一

A

電 気 ・ 唆 冷 房 ・空調工事言宣言十 施 工

宝ゐ

実

大 阪 市 川 区 北 堀 江 仁通 l 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9

東 京 ・. f ， 占 屋 ・広 島 ・情

寸:田取 締 役 社 長

社本

社

社

オ£

支
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n
川

a

営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新情 5 - 3 4 - 6 相馬ピル 5 階

。屯 Jii 東 京 (434) 3848.  (431) 8 s 5  

大| 以筒 - 札幌・名 t1i 保 ・四日市 ・松 111. 1恋111

電 気 工 事 ・ 計 装工 事 ・ 設 計施 工

A
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一
A

商

山取 締 役 社 長

社 大

東京支r ，l j

所張
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氏

社
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中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 勝

取締役社公 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 校 田T 5  6 番 地

屯 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 尾 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 釘i ・草 津 ・ 静 岡 ・水 島 ・福岡

〈
云

社

支! 広

治 業 所

本



建 材 の 頁

信用み 5技術ど伝統の

7X771LトZ車専 業 大J吉

雲歪矢偏由自
大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 庖

室 谷 商 事 株 式 会 社

本社 神戸 ､ｩ 生田氏ｾｴｌ長狭通 Ｔ - 1  (英干nビル )

直 通 屯 話 剣l戸 (33) 0881- 3  

支 庖 大阪 di ｾｴ 伊 ｴｩｩ 笠￟Ｑ ｔＵＰ Ｈ 堂ビル ＵＱ［ 皆 ＵＰＲ 号室 Ｉ

直 ＮￌￚＱｾ｛ 前大阪 ＨＳＶＴＩ 2031- 4  

倉 庫 神戸 di 作イトIズ八怖辿 1 - 5  Ｈ 屯 ， ￬ ，ｾ @2923)  

陸屋恨防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前回 ｡ 民一間ｾ帯

法) 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式舎紅

本 社 点 京 都 中 央 医 銀 座 8 - 4 - 11 電話(571)2703- 4.2370・4064・0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 り 2-3-1 電話 (921) 2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 綴 所 名 古 屋 市 南 区 若 車 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 帆 出 狼 所 札 税 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話(231) 7  5  1  1  

| 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1
新型 換気塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

屯 話 (981) 0615 - 0618 
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冷 暖 房 Y  名 桶 サ γ シ

給排水、衛生水道 ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

定 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 I ¥ 化 学 鉱山 機 械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支庖長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 館 大 阪 ( 202) 代表3071

本 底 東 京 ・日比谷・ 三倍ピル

支 1事 名 古 屋 、 補 問 、 札 幌 、 広 島 、 仙 台 、 富山

出 張 所 愉浜、金沢、静岡、 高松

空 調 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・施 工

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

郡 朝 日I 業 社

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電話 (302) 2 2 7 1 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

鋭| 路・函館 ・盛 岡 ・横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

《診

空 気 調 和 設 備

民主計施工

衛 生 設 備

三建設備工業株ま曾社
φ  

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 ー1 0 - 3 0 電 話 ( 922) 625 1 ( 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 城 毅 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大 代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

大阪支庫

本 社

支 社

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 知 巳

大阪市西区江戸堀 1 - 6 0 11I 筒 (441)  8231代表

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 稲 岡

映 仙 台 ー 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

盛岡・新潟 横浜 ・富山 ー盟国 ー福井 ・京都 ・岡山

商 松 e 熊 本 鹿 児 島

本 1苫

支 J苫

営 鍵 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 発 空 調

本竜 i 本l;!i 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 包 括 ( 363) 犬代表 1371

立 府東京都千代田区神悶小川町 2丁目 l 番 地 包 括 ( 292) 代 表7751

0  広 島 市 紙 屋 町 1 丁 目 2 番 22号 包 括( 47) 代 表45'15

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 包 括( 76 ) 代表3795

所 名 占 l:i "  i. i  111 "  11.¥ iI' ー京 都 神 戸 " fi ' : 江

設計施工
生

気

* .衛

房 ・ 換

排

冷

給

暖

1式会社

所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

ヴ b

ブ1. .阪 城 口 研大

株 式

会 社

ｾｬ ｾ＠a

a

 

d

H

 

須 賀 社

ム』

五
業 株 式工

1:; : ' f: ;附日 ・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生設 備 ・ 塗 装 設 備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 凍 機/ 設計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会 社

a晶 - 室 主 賓 調 和 の

. . ニ" マ'
衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 4  

本社 ，東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ ( 572) 7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203) 3721 代

名 古 屋 支 底 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2 ー13 ⑩ (211) 1535 代

出 張 所 = 札 眺 ・仙 台 ・笠 田・金 沢 ・神 戸

広 島 ・松 山 福 岡 ・ パ ン コ ， :; 

広 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

出 張 所一 高 松 ・北九州、l

(定)
支

営 業 所一 千 葉 ・徽 浜 広 島

冷 凍 冷 蔵

⑧ 信 研 ; 告 鱒 繍 % r8 J:t

大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

社本

水 道 ・衛生 " a是冷房・其f也 管 工 事

設 計 並 施 工

( 旧 斎 雌久 孝事 務 所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 部 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 番地( 日本ピル)

電 J i 5 東京 ( 270) 7  4  1  1 盤 ( 代 表 )

札 帆市南大通商 ＴＱ 目 Ａｾｌￆ ｊｯＡ ｪ 且銀ピル '，U.! li 札似 ?5，J S7S6

金 沢 市 向 | 品iJ ｾｲ＠ 2  il f r "6 ｾ［ Ｂ 世 ， ＱＱｾＮ 金 ｩｬｾ 21) 2074 

焔 Jr 市 御 幸 2 の 1 官。1，( ' " 鼠井? Y24:16

ｴｾ＠ m 2  lI'i r  9  Ｂ ，ＧＱＩＺ ， Ｑ 占仙 ｴｾｾ む ［Ｇ Ｑ ＹＵ
ｉｾｊ 山市大ｦｊ｜ 3  8  0 の 1 "，i!，I!; ｉｾｊ 山 ，ｦ ｙ［ ＾Ｔ ＸＶ

地 盤 凍 結空 気 調 和

ヰωI }I! 'M' 業所

金 ｾｊＨＧｾ 業所
詰J H自民所

品 松出d長所

l晶l山出%{ 所

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の l 丸ピル 6 7 6 号

電話 212( 代 ) 3751

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札 幌 庖 札幌市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 信 61(代)4371

名 古 屋 庖 名古屋市中区栄 3 の 5 番 2 9 号 千 代 田 ピ ル 5 1  4 号

電話 261 (代川“ l

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681 (代) 1781

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 盾

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 m :l舌 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 / 内 3 - 3 - 1 (新 東 京 ピ ル )

m 苦舌 ( 211 )  8  5  1  1  "  8  5  6  1  (イ"¥:)

仙 台 市 新 イ 云 馬 町T 6  0  

包 括 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

7往 時 ( 971 ) 3  6  2  1  

大 阪 唐 大 阪 市 西 区 土 佐 場 通 1 の 1

仙 台 支 l苫

名 古 屋 支 庖

京 都 庖
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空 調 設 備 の 頁

平' " 互業脳会社@  

設 計 ・施 工

ヰ土ヨド

大|坂，1了間区江戸耳Hj 凪2 の 2T E L  ( 441)附 1994 . ( 443)  ( 伽3 31

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生 設備 設 計 施 工

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

@ 不 ニ 熱 紅 葉 検 捨 紅

品主4

-← 
牽干1

fi!!! 高回

大阪市南区 ＧＱｉｦｪｾ 町 Ｒ - 5  0  電話 261 - 2436((15 

東京都大凹区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773- 1231({¥5

銀 座 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 悩 岡

本 庖

東京支底

営 業 所

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ビル 81渚)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番 地

大 阪 支 庖

社本

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

S 国h

墨画E乙

司 =

新日本空調株式会社

社

大 阪 市 西 区 京 町 堀 I T 目 6 2  包括(443) 代 表8161- 9  

名古屋市中村区水 主 町! の 1 2  11l.話 (541 )0966(551)  1655 

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤坂ピークピル 5 附 m鯖 (583) 1  4  6  7  

神戸市生国区北長狭通 7丁目 lの1 包括 (34) 1778'  4386 

A

Q

一

A
式株業田山

本 社

支 庖

出強所

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル )

包括 ( 06)  344 - 6  0  3  1  (代)

東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井 第二別館 )

mJ 活 (  03)  279- 5  6  7  1  (大代 )

名古屋 ・九 州 広 仏 ・札幌・東海村・北| 控大分

阪 支 J;'f

本社 ・東京支j苫

大

空 気 調 和 装 置 ・冷 暖 房 ・換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー ・ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サ ッシ- ドア ・シャッ ター

設 計 ・製 作 ・施 工

鍋 機 株 式 会 社

大阪市東区高鹿半島 5 - 4  5  ( 興銀ピル別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

泡 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 恭

東 京 都 港 区 西 麻 布 4 - 15- 23( 第 5 興 和 ピル)

1 ' 1 1 : 東京代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

空 気 調 和 設 備

唆計施工

換気・ 除塵設備悶

く m哩型里コ

理 研

大 阪 支 庖

東 洋 然 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 値

本 社 ・工 犠

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空調 事 業部

古名庖支

2舎町震居期Sc+"，o惨

温湿度調整 ・暖冷房・換気車制t水・ 衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代表取締役 市 川 繁 雄

会 社⑨ ーーーーーーーーーーーーーーーーー・of ' .:. ' Ｚｾ・ ｈ ＺｴＺ置

ーa: t ・.......

③自画j認諜五番評

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 内 l

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間i専 用 ( 691) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰)

電話 ( 352) 3  5  0  1  - 3  

凶 目 前 市 浜 閉 西 末 広 町 包 括 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15  電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ③ 3 6  1  0  

ヰ土

大 阪 営 難 所

本

四日市営難所

大 津 出 張 所

津 営 業 所

エ レ ベ ー タ ・リフ ト ・カ ー リ フ ト

計 ・ 製 作

冷房・暖房 ・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 包 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2 ー 5

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖出張所 名古屋 ・福岡・札幌・仙 台・高松 ・広島

設
給・排水 ・衛 生 ・消火・暖冷房 設 備

高 額 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天神橋 筋 六 (天 六 阪 急 ビル ) ( 351)  4927代

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サ ー ビ ス 事 業 所 ( 328)  0364("t 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363代

電 話 大 阪 ( 458 ) 3531 番

都 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 Ht 南 itfi4丁目 11

出 張 所 = 京
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

奉 仕 感 謝 の 底

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン ヱ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

⑪: :  ，1 } 淳窯業高志

本 社 大 阪 市 西 区 制 本 町 2 丁同 98番地( 靭本町バス停前)

ｾｉｬ話大阪 ＰＶ (532) 代 0 4 6 1  

姫路営業所 姫路市北条口 126 接地 ( 住友生命保険ビル 3 階)

電 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

水

付

付

付

防

吹

吹

吹

ス

ン

ド

ス

ク

イ

ン

ク

y

タ

サ

ツ

レ

ス

)

テ

-・晶
E

J

、ご、

-

'

J

J

 

ゴ

'
ん

V

エ

工

品

川

バ

壁

石

M

M
師

陣

内

動

勧

勧

.
粧

.

.

 

レ
」

，q

 

• 営

業

品

目

本社営業所 ・大飯市東住吉区駒川町 3- 54 電 話(702)代7814- 6  

特約代理窟・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・福 岡

窓掛、鍛帳、日際、壁紙 室 内 装 飾 級焼、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ ' h- ぺ. Yト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 枇

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム奄

ベン手/_，-9- ・ミシオ;寸レ

合

目

立

日

高

抗

日

章

一加

=
一

諮
問

Board &Sl ate Standard 

フ タ パ 需 3阪

K A N D A N  

・空気調和設備 ・給排水衛生設備

・各種送排風機 設計施工

4JD1回目密費絡会評
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建 材 の 頁

• • • • • • • 責 任 施 工

宗主JIIイ色券の

もメント吻ｾ，＼

製 造 発 売 元 ・

認 黒 川 化 学 工 業 所

本町工場神戸市東灘区住71東IIIT2H I  5- 15 T  EL ￦ｾＲＷＲＳ＠

特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水剤

N. G. C. i t  

米 国 パ ブ コ ・ ア ス フ ァ ル コ ン パ ンド 1問 書

米国バイヤーライト ・アスフアル卜コンパ ンド J "'  ̂

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

内外互業株式会結

大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地
工場

φ3  

サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャツ今一

ド ア ー ハ ン ガ ー

禁22 三 高 製 作 所

ド ア ー• 

• 

間11

曲目i

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

251「K 乏

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -川 俣 武※ 特 許

/1¥俣シャ11/9- 工業椋式会社大阪支庖

工

イ乍

施

計

製

言笠
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近代建築の要求する



漆

喰

差

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス
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ー

セ

メ

ン

ト
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ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

〈

特

長

〉

全国有名建材l吉又 l立当社へ

⑧ 

季 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 1IIT 4 丁目 2 6  地 T E L 大

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

-

9

畠

e

・

・

す

ジ

か

・

.

新

い

す

ぷ

・

四

香

・

・

七

{

五

・

・

舗

抑

紡

u

m

-
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建 材 の 頁

コ二

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

責 任 施由自色 彩尺 物長
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タ 然 え な い

オフ才L 右ご、、

腐 ら な い
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平板・波板・棟包・雨押類・奇樋・竪樋・軒樋

通風器・排気ダクト・モニター

ボ ッ ク ス 波V 波S 大 波S 小 波波 板 規 格

途用

ｾ＠

オリ工' ! J 'j Jルメヲル製造株式会担

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

tlL言iき

1'lL言舌

電 話

電 話

1'lL言舌

本 社 兵 1阜 県 尼 崎 市 昭和 南 通 り 3 - 2 6松本ビノレ

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 朕 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

九 州 支 I吉 及 工 場 ・福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 支l苫 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24第 2中経ピノレ

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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N K プ レ ハ ブ 代 理l吉

其の他コンクリート二次製品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

指 導

エスシール #31- 高 弾 性 目 地 材

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 二 団 地 設 計 中

エ ス シ ー ル #21 

神 戸 市 主 主 合 区 自 民 内 町 2 丁 目 8 8 番 地

電 話 0 7 8 代 表 ( 2 3 ) 1 4 2 1 ・ 6 9  5  6  
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

モルタル・コンクリー卜用

串 7 ノーノレ防水斉IJ は セ メ ン ト の 加 水 分 解生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と化 学 的 に 結

合 し 、 硬化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 描水 性 を 与 え て 毛細 管の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

串 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィー を 向 上 さ せ ま す

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。

牢 セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で、 7k ゃ 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 泌 がJ 力 は 恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤 2  

ＺＺｴｉＺＺｺｾＭＮＮＮＨ セメント起泡剤ＩＮ %. ，. : : : ' - 1. .  場所打ち杭工〕 可

/  法添加剤 /  '"  

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ ー

株式ｾＮＮＮ田区 ＱＮＮＮＮ ー，・唖 ｲ 品
会 社 i l D . 曹園唱巴- Ｎ伺ｾＮＮｌ
東 京 都 品 川 区 大 弁 1 ー 15ー 1 官E

東 京 (774) 4111代 表

関 東 営 業 所 茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2  1  3  宮E i二j甫 ( 21 ) 5 1 8 9  

東 北 営 業 所 福 島 県 福 山 市 下 型F寺 下 述 原 官E 福 ぬ (  34 )  7  1  1  1  

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 哩量 盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

ご - * 次第

大 阪 営 業 所 大 阪 di 点 !北区』夜中 小: 2  - 17- 26 
大 阪 (971)  4  7  6  5  

カ タログ進呈し ます
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T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く 完 全 無 音 無 振 動 既 製 杭 工 法〉

従 来 の既 製 杭 を 利 用 し て 杭打 施 工 時 の

振 動 ・ 騒音 を完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

ｬＮ ネ ジ 込ブ ｊ を 杭 Ｑ Ｑ ｜Ｑ 込 ｪ ｊ に変えるので 完 全 無 ｊ Ｑ￺ 助ｾＡ｜ｾ 局長 ￬ｾｬ です 。

2. 船 人 民 さ が i乏く安〉とした ぷfけ

3. ス ラ イ ム の i先 制 は あ り ま せ ん。

ＴＮ 完全にムー作 Ｉｾヴ に告 お させるので 大 きな支 持 ブ ｊ が ｗｉ 待 ＱＱＧ ， 米ます 。

5. イI'f 止とでむヤトイ 杭 で 納 め ら れ地 下 : 径のある建築に 紋 適 で す。

メ 念 入 ＭＮＭ集回ＭＮＭ・司官室ｾｉｩｩＢ
ｾｹｾ 株式害事主正司 ｾｅ ヨー ｌ 酒冒Ｙｩ ｐｈ

圃 本 社 大阪， 11 .¥RI;o( II，':j 閲 怖 2 の 20( ，1"1;1111新 ピ ル ) T  E L 人:1仮 (202)3233( 代 )

. 名 古 屋 支 j苫 *" 山村，J i 'I' 1ベl: r，' ，1 - 3 - 2 ( 銅 版 ピ ル )

. 福 岡 支 l苫 ti ，il 将，J i ，J¥， J以 1 Ｍ ＱＵ Ｍ ＳＳ Ｈｾ￯ 保 ｪ 陥ピルＩ

・ 営 業 所 ｾ ｊｪＨ 的ｼ吋 ・ 山山 ・ Ｑ ム 山・ 熊本 ・ ｬ 血児 ｽ ［ ｉｾ ・ 工 場 大阪 ・宇" ｾ ｩ＠ h{ ・胞 児/:ゐ

宮E



全く新しい床タイルです

ー星 ピ サ ロ ン は 、 従 米 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 作 が 全 く 違 い ま す0. 塩ピの他に最近開発さ

れ た がf しい共重介体の特殊樹脂を用いた Illlj 期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

とは対照的な 11F止した引代脱線。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ッ ク でLl lE級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

コ星 ピサロンは、材料だけの版売はいたしません。

立任施工の山米る協来 ｬｕｾ が人念な仕上げをします 。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピサロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテリアデザインにｾ求される個性的な床造り

には欠かせません 。 Ｊ京浜総 ｾｉｊ の超高層世桝貿易

センタービルの 4 F以 |二の科附通路、エレベーター

ホールにも、使川されております。と三星 ピサロンと

はその模様がフランスの画家ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです。
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¥

匠冒日: J

女 縦 約 = 333. 3 X333. 3 X  2 引 9 枚 1 m'

333. 3 X333. 3 X  3 弘 9 枚 / ぽ

禽 色 数 18色

女 Il lI i桁 2 引 JI，正，'，，'， 1，200ドJ 1 m' (300m' 以 上)

3 弘 j以，'，，'， 1，800円 1 m' (300 m' 以 u

小 部 出 ;IPJ J¥"I ・階段 40%尚製 造 元= 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電E舌 (866) 6  1  0  1  

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 掘 l の 7 4  

電話 ( 441)  5  9  5  1  
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・ 昭 和 46年10 月25日発行( 毎月 l 回25日発行 ) 昭 和 24年 3 月 19日第 3j A郵便物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐久 品

11 

Ｎ ノド 品 は特に 各 部 品 の 材 料を吟味し、表面が ｪｬｾ Ｇ

びないようポンデライジング }JII 工を 地 した 上

に防錆塗装 をしてお ります。

・焼{・j'; 金装仕上製品の他 に、 他 の持山 し吊の腕

部 ( 吊込後民から筏出す る部 分) に S U  S27 

(18 .8) ステンレス製 へアーライン仕上の化粧

カバーを 付 けてあ ります。

・凶転百11分にナイロンベアリング及びスラスト

ベア リングをほ入してあ ります。

. 51IJ 製の設計五日作をも歓迎致します。

. 弊 社 製 立 枠 付

ピ オ ミ ッ ト ヒ ン ジ

1;1:ー

実 用 新 案 登 録

第 5 17316号 の

立 枠 に は イ 可 ん ら

低 触 致 し て お η

ま 吃士 Iv 。

55 5  
本 社 大阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 151 f i (06)751 ー3653- 5/ 東 京 出 張 所 東 京 都 墨 田 区 本 所2ー 11 ー 11 f i (03 )623 - 7677 
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くそ の 他 の 営 業 品 目 〉

界 誇 る
セントラル・ヒーテイング

の決め手

住 宅 向

温 水 ボ イ ラ

ウエル- マケレーン

套252F川鉄三所0 熱 媒 ヒ ー タ

0 染 色 排 水 処 理 装 置

。排 液 処 理 装 置

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 - 1 1

T  E  L .  ( 06)  458- 8681 ( f ' e)  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌

米 国 ウ ェ ル ー7 クレーンキ土・鋳鉄製

14 .  OOOKc a l/ h  - 550.  OOOKcal / h  

ガ ス . A  • ;由 灯 油 ・ 経 油

特 長

0 鋳鉄製により 寿命は

永久的

O タ ン ク レ ス ヒ ー タ ー

の使用により 1 行で給

湯l暖房 が同時に可能

0 コ ンノぞ ク ト な タ イ プ に

より制付面積は小さい

o他に類をみない l作か

な運転音

. ご入会のお申込は ・社 団 法 人 日本建築協会 干 541 大阪市東区北浜3 37 電 話 大 阪( 06 )231 .9648 ・9649 .  9640 振 替 口 座 大 阪39975番
定価 300 円 ( 送料共)


